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教 育 の 理 念

本学学則には，その目的を「本学は，教育基本法および学校教育法の精神に基づき，歯科技工お
よび歯科衛生に関する専門の知識と技術を教授研究し，豊かな教養と人格を備えた，高度な医療技
術者を育成し，もって国民の保健医療の向上に寄与する．」と規定している．この目的を体として，
医学の一領域・人体の健康を担当する医療人として，知識，技術および倫理観など，学・術・道を
兼ね備えた歯科技工士と歯科衛生士を養成する．

建 学 の 精 神

学校法人日本歯科大学建学の精神は「自主独立」であり，本学建学の目的を「心・技・体が調和
した人間性豊かな歯科医療スペシャリストの育成」とする．

教 育 の 目 標

1. 幅広い教養と倫理観を持った歯科技工士・歯科衛生士を育成する．
2. 人間性豊かで人の痛みが判る優しい歯科技工士・歯科衛生士を育成する．
3. コミュニケーション能力が優れた歯科技工士・歯科衛生士を育成する．
4. 歯科医学の最新の知識と技術を生涯学び続ける意欲と能力を持つ歯科技工士・歯科衛生士を

  育成する．
5. 将来の良質な歯科医療の確立を目指し，応用的研究能力を持つ歯科技工士・歯科衛生士を育

  成する．
6. 社会の要求とＥＢＭ（Evidence Based Medicine）を重んじた歯科医療に貢献する歯科技

  工士・歯科衛生士を育成する．
7. 問題を見出し解決する能力を持つ歯科技工士・歯科衛生士を育成する．
8. 地域医療に貢献できる歯科技工士・歯科衛生士を育成する．
9. 健康増進に貢献できる歯科技工士・歯科衛生士を育成する．

10. グローバルに活躍する歯科技工士・歯科衛生士を育成する．

教 育 の 目 的

教育の理念を具現化するために，歯科技工学科では２年間，歯科衛生学科では３年間の在学期間
中に，一般教養科目の充実を図って短大教育の特色を出し，専門科目については，歯科医療の基礎
と臨床に関する最新の講義と基礎・臨床実習を行う．高度の専門知識と技術，応用的研究能力，さ
らに豊かな人間性を身に付けた歯科技工士・歯科衛生士の総合的な教育を行い，グローバルな視点
を持ち，歯科医師とのチーム医療により，国民の歯科保健増進に総合的に寄与する人材を育成する
ことを目的とする．



                       

アドミッションポリシー 

本学の建学の精神である「自主独立」の精神を理解し，基本理念と教育目標を達成するため

に，十分な学力と高い目的意識を持ち，相手の気持ちを理解できる人間性豊かな人を求めてい

ます． 

 

カリキュラムポリシー 

歯科衛生学科 

 １．教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野

の４分野に大別し，学年の進行とともに系統的・段階的かつ自主的に学習できるように

編成している． 

２．基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，

歯科医療スペシャリストとして必要な思考力と感性を備えることができる授業科目で

ある． 

３．専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得

できる授業科目である． 

４．専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得する

とともに，基礎分野・専門基礎分野で得たことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究

することのできる基本的能力を習得できる授業科目である． 

５．選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピッ

クスを見据え，それらの知識・技術を修得できる授業科目である． 

６．すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内

容の充実を図る． 

 

学習成果 

学校法人日本歯科大学全体としての建学の精神ならびに教育の目的に基づき，日本歯科大学

東京短期大学の学生が身につけるべき学力や資質を学習成果と定めている． 

歯科衛生学科  

1．歯科予防処置，歯科診療補助および歯科保健指導に関する知識と技術を身につける． 

2．医療における倫理観と豊かな人間性を身につける． 



3．自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上を図る姿勢を身につける． 

4．良好な人間関係を構築できるコミュニケーション能力および多職種と連携する力を身 

につける． 

 

ディプロマポリシー 

歯科衛生学科 

本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大

学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます． 

１．歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している． 

２．人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質

の高い業務を実践できる能力を身につけている． 

３．歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持

向上に努めることができる． 

 

 



基礎分野 選択必修

自然科学 〇

コミュニケーション学 〇

健康科学 〇

実践英語 〇

心理学 〇

倫理学 〇

情報リテラシー 〇

文章表現法 〇

生命科学概論 〇

解剖学 〇

栄養代謝学 〇

生理学 〇 〇

口腔解剖学 〇

組織発生学 〇 〇

病理学 〇

微生物学 〇

薬理学 〇

口腔衛生学 〇

衛生学・公衆衛生学 〇

地域保健活動論 〇

歯科保健統計学 〇

衛生行政 〇

社会福祉概論 〇

看護概論 〇

言語発達・摂食嚥下学 〇

歯科衛生士概論 〇

歯科保存学 〇

歯周病学 〇

歯科補綴学 〇

口腔外科学 〇

小児歯科学 〇

矯正歯科学 〇

歯科麻酔・全身管理学 〇

歯科放射線学 〇

高齢者歯科学 〇

障害者歯科学 〇

歯科予防処置論基礎 〇

歯科予防処置論応用 〇

歯科予防処置論基礎実習 〇

歯科予防処置論応用実習 〇

総合歯科予防処置論 〇

総合歯科予防処置実習 〇

歯科保健指導論基礎 〇

歯科保健指導論応用 〇

歯科保健指導基礎実習 〇

歯科保健指導応用実習 〇

総合歯科保健指導論 〇

栄養指導論 〇

歯科診療補助論基礎 〇

歯科診療補助論応用 〇

歯科診療補助基礎実習 〇

歯科診療補助応用実習 〇

総合歯科診療補助実習 〇

臨床臨地実習Ⅰ 〇

臨床臨地実習Ⅱ 〇

口腔保健管理学 〇

介護技術論 〇

実践スポーツ・健康学 〇

歯科審美学 〇

ヘルスプロモーション活動論 〇

実践歯科英会話 〇

卒業研究 〇

基礎医学総論 〇 〇 〇 〇

臨床歯科学総論 〇

歯科衛生学総論 〇 〇 〇 〇

計 8 6 4 4 8 2 11 7 7 7 2 7
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自然科学 〇 〇 〇

コミュニケーション学 〇 〇 〇

健康科学 〇 〇 〇 〇

実践英語 〇 〇

心理学 〇 〇

倫理学 〇 〇 〇

情報リテラシー 〇 〇 〇

文章表現法 〇 〇

生命科学概論 〇 〇 〇 〇

解剖学 〇 〇 〇 〇

栄養代謝学 〇 〇 〇 〇 〇

生理学 〇 〇 〇 〇

口腔解剖学 〇 〇 〇 〇

組織発生学 〇 〇 〇 〇

病理学 〇 〇 〇 〇

微生物学 〇 〇 〇 〇

薬理学 〇 〇 〇 〇

口腔衛生学 〇 〇 〇 〇 〇

衛生学・公衆衛生学 〇 〇 〇 〇 〇

地域保健活動論 〇 〇 〇 〇

歯科保健統計学 〇 〇 〇

衛生行政 〇 〇 〇 〇

社会福祉概論 〇 〇 〇

看護概論 〇 〇 〇 〇

言語発達・摂食嚥下学 〇 〇 〇 〇 〇

歯科衛生士概論 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歯科保存学 〇 〇 〇 〇

歯周病学 〇 〇 〇 〇 〇

歯科補綴学 〇 〇 〇 〇

口腔外科学 〇 〇 〇 〇

小児歯科学 〇 〇 〇 〇

矯正歯科学 〇 〇 〇 〇

歯科麻酔・全身管理学 〇 〇 〇 〇

歯科放射線学 〇 〇 〇 〇

高齢者歯科学 〇 〇 〇 〇

障害者歯科学 〇 〇 〇 〇

歯科予防処置論基礎 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歯科予防処置論応用 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歯科予防処置論基礎実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歯科予防処置論応用実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇

総合歯科予防処置論 〇 〇 〇 〇 〇 〇

総合歯科予防処置実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歯科保健指導論基礎 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歯科保健指導論応用 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歯科保健指導基礎実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歯科保健指導応用実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇

総合歯科保健指導論 〇 〇 〇 〇 〇 〇

栄養指導論 〇 〇 〇 〇

歯科診療補助論基礎 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歯科診療補助論応用 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歯科診療補助基礎実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歯科診療補助応用実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇

総合歯科診療補助実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇

臨床臨地実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇 〇

臨床臨地実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇 〇

口腔保健管理学 〇 〇 〇 〇 〇

ヒューマンサポート論 〇 〇 〇

実践スポーツ・健康学 〇 〇 〇

歯科審美学 〇 〇 〇 〇

ヘルスプロモーション活動論 〇 〇 〇 〇

実践歯科英会話 〇 〇 〇

卒業研究 〇 〇 〇 〇

基礎医学総論 〇 〇 〇 〇

臨床歯科学総論 〇 〇 〇 〇

歯科衛生学総論 〇 〇 〇 〇
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看護概論　

地域保健活動論

薬理学

微生物学

病理学

組織発生学

口腔解剖学

生理学

栄養代謝学

解剖学

生命科学概論

演　習 実　習 講　義

ディプロマポリシー　　本学では、以下のような能力を身に付け、且つ、所定の単位を修得することにより、短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに、歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます。

                           　　1.歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している。

                               2.人々に対して、豊かな人間性を持ち、歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し、質の高い業務を実践できる能力を身につけている。

文章表現法 衛生・公衆衛生学

歯科診療補助応用実習

　

歯科診療補助基礎実習

歯科保健指導論応用

歯周病学　

歯科保健指導応用実習

　

倫理学

栄養指導論

　

歯科保健指導論基礎

歯科保健指導基礎実習

 

歯科予防処置論応用

歯科予防処置基礎実習

 歯科診療補助論基礎 歯科予防処置論基礎健康科学 社会福祉概論

歯科衛生士概論自然科学

知識の芽

口腔衛生学

実践英語　
知識の苗木

コミュニケーション学

衛生行政

心理学

情報リテラシー

　 高齢者歯科学

歯科放射線学

障害者歯科学

知識の大樹

　

病院実習・臨地実習　Ⅰ

枝葉を増やし

幹を太く

歯科診療補助論応用歯科保存学　　 チーム歯科医療論

歯科審美学

実践歯科英会話

卒業研究

ヘルスプロモーション活動論

　

歯科保健統計学

特別授業（歯科衛生学総論・基礎医学総論・臨床歯科学総論）

口腔保健管理学

ヒューマンサポート論

言語発達・摂食嚥下学

臨床・臨地実習　Ⅱ

矯正歯科学

歯科予防処置論応用実習

　 　

　

歯科麻酔・全身管理学

小児歯科学

口腔外科学　

歯科補綴学

　

　

　

総合歯科予防処置論

総合歯科予防処置論実習

総合歯科保健指導論

                               3.歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み、専門職としての能力の維持向上に努めることができる。

総合歯科診療補助実習

１
年
生

２
年
生

３
年
生

基礎分野 専門基礎分野 専門分野 選択必修分野

選択必修分野専門分野専門基礎分野基礎分野
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本書の使い方

本書は, 日本歯科大学東京短期大学歯科衛生学科の学生のみなさんが, 履修すべき

授業や実習の概要をあらかじめ把握し, 自ら積極的に参加する意欲を起こし, 勉学の

習慣を培うために作成しました．

各授業と実習を系統的に理解できるように下記にまとめてありますので, 有効に活

用して下さい．なお、国家試験の対象科目においては, 「ユニット番号：名/学習目

標(GIO)欄」に, そのユニットの内容が該当する国家試験出題基準の大項目・中項目

などが記載されていますので, 参考にして下さい．

記

1)受講に先だって, 事前に該当授業と実習内容に目を通しておくこと

2)受講の際は,本書を必ず持参して, 必要に応じてチェックすること

3)やむを得ず欠席した場合には, 該当科目のページを確認しておくこと

4)休講などの場合には, 該当科目の変更などを確認しておくこと

5)予習と復習の指針とすること

6)試験に際しては, 試験範囲などの系統的な自学自習の指針とすること
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月 日(曜) 事         項

4  3(金) 入学式

 4(土) 生命歯学部・東京短大合同新入生歓迎会（予定）

 6(月) 技工学科第1学年・衛生学科第１学年 前学期オリエンテーション ［7日(火)まで］

 技工学科第2学年・衛生学科第2学年  前学期 オリエンテーション・前学期授業開始

衛生学科3学年 前学期 オリエンテーション,専攻科歯科衛生学専攻 前学期オリエンテーション ［7日(火)まで］

上旬 歯科衛生学科第2学年・第3学年 学力試験

 7(月） 衛生学科第3学年 前学期授業開始 [9月29日(火)まで]

 8(火） 衛生学科第3学年 臨床・臨地実習再開 [７月27日(月)まで]

　 技工学科第１学年・衛生学科第１学年 前学期授業開始

専攻科歯科衛生学専攻 前学期授業開始

下旬 技工学科第2学年 登院式

26(日) 合同合宿・クラブ活動週間 [28日（火）まで]

 30(木) 休講［5月1日（金）まで］ 未定

5 15(金) 学生健康診断 (専攻科を除き休講)

24（日） 歯科衛生学科第2学年・第3学年　保護者会

6  1(月) 日本歯科大学創立記念日

上旬 衛生学科第2学年 全国小学生歯みがき大会

 6(土) 衛生学科第2学年 歯と口の健康週間事業

 9(火) 技工学科第1学年 前学期試験 [6月18日（木）・9月10日(木)]

16(火) 技工学科第1学年 前学期追再試験 [6月23日（火）・9月15日（火）]

7 上旬 短期大学交流会

専攻科歯科衛生学専攻 「学修総まとめ科目 履修計画書」 提出締切（特例）

　 衛生学科第3学年 千代田区立富士見小学校集団指導

17(金) 衛生学科第2学年前学期試験  [7月24日(金)まで]

21(火) 技工学科第2学年 就職ガイダンス

衛生学科第1学年前学期試験  [7月27日(月)まで]

22(水) 技工学科第2学年 進学ガイダンス

27(月) 技工学科第1学年 夏期休暇 ［8月31日(月)まで］

29(水) 衛生学科第3学年 前学期試験

31(金) 技工学科第2学年 夏期休暇 ［8月21日(金)まで］

下旬 技工学科第2学年 企業見学会

8  3(月) 衛生学科第3学年 前学期追再試験

　 衛生学科第1学年 前学期追再試験 ,衛生学科第2学年 前学期追再試験 ［7日(金)まで］

 4(火) 衛生学科第3学年 夏期休暇 [8月21日(金)まで］

10(月) 衛生学科第1学年 夏期休暇 [9月29日(火)まで],衛生学科第2学年 夏期休暇 [9月16日(水)まで]

専攻科歯科衛生学専攻 夏期休暇 ［8月31日(月)まで］

24(月) 衛生学科第3学年 授業再開 ［9月29日(火)まで］

技工学科第2学年 授業再開 ［9月7日(月)まで］

9  1(火) 技工学科第1学年 授業再開 ［9月30日(水)まで］

　 専攻科歯科衛生学専攻 前学期試験 [2日(水)まで]

 8(火) 技工学科第2学年 前学期試験 [9日(水)まで]

 10(木) 専攻科歯科衛生学専攻 前学期追再試験 [11(金)まで]

15(火) 技工学科第2学年 前学期追再試験 [16日(水)まで]

17(木) 衛生学科第2学年授業再開[18日(金)まで]

25(金) 衛生学科第2学年 臨床・臨地実習オリエンテーション ［30日(水)まで］

30(水) 衛生学科第1,2,3学年 後学期オリエンテーション

下旬 専攻科歯科衛生学専攻 大学改革支援・学位授与機構学習成果の提出締切（通例）

令和8年度  教務予定表
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月 日(曜) 事         項

10  1(木) 技工学科第1, 2学年 後学期オリエンテーション・後学期授業開始,衛生学科第1学年 後学期授業開始

　 　 衛生学科第2学年 登院式

衛生学科第3学年 後学期授業開始 [3月上旬まで], 専攻科歯科衛生学専攻 後学期オリエンテーション

 2(金) 衛生学科第2学年, 専攻科歯科衛生学専攻 後学期授業開始

 7(水) 衛生学科第2学年 臨床・臨地実習開始

24(土) 富士見祭 ［25日(日)まで］

29(木) 技工学科第1学年 後学期試験 [12月1日（火）・12月15日（火）・2月1日（月）・2月8日（月）]

下旬 衛生学科第2学年 上級救命講習

11 5(木) 技工学科第1学年 後学期追再試験[12月8日（火）・12月21日（月）・2月15日（月）・2月16日（火）]

10(火) 衛生学科第3学年 文京区立茗台中学校集団指導

12 14(月) 技工学科第2学年 後学期試験 ［15日(火)まで］

 14（月） 衛生学科第3学年 後学期試験 ［16日(水)まで］

21(月) 技工学科第2学年 後学期追再試験 ［22日(火)まで］

 衛生学科第3学年 後学期追再試験 ［23日(水)まで］

未定 専攻科歯科衛生学専攻 大学改革支援・学位授与機構実施小論文試験（通例）

22(火) 技工学科第1学年 冬期休暇 [1月5日(火)まで］

23(水) 技工学科第2学年 冬期休暇 [1月5日(火)まで］

24(木) 衛生学科第1学年 冬期休暇 ［1月5日(火)まで］,衛生学科第3学年 冬期休暇 ［1月4日(月)まで］

28(月) 専攻科歯科衛生学専攻 冬期休暇 [1月5日(火)まで]

29(火) 衛生学科第2学年 冬期休暇 [1月4日(月)まで］

1 5(月) 衛生学科第2学年 授業再開 ［1月22日(金)まで］,衛生学科第3学年 授業再開 [3月上旬まで]

6(水) 技工学科第1学年 授業再開 ［2月17日(水)まで］,技工学科第2学年 授業再開 [2月中旬まで]

　 　 衛生学科第１学年 授業再開 ［1月20日(水)まで］

衛生学科第2学年 臨床・臨地実習再開

専攻科歯科衛生学専攻 授業再開 [2月26日(金)まで]

18(月) 技工学科第2学年 第1回卒業試験 （統合科目試験）

21(木) 専攻科歯科衛生学専攻 後学期試験 ［22日(金)まで］

28(木) 衛生学科第1学年 後学期試験 ［2月4日(木)まで］,専攻科歯科衛生学専攻 後学期追再試験 ［29日(金)まで］

29(金) 技工学科第2学年 第2回卒業試験（統合科目試験）

下旬 衛生学科第3学年 第1回卒業試験（総論科目試験）, 専攻科歯科衛生学専攻 研究成果発表会

2  12(金) 衛生学科第1学年 後学期追再試験 ［19日(金)まで］

 19(金) 衛生学科第2学年 後学期試験 ［24日(水)まで］

中旬 技工学科第1学年 上級救命講習

中旬 技工学科第2学年 歯科技工士国家試験

中旬 衛生学科第3学年 第2回卒業試験（総論科目試験）

18(木) 技工学科第1学年 春期休暇開始

26(金) 衛生学科第2学年 後学期追再試験 ［3月3日(水)まで］

22(月) 衛生学科第１学年 春期休暇開始

下旬 専攻科歯科衛生学専攻 「学修総まとめ科目 成果の要旨」 提出締切（特例）

専攻科歯科衛生学専攻 大学改革支援・学位授与機構実施審査結果通知（通例）

3 上旬 衛生学科第3学年 歯科衛生士国家試験　

上旬 学位記授与式 (卒業式・修了式)

4(木) 衛生学科第2学年 春期休暇開始

下旬 技工学科第2学年・衛生学科第3学年 国家試験合格発表　

　 専攻科歯科衛生学専攻 大学改革支援・学位授与機構実施審査結果通知（特例）
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文章表現法　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．6

情報リテラシー　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．9

心理学　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．11

健康科学　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 14

栄養指導論　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.16

歯科衛生士概論　．．．．．．．．．．．．．．．．．．19

衛生・公衆衛生学．．．．．．．．．．．．．．．．．．21

生命科学概論　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．24

歯科診療補助論基礎　．．．．．．．．．．．．．．．27

倫理学　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．29

自然科学　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．31

コミュニケーション学．．．．．．．．．．．．．．．．．33

歯科予防処置基礎実習　．．．．．．．．．．．．．35

歯科診療補助基礎実習　．．．．．．．．．．．．．．．．38

歯科予防処置論基礎　．．．．．．．．．．．．． 40

歯科保健指導論基礎　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．42

口腔解剖学　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．44

社会福祉概論　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．47

歯科衛生学科　第１学年　前学期授業科目
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時 限

＊感染症等の拡大状況によってはオンライン授業となる場合もあります．

２）前学期定期試験：  7月 21日（火）～　7月 27日（月）

文章表現法
（小　原）

火

技と共通

３）前学期追再試験：　8月　3日（月）～　8月　7日（金） 

４）夏期休暇：　8月 10日（月）～　9月 29日（火）

健康科学
　（石　黒）技と共通

心理学
（田　副）

社会福祉概論
（市　川）

歯科診療補助基礎実習
（関　口）

金
歯科予防処置論基礎

（鈴木(恵))
歯科保健指導論基礎

(池田(亜))
口腔解剖学
（前　田）

木

生命科学概論
（池田(利)）

水

文章表現法
（小　原）

１）授業期間： 4月 6日（月）～ 7月 15日（水）

14:35-15:55

心理学
（田　副）

         技と共通

自然科学
（戸　円）

歯科診療補助論基礎
（関　口）

倫理学
(岡　田)

令和８年度　歯科衛生学科　第１学年　前学期授業時間表

１ ２ ３ ４

10:35-11:55 13:00-14:20

月

歯科衛生士概論
(関　口)

衛生・公衆衛生学
（大　島）

生命科学概論
（池田(利)）

歯科予防処置基礎実習
（鈴木(恵))

　 時間

曜日
9:00-10:20

栄養指導論
（山　下）

コミュニケーション学
　　　　　　（鈴木(恵))　技と共通

情報リテラシー
（赤　間）技と共通
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月曜日
  9:00~10:20

10:35~11:55

 

 

○

 

○

 

 

学年 学期 曜日 時 間

1 前 月 9:00-10:20

1 前 月 10:35-11:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

 配付資料

国語辞典（電子辞書も可）

　日本語の特徴の一端を理解した上で，実用的な文章の細かい表現方法や文章作成の技術を身につける．最終的に，自らの考えを相手に
正確に伝える方法を自分のものにするために，文章作成の実際を訓練し理解する．

文 章 表 現 法

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

小原佳那子

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，歯
科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

生命歯学部131講堂（短大　2階　202講堂）

短大　2階　202講堂

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な思
考力と感性を備えることができる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

授業中の提出物（75%）・小テスト（20%）・受講態度（5%）

準備学習（予習・復習）

予習：授業中に指示する問題に対する，自身の解答をまとめておきましょう．小テストに向けて内容の確認をしておきましょう．
復習：授業内容を振り返り，疑問点などがないか確認しておきましょう．

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

場所： 短大1階教員室
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：日本語の特徴を知る
 

ユニット2：敬語表現1
 

ユニット3：敬語表現2
 

ユニット4：敬語表現3
　

ユニット5：メール・手紙の作成演習
 

ユニット6：日本語リテラシー
2)文章表現力を習得する意義について理解する．

ユニット7：文章作成演習1

ユニット8：文章作成演習2

ユニット9：文章要約演習1
　

ユニット10：文章要約演習2
　

ユニット11：文章要約・文章作成演習

ユニット12：自己PR文の作成演習

12 7/6 月 小原佳那子

1)自己を客観的に分析し，要点を箇条書きにする．
2)1をもとに，自己PR文を作成する．

GIO:自己を客観的に分析し，それを他者との関係に
おいて表現する方法を理解するために，自己PR文を
作成する．

3)作成した自己PR文を相互に読み，評価し合う．
4)相互評価を通して，自分が考える自分と，相手が読解した

11 7/2 木
小原佳那子
14:35-15:55

1)文章読解の手順を説明する．

3)構成メモの意味や作成方法を説明する．GIO：ここまでの文章要約法，文章作成法を完成させ
るために，ユニット7〜10を踏まえ，客観的文章の要
点を正確にとらえた上で，自らの意見をわかりやすく
文章化する方法を理解する．

4)客観的にわかりやすく意見文を作成する．

2)文章の要点をつかむ．

10 6/29 月
小原佳那子
10:35-11:55

1)文章読解の手順を説明する．
2)文章の要点をつかむ．

GIO:文章を正確に把握するために，文章読解の手
順を知った上で，ある程度の長さの客観的文章を要
約する方法を理解する．

3)1,2を踏まえ，文章を要約し，まとめる．

9 6/29 月 小原佳那子

1)文章読解の手順を説明する．

GIO:文章を正確に把握するために，文章読解の手
順を知った上で，ある程度の長さの客観的文章を要
約する方法を理解する．

3)1,2を踏まえ，文章を要約し，まとめる．

月

2

 小原佳那子1 4/13

4/20  小原佳那子月

GIO：日常的な事柄や，自らの考えを正確に伝達す
るために，断片的な文章からわかりやすい文章に再
構成する方法を理解する．

月 小原佳那子
GIO：日常的な事柄や，自らの考えを正確に伝達す
るために，断片的な文章からわかりやすい文章に再
構成する方法を理解する．

月

GIO:メールや手紙で，相手に配慮して丁寧に伝える
ために，目的や相手に応じて用いるべき手段や表現
を理解する．また，メールと手紙の違いについて理解
する．

GIO:学生，社会人，ならびに将来の歯科医療従事者として
求められるスキルを習得するために，読解力および表現力
を学ぶ意義を理解する．また，円滑なコミュニケーションの
ために必要なスキルについても理解する．

8 6/22

7

5/25

 小原佳那子

5

6

6/15

 小原佳那子

4)丁寧語の性質について説明する．

6/8 月

月  小原佳那子
2)メールと手紙の違いを具体的に説明する．
作成方法を説明する．

1)待遇表現について説明する．

GIO：学生，社会人，ならびに将来の歯科医療従事
者として，適切で良好なコミュニケーションを構築する
ために，それぞれの敬語の違いや使い分けを理解す
る．

2)尊敬語の性質について説明する．
3)謙譲語の性質について説明する．

1)待遇表現とはどのようなものか理解する．

GIO:日本語を正しく運用できるようになるために，日
本語とはどのような言語で，その表現にはどのような
特徴があるのかを理解する．

3 5/11

月

GIO:学生，社会人，ならびに将来の歯科医療従事
者として，適切で良好なコミュニケーションを構築する
ために，それぞれの敬語の違いや使い分けを理解す
る．

 小原佳那子

4  小原佳那子
GIO:学生，社会人，ならびに将来の歯科医療従事
者として，適切で良好なコミュニケーションを構築する
ために，それぞれの敬語の違いや使い分けを理解す
る．

月

5/18

行動目標 (SBOs)

1)日本語の言語学上の分類を説明する．

2)尊敬語の性質について説明する．
3)謙譲語の性質について説明する．
4)丁寧語の性質について説明する．

2)日本語の表現の特徴を説明する．
3)日本語の運用上の問題点を説明する．

1)様々な環境における敬語の運用について説明する．

　
　
1)お礼，お詫び，お願いなど，様々なメール・手紙の

2)敬語の誤用について説明する．

3)円滑なコミュニケーションのために必要なスキルとは
何かを説明する．

　
1)構成メモの意味や作成方法を説明する．

1)文章読解力を習得する意義について理解する．

2)様々な物事を順序立てて説明する方法を理解する．
3)正確に情報を伝達するための文章構成を理解する．
4)1〜3を踏まえ，説明文を作成する．

1)構成メモの意味や作成方法を説明する．
2)自らの意見を客観的に表現する方法を理解する．
3)正確に意見を伝達するための文章構成を理解する．
4)1〜3を踏まえ，意見文を作成する．

2)文章の要点をつかむ．

自分とのギャップを少しでも埋める方法を身につける．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット13：レポート作成法1

ユニット14：レポート作成法2

ユニット15：レポート作成法3

15 7/13 月
小原佳那子
10:35-11:55

1)論理的なレポート作成を実践する．
2)レポート作成上の問題点について説明する．

GIO:歯科医療従事者として臨床実習レポートを作成
するために，基本的ルールを理解する．

3)臨床実習レポートを記述する．

14 7/13 月 小原佳那子

1)主語，述語の対応の仕方を説明する．
2)話し言語と書き言語の区別を説明する．

GIO:歯科医療従事者として正確で分かりやすいレ
ポートを作成するために，基本的ルールを理解する．

3)レポートの種類，構成を説明する．
4)引用・要約の方法を具体的に説明する．

13 7/6 月
小原佳那子
10:35-11:55

GIO:歯科医療従事者として正確で分かりやすいレ
ポートを作成するために，基本的ルールを理解する． 4)引用・要約の方法を具体的に説明する．

行動目標 (SBOs)

1)主語，述語の対応の仕方を説明する．
2)話し言語と書き言語の区別を説明する．
3)レポートの種類，構成を説明する．
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月曜日 10:35～11:55

 

 

○

 

〇

 

 

学年 学期 曜日 時 間

1 前 月 10:35～11:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

配付資料

　歯科衛生士、歯科技工士が医療現場で必要とされるICTスキルを身につけるために，インターネット上の情報倫理や著作権について配慮
し，近年のコンピュータ技術に関する基礎知識を修得する．

　情 報 リ テ ラ シ ー　 

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

赤間亮一

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

場所： 生命歯学部　３階　パソコンルーム　他

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

生命歯学部　3階　パソコンルーム　他

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

授業態度（20％）、各ユニットの課題（80％）

準備学習（予習・復習）

オフィスアワー

配付資料・該当する講義内容を復習しておきましょう．

日時：講義後15分

成績評価
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：イントロダクション
 

ユニット2：情報倫理

 
 

ユニット4：ネット検索と検索演算子

 

ユニット5：遠隔でのICT活用

 

ユニット6：IoTとビッグデータ

ユニット7：生成AI①

ユニット8：生成AI②

 
 

4）プロダクトを提出する．

1）Zoomミーティングに参加できる．
2）Microsoft Wordで共同作業を実施する．

1）AIの歴史を知る，
2）機械学習の概要を説明できる．
3）オプトアウトの設定を行う．

ユニット3：クラウドとデータストレージ

GIO：インターネットを健全に利用するために，情報
倫理に配慮した利用方法についての知識を身につ
ける．

3）Google Photoを活用する．

1）主な検索演算子を列挙できる. 
2）Google Chromeで高度な検索ができる．
3）Microsoft Excelで共同作業を実施する．

月

2

赤間亮一1 4/13

4/20 赤間亮一月

GIO：生成AIを適切に利用するために，生成物の取
り扱いについての知識を身につける．

月 赤間亮一
GIO：生成AIを適切に利用するために，機械学習の
仕組みについての知識を身につける．

月

GIO：遠隔でICTを活用するために，ボイスチャットを
使用した共同作業についての知識を身につける．

GIO：ICTへの理解を深めるために，様々なセンサー
から得られるデータの活用についての知識を身につ
ける．

月

月 赤間亮一

7

5/25

赤間亮一

5

6

6/15

赤間亮一6/8

GIO：本学での教育を円滑に受けるために，ICTイン
フラの基本操作を習得する．

8 6/22

3 5/11

月

GIO：ICTへの理解を深めるために，クラウド技術に
ついての知識を身につける．赤間亮一

4 赤間亮一
GIO：インターネットでの検索精度を高めるために，
高度な検索方法を習得する．

月

5/18

行動目標 (SBOs)

1）パソコンルーム使用上のルールを確認する．
2）LMSの機能を利用できる．
3）Gmailで学内メールを送受信できる．
4）Google Driveを活用する．

1）SNSの問題点を述べる. 
2）著作権に配慮する. 
3）情報セキュリティに留意する．
4）情報倫理ビデオを視聴する．
5）情報倫理ビデオについて振り返りを行う．

1）データセンターの役割を説明できる．
2）クラウドデータの取り扱いに配慮する. 

4）ChatGPTを体験する．

1）生成AIの問題点を列挙する．
2）ChatGPTが生成した文章を修正する．
3）修正した文章を評価する．

3）プロダクトを提出する．

1）IoTの構成を列挙できる．
2）ビッグデータの収集方法を説明できる．
3）ビッグデータの活用事例を調べる．
4）Microsoft PowerPointでスライドを作成する．
5）プロダクトを提出する．
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月曜日
13:00~14:20

14:35~15:55

 

 

○

 

〇

 

 

学年 学期 曜日 時 間

1 前 月 13:00‐14:20

1 前 月 14：35-15：55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　心理学 第1版 医歯薬出版

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

受講態度30％，課題提出70％

準備学習（予習・復習）

指定された教科書および配付資料を用いて予習復習をする．

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

場所：  短大 ２階　202講堂

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

 短大 2階　201講堂 /  短大 2階　202講堂

 短大 2階　202講堂

日時：講義終了後

成績評価

オフィスアワー

心　理　学 

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

田副真美

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

 歯科医療現場において患者をよく理解し適切な口腔ケアを促進するために，心理学の知見を援用してコミュニケーション能力を高めること
を目標とする．また，自己理解および他者理解，患者心理の理解に寄与する心理学の基礎を概観する．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：見る・聞く・感じるこころ

ユニット2：学ぶ・覚えるこころ

ユニット3：やる気の心理　

ユニット4：　喜怒哀楽のこころ

ユニット5：その人らしさの心理―パーソナリティ

ユニット6：かしこさの心理

ユニット7：考えるこころ　

ユニット8:発達するこころ（１）　

ユニット9：発達するこころ（２）

ユニット10：人と関わる心理

ユニット11:人と集うこころ　

ユニット12：健康なこころ　

3）集団心理をSNSの問題と関連付けて説明できる.

　

 

　
1）こころの健康さについて説明できる.
2）こころの不健康な状態について説明できる.
3）心理的援助の方法について説明できる.

3）対人魅力について説明できる.
　

1）集団の心理について説明できる.
2）リーダーシップに関する理論を１つ挙げて説明できる.

3）高齢者の特徴から,歯科医療現場で必要な配慮
について説明できる.
　

1）対人認知と印象形成について説明できる.
2）原因の帰属について説明できる.

3）乳児期,幼児期,児童期について説明できる.

1）青年期の特徴について説明できる. 
2）成人期の特徴について説明できる.

2）問題解決の方法について説明できる.
3）ブレインストーミングおよにKJ法について説明できる.

　
　
1）発達の概念,規定因について説明できる.
2）発達段階と各段階の課題について説明できる.

3）神経症,統合失調症,人格障害について説明できる.

3）知的能力障害と認知症の理解とその対応について
具体的に説明できる.
　
　
1）思考について説明できる.

1）知能の構造の理論について説明できる.

1）感情の種類とメカニズムについて説明できる.

　
　
　
1）類型論と特性論について説明できる.

2）コンフリクトとフラストレーションについて説明できる.
3）ストレスとそのコーピングについて説明できる.

行動目標 (SBOs)

1）知覚の成り立ちについて説明できる．

2）記憶のメカニズムについて説明できる．
3）記憶の病理や歪みについて例を１つ挙げて
説明できる．　
　

2）記憶のメカニズムについて説明できる．
3）記憶の病理や歪みについて例を１つ挙げて

12
GIO:こころの健康を保つための支援を理解するために①こ
ころが健康な状態について知る②こころの健康が損なわれ
るとどのような状態になるかを学ぶ③心理的問題に対する
専門的援助の方法を理解する．

7/6 月
田副　真美
14:35-15:55

月 田副　真美
GIO：集団の中での人の行動特徴を理解するために
①集団の特徴を知る②リーダーシップについて理解
する③集団が人に及ぼす影響を学ぶ．

11 7/6

3 5/11

月

GIO:人間の行動に影響を与える動機づけを理解す
るために，①動機づけのメカニズムを知る②動機づ
けの種類を知る③欲求の種類とその特徴を理解す
る．

田副　真美

4 田副　真美
GIO:感情について理解を深めるために,①感情の種
類とメカニズムを知る②コンフリクト・フラストレーション
について学ぶ③ストレスとその対処について理解す
る.

月

5/18

10

9

GIO：対人関係について理解するために①人は他者
にどのように印象を形成するのかを知る②自分や他
者の行動について，その要因の捉え方を理解する③
人を好きになる要因について学ぶ．

田副　真美
14:35-15:55

田副　真美6/29

月

GIO:人の一生の間に生じる様々な心理・行動上の変
化である発達について理解を深めるために,ユニット8
に続き①青年期の特徴を知る② 成人期の特徴を知
る③高齢期の特徴を知る．

月

6/29

1）動機づけについて説明できる．

GIO:人間の行動を方向づける学習を理解するため
に,①学習はどのように成立しているのかを知る②記
憶の構造や過程について理解する③記憶の病理や
歪みについて学ぶ．

説明できる．　

2）動機づけの分類とその特徴を説明できる．

1）学習のプロセスを説明できる．

GIO:外界を捉えるこころの仕組みを修得するため
に、①知覚はどのように成立しているのかを知る②知
覚の特徴を学ぶ③知覚に影響を与える要因を理解
する.

3）欲求の種類とその特徴を説明できる．

　

　

6/8 月

月

2）知能検査の種類と特徴について説明できる.

田副　真美

　
　

2）心理検査について説明できる.

8 6/22

7

5/25

田副　真美

5

6

6/15

田副　真美

GIO:人の一生の間に生じる様々な心理・行動上の変化で
ある発達について理解を深めるために,①発達に影響をお
よぼす要因を知る②それぞれの発達段階における課題を
学ぶ③乳幼児から児童期の発達について学ぶ.

月 田副　真美
GIO:様々な考えを理解するために①考えるとはどう
いうことなのかを理解する②問題解決の方法を知る
③創造の過程と方法を学ぶ.

月

GIO:他者理解の助けとなるために①パーソナリティ
の特徴をそどのように記述し，説明するかを学ぶ②
パーソナリティをどのように調べるかを学ぶ③パーソ
ナリティの障害について学ぶ．

GIO:他者理解の助けとなるために,①知能とその構
造について知る②知能の測定方法を学ぶ③知能の
障害のしくみはどのようになっているのかを理解する.

月

2

田副　真美1 4/13

4/20 田副　真美月
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット13：カウンセリングのこころ　

ユニット14:思いを伝え合うこころ

ユニット15:心理学の歩みと研究法

　

行動目標 (SBOs)

1）心理学の歴史について説明できる.
2）心理学の研究法について説明できる.
3）心理学の分析法について説明できる.

1）臨床現場でのコミュニケーションの意義を説明

2）傾聴と共感について説明できる.
3）信頼関係を作るための心構えについて説明できる.

できる.

2）カウンセリング・マインドについて説明できる.
3）不安の高い患者に対する援助について自分の

1）ホスピタリティに基づいた姿勢について説明できる.

考えを説明できる.

月

7/13 月 田副　真美
GIO:歯科医療の臨床現場でこころの問題を抱える患者を
理解し適切に援助するために①ホスピタリティに富んだコ
ミュニケーションの意義を理解する②歯科医療におけるロ
ジャースの基本姿勢を理解する③患者への支援の意義を
理解する．

13

GIO:心理学という学問を理解するために①心理学の
歴史を知る②心理学の研究法を知る③心理学の分
析方法を知る.

GIO:歯科医療の臨床現場で患者との信頼関係を築
くために①歯科医療におけるコミュニケーションの意
義を理解する②傾聴姿勢，共感姿勢を身に着ける③
信頼関係の構築を身に着ける．

14 7/13

15 7/14 火
田副　真美
10:35-11:55

田副　真美
14:35-15:55
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月曜日 14:35～15:55

〇

〇

 

 

〇

 

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 前 月 14:35-15:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

配付資料

オフィスアワー

 健 康 科 学

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

石黒一美・俣木志朗・大島克郎・中原　貴・名生幸恵・志賀千尋・田副真美・多和田奈津子

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

　歯科医療従事者として，口腔と全身との関わりを認識するとともに，口腔保健，食育，再生医療，国際貢献等の知見を踏まえ，人々の口腔
の健康を通じて全身の健康と生活の質の向上に貢献する役割を理解する．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

課題提出

準備学習（予習・復習）

事前にシラバスを読み，授業の内容を確認し，シラバスの用語を調べてみましょう．
配付プリントの該当部分を復習しておきましょう．

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

場所： 短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

201講堂

日時：月曜日(15:55-17:00）

成績評価
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：オーラル ヘルスケア プロバイダー

ユニット2：本学と食育学の関わり 

ユニット3： こころの健康づくり

ユニット4： 国際歯科保健医療

ユニット5： 口腔保健と行動経済学

ユニット6： がんサバイバーの活動
 

ユニット7： 再生医療と細胞バンク

ユニット8： 患者中心の医療

俣木志朗1 4/13

4/20 名生幸恵月

GIO： 国民の健康を守るために，口腔健康管理の概
念を理解する．

8 6/22

3

5/25

 石黒一美

5

6

5/11

4）オーラル ヘルスケア プロバイダーの役割を説明
3）口腔健康管理の重要性を説明する．

する．

多和田奈津子

7
4）本学独自の医科・歯科連携，多職種連携を理解
する．

4）ナッジについて説明する．

6/8 月

月

2）がんサバイバーシップの取り組みを説明する．

大島克郎

5）行動経済学の理論を活用した口腔保健対策を述べる．

1）歯の幹細胞の特徴と魅力を理解する．

6/15

月 田副真美
GIO： こころの健康づくりを理解するために，ライフス
タイルを中心としたストレス要因を修得する．

GIO： 口腔保健のための行動を理解するために，行
動経済学的視点からのアプローチ法について修得
する．

GIO： がんサバイバーの活動を理解するために誕生
の背景や取り組みおよびチーム医療とは何かを修得
する．

月

2
GIO： 将来，歯科医療者として食育支援に携わるた
めに，本学と食育の関わりを知り，食育の重要性の
理解に必要な基本的知識を修得する．

2）歯の幹細胞を用いた再生医療を具体的に述べる．
3）歯の細胞バンクの概要と意義を説明する．

1）「日本食養道」を概説する．

4）がん体験談を通してより身近に感じ，共に生きる
社会づくりとは何かを述べる．

GIO： 患者中心の医療の基本を理解するために，患
者の価値観・感情・生活背景に配慮した歯科医療者
としての関わりを認識する．

月

月

GIO： これからの医療人が知っておくべき「再生医
療」と「細胞バンク」の関係性を理解し，生命歯学に
立脚した日本歯科大学独自の医科・歯科連携，多職
種連携を創造する．

 中原　貴

4 志賀千尋
GIO： 歯科衛生士と歯科技工士がグローバルに活躍
するために，国際歯科保健医療サービスについて理
解する．

月

5/18

3）ピア・サポートの役割を説明する．

行動目標 (SBOs)

2）食育の概念について説明する．
3）食育の歴史を概説する．
4）食育基本法を説明する.
5）食育の現状と今後の課題を述べる. 

1）プロフェッショナリズムを説明する．
2）口腔健康管理の定義と意義を説明する．

1）患者中心の医療の主要な考え方を説明できる．
2）人によって感じ方や考え方が異なることを受容する．

3）相手の立場や気持ちに配慮した発言ができる．
4）EBMとNBMを対比する．

1）ライフスタイルの3要素を述べる．

1）がんサバイバーの背景とその意味を述べる．

2）ストレス状態による心身の変化を説明する．
3）ストレスへの対応を説明する．
4）こころの健康づくりの体制を述べる．

2）口腔保健行動の重要性について説明する．

1）アジア諸国と日本の歯科医療従事者を比較する．

1）保健行動と口腔保健行動について説明する．

2）歯科医療従事者とODAとの関連を説明する．
3）歯科医療従事者とSDGsとの関連を説明する．

3）行動経済学におけるバイアスについて説明する．
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火曜日   9:00～10:20

〇

〇

 

〇

〇

 

〇

〇

 

学年 学期 曜日 時 間

1 前 火 09:00-10:20

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　栄養学 第1版 医歯薬出版

オールガイド食品成分表 2026 実教出版

　栄養素や食事摂取基準の活用について学び,理想的な食生活のあり方を知る.また，ライフステージ別にう蝕・歯周疾患予防のために，食
生活を認識し，食生活上の改善を必要とする対象者に対し歯科診療活動の一環として系統的かつ科学的な栄養指導を行う能力を修得す
る.

 栄 養 指 導 論       

本学期の学習目標（GIO）

実教出版

著者・編者

担当者一覧

山下厚子・吉田明日美・尾関麻衣子・森谷順子

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

場所： 短大１階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階　202講堂

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

定期試験(100%)

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み，わからない言葉を確認しておきましょう．
配付プリント・教科書の該当部分を復習しておきましょう．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：ガイダンス,食生活の概要
　

ユニット2：栄養素の働きⅠ
　

ユニット3：栄養素の働きⅡ
　

ユニット4：栄養素の働きⅢ
　

ユニット5：食品についての基礎知識と栄養状態
の把握

ユニット6：ライフステージ別の栄養Ⅰ

ユニット7：日本人の食生活の目標
　

ユニット8：ライフステージ別の栄養Ⅱ
　

ユニット9：ライフステージ別の栄養Ⅲ
　

ユニット10：ライフステージ別の栄養Ⅳ
　

ユニット11：ライフステージ別の栄養Ⅴ
　

ユニット12：配慮を要する者への指導Ⅰ
　

6/30 火
尾関麻衣子
10：35-11：55

GIO：在宅医療中の高齢者に対しての栄養指導を身
につけるために，栄養指導のあり方を修得する.

12

火

2

山下厚子1 4/14

4/21 山下厚子火

5

6/2

山下厚子

GIO：乳児期の栄養について適切な対応を身につけ
るために，特徴と栄養摂取の要点を理解する.

火 吉田明日美
GIO：妊娠期・授乳期の栄養について適切な対応を
身につけるために，特徴と栄養摂取の要点を理解す
る.

火

GIO：栄養相談に際して適切な対応を身につけるた
めに，食事摂取基準と食事バランスガイドを理解す
る.

GIO：栄養素を理解するため、食品成分と機能につ
いて理解する.栄養状態の把握の方法を理解する.

8 6/9

6

6/3

吉田明日美

7

5/26 火

水

2）保健機能食品、食品添加物の特徴を説明する．

森谷順子
9：00-10：20

1）たんぱく質・脂質の種類と食品からの供給源を

GIO：栄養素の働きを理解するために，炭水化物の
種類と体内での働きを知る.

3）国民健康・栄養調査の概要を説明する.

説明する．
2）たんぱく質・脂質の体内での働きを説明する.

1）5大栄養素を説明する.

GIO：歯科衛生士として、国民健康・栄養調査等を通
して国民の健康課題と食生活の現状を把握し、口腔
の健康を支える食生活支援に関連する国の施策の
概要を理解する.

10

9

GIO：学童期・思春期の栄養について適切な対応を
身につけるために，特徴と栄養摂取の要点を理解す
る.

吉田明日美

吉田明日美6/16

火

GIO：幼児期の栄養について適切な対応を身につけ
るために，特徴と栄養摂取の要点を理解する.火

6/23

3 5/12

火

GIO：栄養素の働きを理解するために，たんぱく質･
脂質の種類と体内での働きを知る.山下厚子

4 山下厚子
GIO：栄養素の働きを理解するために，微量栄養素
の種類と体内での働きを知る.

火

5/19

火 吉田明日美
GIO：成人期の栄養について適切な対応を身につけ
るために，特徴と栄養摂取の要点を理解する.

11 6/30

行動目標 (SBOs)

1）歯科臨床現場における栄養・食生活支援の意義を

2）炭水化物の種類と食品からの供給源を説明する.
3）炭水化物の体内での働きを説明する. 
4）甘味料について知り，糖質とう蝕の関係を述べる.

説明する.
2）食生活と健康との関連を説明する.

4）食育の目的と内容について説明する.

1）食品成分表を説明する．

1）ビタミン・ミネラルの種類と供給源となる食品を

3）水分の働きを説明する.

説明する．
2）ビタミン・ミネラルの欠乏症・過剰症を説明する.

3）栄養状態の把握方法を説明する．

1）妊娠前の問題点を説明する．

1）食事摂取基準の概要を説明する.

2）妊娠期の特徴と栄養摂取の要点を説明する．
3）授乳期の特徴と栄養摂取の要点を説明する．

1）乳児期の特徴と栄養摂取の要点を説明する．

2）食事バランスガイドを説明する.

2）授乳・離乳の支援ガイドの概要を説明する．
3）母乳栄養、人工栄養の特徴を説明する.
4）離乳の意義と進め方を説明する．

1）幼児期の特徴と栄養摂取の要点を説明する．
2）間食の意義を説明する.
3）食に関する保護者の困りごとを説明する.

1）学童期・思春期の特徴と栄養摂取の要点を
説明する．
2）食物アレルギーについて説明する．
3）健康上の問題と食生活の関わりを説明する．

1）成人期の特徴と栄養摂取の要点を説明する．
2）成人期の栄養に関わる施策の概要を説明する．
3）生活習慣病と食事療法の要点を説明する．

4）多職種連携による食支援の実際を説明する．

1）在宅療養中の高齢者の特徴を説明する.
2）在宅療養中の高齢者の栄養の問題を説明する.
3）嚥下調整食や食環境の整備を説明する.
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット13：ライフステージ別の栄養Ⅵ
　

ユニット14：配慮を要する者への指導Ⅰ
　

ユニット15：栄養指導論のまとめ
　
GIO：栄養素や食事摂取基準、ライフステージ別の
食生活を認識し栄養指導を実践するために、歯科衛
生士としての栄養指導の能力を修得する．

GIO：障害のある子どもに対しての栄養指導を身に
つけるために，栄養指導のあり方を修得する.14 7/7

15 7/14 火 山下厚子

 尾関麻衣子
10：35-11：55

火

吉田明日美13
GIO：高齢期の栄養について適切な対応を身につけ
るために，特徴と栄養摂取の要点を理解する.7/7 火

1）障害のある子どもの特徴を説明する.

1）高齢期の特徴と栄養摂取の要点を説明する．
2）低栄養の要因を説明する．

3）嚥下調整食や食環境の整備を説明する.

3）健康上の問題と食生活の関わりを説明する．

行動目標 (SBOs)

4）多職種連携による食支援の実際を説明する．

1）自らの身体状態を分析する．
2）自らの食事内容を分析する．
3）栄養指導論のまとめを述べる．

2）障害のある子どもの栄養の問題を説明する.
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火曜日 10:35～11:55

〇

〇

〇

〇

〇

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 前 火 10:35-11:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　歯科衛生学概論 第1版 医歯薬出版

配付資料

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

課題提出(80%)・受講態度(20%)

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み，わからない言葉を確認しておきましょう．
配付プリント・教科書の該当部分を復習しておきましょう．

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

場所： 短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

 短大　2階　202講堂　

日時：講義終了後10分

成績評価

オフィスアワー

  歯 科 衛 生 士 概 論

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

関口洋子・水上美樹・雲野泰史

全国歯科衛生士教育協議会 

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

   歯科衛生士が保健・医療・福祉に関わる意義を理解するために，現代社会の流れを背景とした歯科医療の概要や歯科衛生士業務の変
遷について修得し，キャリアアップの戦略を理解する．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：歯科衛生の歴史と現状

　

ユニット2：歯科衛生と健康

ユニット3：歯科衛生士の職域

ユニット4：歯科衛生法と関係する法規

ユニット5：歯科衛生活動のための理論

ユニット6：歯科医療の中の歯科技工士

ユニット7：歯科衛生士と医療倫理

ユニット8：安全管理 
2） リスクマネジメントの概要を述べる.   
3）医療事故防止対策の方法を説明する.  
1）インシデントの事例を説明する.   
2）感染予防対策の基礎知識を説明する.   
3）前学期のまとめを述べる.  

1）歯科衛生士の法的位置づけを述べる.      
2）歯科予防処置の業務を説明する.
3）歯科診療補助の業務を説明する. 

1） 医療安全に関する用語を理解する．

3）業務における歯科技工士制度の変遷を述べる. 

6) 倫理綱領の条文を説明する．

4）歯科保健指導の業務を説明する. 

1）社会のなかの歯科技工士の役割を述べる.

　

1)倫理の必要性について説明できる．

4）セカンドオピニオンについて説明できる．
5)歯科衛生士業務の倫理綱領の概要を述べる．

2)医の倫理について説明できる.
3)インフォームド・コンセントについて説明できる.

2）科学的思考について説明する. 
3）ヒューマンニーズ理論を説明する.

5) 法的責任と制度についてを述べる．

行動目標 (SBOs)

1）歯科衛生学を学ぶ目的について説明する. 

2）生活習慣と健康について説明する．
3）健康増進への関与について説明する. 
　
　

2）歯科衛生の定義について説明する.      
3）日本の歯科衛生士の誕生について説明する. 

　

3 5/7

火

GIO：歯科衛生業務を実施する場を理解するため
に、各現場についての実態および活動内容を理解
する．

水上美樹
10：35-11：55

7 関口洋子
GIO：歯科衛生士の社会的役割を理解するために，
医療倫理について修得する．

木

6/2

1）歯科衛生士の職域を説明する．

GIO：社会における歯科衛生士の役割を認識するた
めに, 歯科衛生士として求められる基本的な考え方
を修得する.

4) 歯科衛生士の養成教育について説明する．　

2）就業状況を説明する．
3）活動の場とその概要について説明する．

1）健康の定義について説明する．

GIO：歯科衛生士の役割りを認識するために, 歯科
衛生の歴史について修得する.

 

　

5/26 火

火

2）歯科技工士の法的位置づけを述べる.

関口洋子

1）予防の概念について述べる．

8 6/12

4

5/19

関口洋子
14:35-15:55

5

6

5/14

雲野泰史

GIO：歯科医療における安全管理を理解するために,
感染予防対策を修得する.

木
関口洋子

13:00-14:20
GIO：歯科医療における安全管理を理解するために,
感染予防対策を修得する.

金

GIO：歯科衛生活動を理解するために，歯科衛生士
の役割について修得する.

GIO：社会における歯科技工士の役割と法的位置づ
けを理解するために, 歯科技工士として求められる
基本的な考え方を修得する.

木

2

関口洋子
13:00-14:20

1 4/9

4/21 関口洋子火
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火曜日 13:00～14:20

〇

〇

 

 〇

〇

 

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 前 火  13:00-14:20

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　保健生態学 第１版 医歯薬出版株式会社

公衆衛生がみえる 2026-2027年版 メディックメディア

歯科衛生士国家試験過去問題集・基礎科目編 第２版 医歯薬出版株式会社

場所：短大１階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階　202講堂　他

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

定期試験(90％)・受講態度（10％）

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み,専門用語の意味などを理解しておきましょう．また,配付プリント・教科書の該当部分を復習しておきましょ
う．

医療情報科学研究所

 衛 生 ・ 公 衆 衛 生 学

本学期の学習目標（GIO）

歯科衛生士国試問題研究会

著者・編者

担当者一覧

大島克郎

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

　国民の健康の保持・増進に寄与する口腔保健活動・予防処置を実施するうえで必要となる知識を修得するために，疾病の予防と発生に
関連する要因を理解する.
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット１：総論・健康の概念
 

ユニット２：人口①
 

ユニット３：人口②
 

ユニット４：疫学①
　

ユニット５：疫学②
 

ユニット６：環境衛生
 

ユニット７：感染症
　

ユニット８：食品と健康
 

ユニット９：地域保健・公衆衛生①
 

ユニット10：地域保健・公衆衛生②
　

ユニット11：成人・高齢者保健①
　

ユニット12：成人・高齢者保健②
　

1）成人・高齢者保健の意義と概要を説明する．
2）成人・高齢者保健関連法規を説明する．
3）成人・高齢者保健の組織を説明する．

1）成人・高齢者保健に関する取組を説明する．
2）成人保健における歯科衛生士の役割を説明する．
3）高齢者保健における歯科衛生士の役割を説明する．

1）地域保健・公衆衛生について説明する．
2）地域保健の組織について説明する．
3）地域保健の新たな概念について説明する．

1）地域保健活動の進め方について説明する．
2）健康づくり対策と地域歯科保健について説明する．

1）食品衛生について説明する．
2）栄養と健康について説明する．

行動目標 (SBOs)

1）衛生・公衆衛生を説明する．

2）日本の人口の現状を説明する．
3）人口静態統計について説明する．

2）健康の概念を説明する．
3）疾病の自然史と予防の段階を説明する．

12
GIO：衛生・公衆衛生における歯科衛生士の役割を
知るために，成人・高齢者保健について理解する．

6/30 火 大島克郎

火 大島克郎
GIO：衛生・公衆衛生における歯科衛生士の役割を
知るために，成人・高齢者保健について理解する．

11 6/23

1）人口動態統計について説明する．

GIO：衛生・公衆衛生における歯科衛生士の役割を
知るために，人口の現状について理解する．

2）生命表について説明する．

1）世界の人口の動向を説明する．

GIO：衛生・公衆衛生における歯科衛生士の役割を
知るために，健康の概念について理解する．

10

9

GIO：衛生・公衆衛生における歯科衛生士の役割を
知るために，地域保健について理解する．

大島克郎

大島克郎6/9

火

GIO：衛生・公衆衛生における歯科衛生士の役割を
知るために，地域保健について理解する．火

6/16

3 5/12

水

GIO：衛生・公衆衛生における歯科衛生士の役割を
知るために，人口の現状について理解する．大島克郎

4

5/20 水

火

2）各環境要因と健康との関係を説明する．

大島克郎

大島克郎
13:00-14:20

GIO：衛生・公衆衛生における歯科衛生士の役割を
知るために，疫学について理解する．

火

5/13

1）疫学の定義と概要を説明する．

1）疫学の研究方法を説明する．

2）疾病や異常の発生要因を説明する．
3）健康・疾病・異常の指標を説明する．

3）臨床疫学を説明する．

3）廃棄物処理について説明する．

GIO：衛生・公衆衛生における歯科衛生士の役割を
知るために，食品衛生について理解する．

火 大島克郎
GIO：衛生・公衆衛生における歯科衛生士の役割を
知るために，感染症について理解する．

火

GIO：衛生・公衆衛生における歯科衛生士の役割を
知るために，疫学について理解する．

GIO：衛生・公衆衛生における歯科衛生士の役割を
知るために，環境衛生について理解する．

2）記述疫学・分析疫学を説明する．

8 6/2

7

5/19

大島克郎

5

6

5/26

大島克郎
13:00-14:20

1）感染症の成り立ちについて説明する．

1）環境衛生について説明する．

2）感染症の予防について説明する．
3）主な感染症の動向を説明する．

火

2

大島克郎1 4/14

4/21 大島克郎火
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット13：障害児・者保健
　

ユニット14：災害保健・国際保健
 

ユニット15：まとめ
 

行動目標 (SBOs)

1）ユニット1～14の内容を説明する．

1）災害保健ついて説明する．
2）国際保健について説明する．

1）障害児・者保健の概要を説明する．
2）障害児・者関連法規を説明する．
3）障害児・者保健の活動と組織を説明する．

GIO：衛生・公衆衛生における歯科衛生士の役割を
知るために，これまでの各内容のキーワードを理解
する．

GIO：衛生・公衆衛生における歯科衛生士の役割を
知るために，災害保健と国際保健について理解す
る．

14 7/7

15 7/14 火 大島克郎

大島克郎火

7/2 木
大島克郎

13:00-14:20
GIO：衛生・公衆衛生における歯科衛生士の役割を
知るために，障害児・者保健について理解する．13
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火曜日
水曜日

14:35~15:55

13:00~14:20

○

 

 

 〇

〇

 

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 前 火  14:35-15:55 

1 前 水  13:00-14:20 

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ
解剖学・組織発生学・生理学

 第１版 医歯薬出版

 配付資料

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

定期試験（50%）・中間試験（50%）

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み，専門用語の意味などを理解しておきましょう．
配付プリント・教科書の該当部分を復習しておきましょう．

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

場所： 生命歯学部　本館6階　生化学研究室または短大１階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階　202講堂　他

短大　2階　202講堂　他

日時：火・金曜
(16：30 - 17：30または講義終了後)

成績評価

オフィスアワー

  生 命 科 学 概 論 

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

池田利恵・才木桂太郎

 全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

　生命体の構造と機能を知るために，細胞構造の多様性，生命現象機能と機構を理解し， 生命科学の思考法と各専門科目で要求される
基礎知識を修得する.
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：ガイダンス／細胞学概論・各論
 

ユニット2： 細胞の一生
 

ユニット3： 組織と器官・上皮組織
 

ユニット4：支持組織1
　

ユニット5：支持組織2
 

ユニット 6： 筋組織・神経組織
 

ユニット7：血管と血液
　

ユニット8：消化と吸収
 

ユニット9：無機化合物の構造
 

ユニット10：有機化合物の構造
　

ユニット11：生体を構成している物質

ユニット12：アミノ酸の構造と機能
　

1）アミノ酸の基本構造を記述する．
2）アミノ酸を分類する．
3）アミノ酸の化学特性を説明する．
4）必須アミノ酸を述べる．

2）化学結合の種類と特徴を具体的に述べる．
3) 化学反応の原理を述べる．

1）生体を構成している物質を記述する． 

2）代表的な無機化合物の構造と特徴を記述する．

1）代表的な有機化合物の置換基を記述する．

2）消化管の基本構造を説明する.
3）消化腺の名称を列記する.
4）消化腺の基本構造を述べる.

1）元素の構造を記述する．  

2）血球の種類を列記する.
3）血球の形態学的特徴を述べる.
4）血球の機能を説明する.

1) 消化管の名称を列記する．

3) 神経細胞の構造を説明する．
4）神経組織の支持細胞の構造を説明する．
5）神経組織の機能を概説する.

1) 血管の基本構造を述べる.

1）筋組織を構成する細胞を列挙する． 

6）腺上皮の構造と機能を述べる． 
1）支持組織を分類する．

6）軟骨組織を構成する細胞間質について述べる．
１）骨組織を構成する細胞を説明する．

2）支持組織の機能を概説する．
3）結合組織を構成する細胞を説明する．
4）結合組織を構成する細胞間質について述べる．
5）軟骨組織を構成する細胞を説明する．

行動目標 (SBOs)

1）細胞と組織の関係について述べる．

2）細胞分裂を説明する.  
3）細胞死の種類を列挙する.

2）細胞膜の構造を説明する． 
3）細胞核の構造について述べる． 

12
GIO：アミノ酸の種類と化学的特性を理解するため
に，構造を列記する．

6/30 火
 才木桂太郎
14:35-15:55

水  才木桂太郎
GIO：生体内での物質の働きを理解するために，生
体を構成している物質を列挙する．

11 6/24

3 4/21

水

GIO：ヒトの構造を理解するために，人体を構成する
組織と器官系の種類および機能について知り，上皮
組織の構成細胞の形態と機能について修得する．

 池田利恵

4
 池田利恵

13:00-14:20
GIO：人体を構成する支持組織を理解するために，
結合組織と軟骨組織を構成する細胞と細胞間質の
構造を知り，機能について修得する．

火

4/22

10

9

GIO：有機化合物の構造と機能を理解するために，
置換基と結合様式を列挙する．

 才木桂太郎
14:35-15:55

 才木桂太郎
14:35-15:55

6/16

火

GIO：すべての物質を構成している元素の特徴を理
解するために，元素の構造を列挙する．火

6/23

1）ヒトを構成する器官・組織を列挙する. 

GIO：組織の構成要素である細胞の一生を理解する
ために，細胞の増殖と寿命について修得する.

4）細胞小器官の構造と機能について説明する．

2）ヒトを構成する器官系の構造を概説する.　
3）ヒトを構成する器官系の機能を概説する.

1）細胞周期について概説する.

GIO：組織の構成要素である細胞の基本的な構造と
機能を知るために，細胞膜，細胞核および細胞小器
官について理解する．

4）上皮組織を構成する細胞を列記する．
5）上皮細胞の分類を説明する．

3）骨組織の機能を概説する．

5/19 火

火

2）筋組織の構造と機能を説明する．

 池田利恵

2）骨組織を構成する細胞間質について述べる．

8 6/2

7

5/12

 池田利恵

5

6

5/26

 池田利恵

GIO：食物の消化と吸収の仕組みを理解するため
に，消化器系器官の基本構造と機能について修得
する.

火  池田利恵
GIO：人体の生命活動を支える血管と血液を理解す
るために，血管を構成する組織と血液の組成および
血球の特徴について修得する．

火

GIO：人体を構成する支持組織を理解するために，
骨組織構成する細胞と細胞間質の構造を知り，機能
について修得する．

GIO：人体を構成する神経組織を理解するために，
筋組織と神経組織を構成する細胞と支持細胞の構
造を知り，機能について修得する．

火

2

 池田利恵1 4/14

4/15
 池田利恵

13:00-14:20
水
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット13：タンパク質の構造と機能

ユニット14：糖質の構造と機能
 

ユニット15：脂質の構造と機能

行動目標 (SBOs)

4）代表的な糖質の構造を記述する．

1）飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸を説明する．
2）脂質を分類する．
3）代表的な脂質の構造を記述する．

1）糖質の基本構造を記述する．
2）糖質を分類する．
3）グリコシド結合を説明する．

4）脂質の生体内での働きを説明する．　

1）タンパク質の結合様式を記述する．
2）タンパク質の高次構造を記述する．
3）タンパク質の構造と機能を説明する．
4）代表的なタンパク質を記述する．

火

7/1 水  才木桂太郎
GIO：タンパク質の高次構造および生物学的機能と
の関連性を理解するために，タンパク質の基本構造
を列記する．

13

GIO：生体膜や脂肪を構成する脂質の種類と生体内
での働きを理解するために，構造を知る．

GIO：ヒトの生活や生体エネルギー産生に密接に関
連する糖質の特徴について理解するために，構造を
知る．

14 7/7

15 7/14 火
 才木桂太郎
14:35-15:55

 才木桂太郎
14:35-15:55
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水曜日  9:00～10:20

○

○

○

○

○

○

学年 学期 曜日 時 間

1 前 水 9:00-10:20

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　歯科診療補助論 第2版 医歯薬出版

歯科衛生学シリーズ　歯科材料 第１版 医歯薬出版

  歯科診療の高度化・複雑化に伴い，歯科衛生士として歯科診療補助業務を効果的に行うために，基本的知識を修得する.

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

 定期試験(95%)・受講態度（5%）

準備学習（予習・復習）

事前に教科書を読み，わからない言葉を確認しておきましょう．
講義後は，配付プリント・教科書を復習しておきましょう．

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

場所： 短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階　202講堂　他

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

歯 科 診 療 補 助 論 基 礎  

本学期の学習目標（GIO）

全国歯科衛生士教育協議会

著者・編者

担当者一覧

関口洋子・小倉千幸・相澤直依

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：歯科診療の流れ、歯科衛生士の役割
と歯科診療補助の意義

3）診療の補助と診療の介助の違いを説明する.  

ユニット2：歯科診療所における歯科衛生士の　
役割

3）歯科診療所における歯科衛生士の役割について

ユニット3：歯科材料 （合着材・仮封材）

ユニット4：歯科診療共同動作の基本（共同動作
の基本とフォーハンドデッドデンティストリー）

ユニット5：感染予防対策 1

ユニット6：感染予防対策 2

ユニット7：歯科診療共同動作の基本（ バキュームテ
クニック)

ユニット8：歯科材料 （印象材・印象採得）

ユニット9：感染予防対策 3

ユニット10：感染予防対策 4

する.　

2）印象材の種類と性質を説明する.  
3）アルジネート印象材の取扱いを説明する.　
4）操作に必要な器具を説明する.
5）アルジネート印象材による印象採得の手順を説明

2）医療廃棄物の取扱いについて説明する. 　

GIO：歯科衛生士の歯科診療補助業務を理解するた
めに，歯科診療補助の法的位置づけを修得する.

GIO：診療室において安全で効率的に診療を行うた
めに，共同動作の基本的な知識を身に付ける．

GIO：正確な歯科診療を効率よくすすめていくため
に.バキュームテクニックを理解する．

3）バキュームの禁忌部位ついて述べる.
4）バキュームの基本操作について説明する.
5）スリーウェイシリンジの操作方法を述べる．

1）スポルディングの分類について説明する. 
2）器具の滅菌方法について説明する. 
3）ハイリスク患者の器具の取扱いについて
説明する. 

6）印象採得後のチェック項目を列記する.　

1）印象材の基礎知識を説明する.  　

1）バキュームの目的について説明する.

説明する.

3）手指の消毒薬について説明する.

1）防護具の正しい使用法について説明する．   

2）バキュームの基本技法について説明する． 

1）歯科診療室で発生する廃棄物について説明する.  

する. 　
1）共同動作の概念を述べる．

4）器具の取扱いについて説明する．  
5）器具の受け渡し法について説明する． 
6）器具の受け渡し禁忌部位ついて説明する.
1）医療安全と感染予防について説明する.  

2）術者・補助者・患者のポジショニングを説明する．
3）診療時のライティングを説明する．

2）歯科医療における感染症の概念について

行動目標 (SBOs)

1）歯科診療補助の意義を説明する.

2）歯科診療所に勤務する職種について説明する．

説明する．

2）歯科衛生士法における位置づけについて説明する.

3 4/22

水

GIO：合着材，仮封材の適切な使用法を身につける
ために，それらの組成，硬化機序や特徴を理解する.相澤直依

4 小倉千幸

水

5/13

10

9

GIO：安全な歯科診療補助を行うために，医療廃棄
物の取扱いを理解する.

関口洋子

関口洋子
13：00-14：20

7/8

水

GIO：安全な歯科診療補助を行うために，器具器材
の滅菌とハイリスク患者の器具の取扱いを理解する.

水

7/15

1）合着材の種類と用途について説明する.   

GIO：歯科診療所における歯科衛生士の仕事や患
者に対しての適切な対応を身につけるために，歯科
衛生士の役割について理解する.

4）歯科診療の共同動作について説明する.

2）それぞれの合着材の特徴を説明する. 
3）仮封材などの種類と用途について説明する. 　

1）歯科診療所における一日の流れについて説明する.

4）それぞれの仮封材の特徴を説明する.  　
5）合着材・仮封材の練和操作に必要な器具を説明

3）歯科医療における感染予防対策について説明する.

6/3 水

水

2）滅菌と消毒の定義について説明する. 

関口洋子

4）院内感染防止について列挙する.
5）スタンダードプレコーションについて説明する.

7 6/10

8

5/27

小倉千幸
13:00-14:20

5

6

6/17

関口洋子
13:00-14:20

水
相澤直依

13：00-14：20

GIO：アルジネート印象材の適切な使用法を身につ
けるために，それらの組成，硬化機序や特徴を理解
する.

水

GIO：安全な歯科診療補助を行うために，感染予防
対策について理解する.

GIO：安全な歯科診療補助を行うために，個人防護
具（マスク、グローブ、プラスチックエプロン、ゴーグ
ル）の使用法と手指の消毒について理解する.

水

2

関口洋子1 4/8

4/15 関口洋子水
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水曜日  10:35～11:55

 

 

〇

 

〇

〇

 

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 前 水 10:35-11:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

配付資料

 良好な対人関係を築き，一般的な社会規範を身につけるために，倫理学について修得する．また，医療人としての自覚を身につけるため
に，歯科診療の現場における歯科衛生士のありかたを認識する.

倫 理 学

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

岡田智雄・鍵山充尚

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

場所： 短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大 2階　202講義室

日時：講義終了後

成績評価

オフィスアワー

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

定期試験(80%)・受講状況(20%)

準備学習（予習・復習）

・多様な価値観がある現代社会において，一般的な社会規範について考えておきましょう．
・授業で使用した配付プリントの内容を振り返り，疑問点などがないか確認しておきましょう．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：倫理とは何か

ユニット2：患者の権利とインフォームドコンセント
 

ユニット3： 守秘義務と医療情報

ユニット4：患者中心の意思決定

ユニット5： プロフェッショナリズムと多職種連携

ユニット6：倫理的ジレンマ

ユニット7：人間社会と倫理

ユニット8：「めざす歯科衛生士」と倫理

水

2

岡田智雄1 4/8

4/15 岡田智雄水

GIO：あるべき歯科衛生士像を理解する.

水 鍵山充尚
GIO：人間理解を深めるために、人間の発達と存在
の多様性を理解する.

水

GIO：歯科衛生士として必要な医療の倫理を理解す
るために、生命医療倫理に関する基本的な知識，態
度および考え方を身につける．

GIO：歯科衛生士として必要な医療の倫理を理解す
るために、生命医療倫理に関する基本的な知識，態
度および考え方を身につける．

2）医療チーム内での倫理的問題を検討する. 

8 6/10

7

5/20

鍵山充尚

5

6

6/3

岡田智雄

4）SNSと医療倫理の問題点を考察する.

5/27 水

水

2）歯科医療現場ぼ倫理的ジレンマを説明する.

岡田智雄

1）守秘義務の重要性を説明する.  

GIO：歯科衛生士として必要な医療の倫理を理解す
るために、生命医療倫理に関する基本的な知識，態
度および考え方を身につける．

4）歯科医療現場の倫理的問題を列挙する. 

2）個人情報保護の具体例を列挙する. 
3）医療情報の取り扱い方を説明する.

1）患者の権利の基本概念を説明する. ．

GIO：歯科衛生士として必要な医療の倫理を理解す
るために、生命医療倫理に関する基本的な知識，態
度および考え方を身につける．

3 4/22

水

GIO： 歯科衛生士として必要な医療の倫理を理解す
るために、生命医療倫理に関する基本的な知識，態
度および考え方を身につける．

岡田智雄

4 岡田智雄
GIO： 歯科衛生士として必要な医療の倫理を理解す
るために、生命医療倫理に関する基本的な知識，態
度および考え方を身につける．

水

5/13

行動目標 (SBOs)

1）医療倫理とは何かを説明する.

2）インフォームドコンセントの目的を説明する.
3）倫理的問題の解決法を考察する．

2）思考実験を体験する. 
3）専門職として身に付けるべき倫理を説明する. 

1）国際的な倫理規範を説明する.  

4）エンパワーメントを実施する.

1）プロフェッショナリズムの概念を説明する．

2）患者の権利を説明する.
3）患者中心の意思決定を説明する.

3）医療チーム内での役割と責任を説明する．

3）倫理的ジレンマの対処法を説明する.
4）AIやデジタル医療の倫理問題を説明する.

1）人間社会の規範（法と倫理等）について説明する.

1）倫理的ジレンマを説明する.

2）「人間という存在」を多面的に説明する.
3）人間の発達は、多様で豊富なことを理解する.
4）「人間を理解する」ことの意味を説明する.

1）各自の「めざす歯科衛生士」像を出し合い、歯科衛
生士のありかたを討議する.
2）歯科衛生士の現場報告から職業倫理を理解する.
3）人間理解とカウンセリング（技法）について述べる. 
4）「歯科衛生士の倫理綱領」を説明する. 
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水曜日 14:35～15:55

○

○

 

〇

〇

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 前 水 14:35－15:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

配付資料

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

定期試験（100％）

準備学習（予習・復習）

配付資料を事前に読み、予習を行い疑問点がないか確かめましょう．
講義後は、復習を行い知識の整理と理解を深めましょう．

　

場所： 生命歯学部本館6階 化学

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な思
考力と感性を備えることができる授業科目です．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

 短大　2階　202講堂

日時：金曜日 15:00～17:00

成績評価

オフィスアワー

自然科学 

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

 戸円智幸，三橋扶佐子

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，歯
科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

　歯科衛生士として医療の現場で様々な歯科材料，薬物などの物質を取り扱うのために、物質の性質，構造および物質相互の反応につい
て理解する.　生命体の構造を理解するために生殖と遺伝について修得する．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：ガイダンス・元素と周期表
 

ユニット2：物質量（モル）と化学反応式
 

ユニット3：溶液の濃度
 

ユニット4：酸性と塩基性、緩衝溶液
　

ユニット5：生殖
 

ユニット6：発生
 

ユニット7：遺伝
　

ユニット8：遺伝子情報とタンパク質
 2）遺伝子暗号について説明する．

3）転写と翻訳について説明する．
4）セントラルドグマについて説明する．

2）遺伝子と遺伝情報について説明する。
3）性染色体による性の決定様式と伴性遺伝を述べる．

1） ＤＮＡ、RNAの構造と化学的性質を説明する．

3）配偶子（卵・精子）の形成と構造を説明する．

3）三胚葉から形成される組織と器官を列挙する．
4）誘導と分化について述べる．

1）遺伝子型と表現型の関係を説明する。

1）受精と受精卵の特徴を説明する．

1）酸と塩基の定義について説明する．

4）平衡状態と化学平衡の法則について説明する.
5）緩衝溶液の緩衝作用を説明する．

1）遺伝子と染色体の構造を説明する．

2）水素イオン濃度とpHの関係について説明する．
3）ルシャトリエの原理について説明する.

1）原子の構造について説明する．

2）原子量，分子量および式量について説明する.
3）化学式と化学反応式の書き方について説明する．

2）元素記号の表し方について説明する．
3）周期表上の族と周期について説明する．

5）陽イオンと陰イオンについて説明する．
4）化学結合について説明する．

行動目標 (SBOs)

3 4/22

水

GIO：医療に用いられる溶液の濃度単位である％,
ppmおよびモル濃度(mol/L）の表示や計算方法を修
得する．

戸円智幸

4 戸円智幸
GIO：酸・塩基の基本概念を理解するとともに溶液中
の pH の算出法を修得する．可逆反応における化学
平衡状態について理解し.緩衝溶液の性質について
理解する．

水

5/13

1）溶液の濃度の重要性について説明する．

GIO：化学で扱う物質量（モル）と分子量，式量につ
いて理解する。元素記号を組み合わせて表す化学
式と化学反応式の書き方を修得する．

2）濃度の単位%, ppmについて説明する．
3）質量およぼ体積パーセントについて説明する．

1）物質量（モル）とモル質量について説明する．

GIO：原子の構造と元素の周期表の規則性と族に
よる分類について修得する．

4）溶液のモル濃度の計算方法を説明する．
5）密度と比重について説明する。

5/27 水

水

2）胚葉の形成について説明する．

三橋扶佐子

2）減数分裂について説明する．

8 6/9

7

5/20

 三橋扶佐子
14:35-15:55

5

6

6/3

三橋扶佐子

GIO：遺伝子情報を基にタンパク質が合成される過程
（セントラルドグマ）を理解する．

水 三橋扶佐子
GIO：遺伝の基本的な法則を理解するために、染色
体の構造とそれが次世代に受け継がれる過程を理
解する．

火

無性生殖と有性生殖の違いを理解し、減数分裂の機
序を学ぶ．

GIO：動物の発生の仕組みと過程を理解する．

水

2

戸円智幸1 4/8

4/15 戸円智幸水
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水曜日  9:00～11:55

 

 

〇

 

〇

 

学年 学期 曜日 時 間

1 前 水 9:00～11:55 

教科書・参考書

書 名 版 出版社

配付資料

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

授業中の提出物（80%）・受講態度（20%）

準備学習（予習・復習）

社会的マナーを新聞等で学んでおいてください．
授業で体験した内容を復習しておきましょう．

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

場所： 短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階 　201講堂

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

コミュニケーション学

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

鈴木　恵・小泉順一・竹井利香・茂原宏美・池田亜紀子・相澤直依

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

　患者や協働する医療従事者との良好な人間関係を構築し,全人的医療並びに円滑なチーム医療を遂行するために，医療人として具備す
べきコミュニケーション技法を修得する.
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：ヒューマンリレーションズ
（人間関係作り）

ユニット2：コミュニケーションスキル1

ユニット3：コミュニケーションスキル2

ユニット4：コミュニケーションスキル3

ユニット5： ヒューマンリレーションズ2
（センスオブバリュー）

ユニット6：接遇・マナー
 

ユニット7：グループディスカッション1

ユニット8：グループディスカッション2
2）作成した媒体を発表する．
3）効果的な討論をする．

2）建設的な意見を述べる．
3）他人の意見を聴く．
4）効果的な討論をする． 

1）媒体を作成する．

3）討議のプロセスを振り返る．

3）伝達の方法を討議する．
4）適切な電話応対を実施する． 

1）問題点を抽出する．

1）正しい言葉使いを使用する．  

1）質問方法の違いを説明する.

　実施する.　　

1）相手の立場に配慮する．

2）質問方法を使い分けて実施する．
3）環境設定，傾聴，承認,質問方法のスキルを

行動目標 (SBOs)

1）コミュニケーションを説明する.

2）環境設定を工夫する．
3）傾聴のスキルを体感する.
4）傾聴のスキルを実施する．

2）コミュニケーションを分類する.
3）ヒューマンリレーションズを説明する.

5）グループワークを体験する. 
6）第一印象が与える影響について討議する.

3 6/24

水

GIO：良好な人間関係を構築するために，基本的な
コミュニケーションスキルを修得する．

小泉順一
鈴木　恵

9:00-10:20

4
小泉順一
鈴木　恵

10:35-11:55

GIO：良好な人間関係を構築するために，基本的な
コミュニケーションスキルを修得する．

水

6/24

1）承認のスキルを説明する.

GIO：良好な人間関係を構築するために，基本的な
コミュニケーションスキルを修得する．

4）グループワークの目的を説明する.

2）承認のスキルを実施する．
3）環境設定，傾聴，承認のスキルを実施する．

1）環境設定の重要性を述べる．

GIO：良好な人間関係を構築するために，コミュニ
ケーションの重要性を理解する.

7/1 水

水

2）敬語を使い分ける．

鈴木　恵
茂原宏美

9:00-10:20

2）価値観について討議する．

8 7/8

7

7/1

竹井利香
池田亜紀子
10:35-11:55

5

6

7/8

相澤直依
鈴木　恵

10:35-11:55

GIO：良好な人間関係を構築するために，グループ
討議を通して問題解決能力を修得する.

水
竹井利香

池田亜紀子
9:00-10:20

GIO：良好な人間関係を構築するために，グループ
討議を通して問題解決能力を修得する.

水

GIO： 良好な人間関係を構築するために，コミュニ
ケーションの重要性を理解する.

GIO： 信頼関係を構築するために，適切な接遇とマ
ナーを修得する.

水

2

鈴木　恵
茂原宏美

9:00-10:20
1 6/17

6/17
小泉順一
鈴木　恵

10:35-11:55
水
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木曜日 9:00～11:55

〇

○

○

〇

〇

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 前 木 9:00-11:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ
歯科予防処置論・歯科保健指導論

第2版 医歯薬出版

配付資料

  歯科予防処置論における基礎分野を理解するために，口腔の疾患予防の概念, ならびに歯科衛生士として必要な基礎項目を修得しなが
ら，う蝕予防と歯周病予防に求められる知識や技術を身につける.

歯 科 予 防 処 置 基 礎 実 習

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

鈴木　恵・市川順子・飯島瑶子・𠮷田涼香・関口洋子・池田亜紀子・小倉千幸・相澤直依・島村結岐乃・石黒一美・堀井幸恵・木村真由美・
関　奈々子・附属病院歯科衛生士

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

場所： 短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階　実習室　

日時：実習終了後15分

成績評価

オフィスアワー

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

実技テスト（80%）・提出物（20%）

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み，わからない言葉を確認しておきましょう．
授業で使用した配付プリントの内容を振り返り，術式や手技を復習しておきましょう．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：ファントームの取扱い
　　　　　　・マニュキュアの塗り方

ユニット2：シックルスケーラーの操作1

ユニット3：シックルスケーラーの操作２

ユニット4：キュレットの操作1

ユニット5：キュレットの操作2

ユニット6：キュレットの操作3

ユニット7：キュレットの操作4

ユニット8：キュレットの操作5

ユニット9：キュレットの操作6

ユニット10：キュレットの操作7

ユニット11：キュレットの操作8

ユニット12：フッ化物の応用

13
14

6/11 木
鈴木　恵

10:35-11:55
GIO：スケーリング技術を身につけるために，キュレッ
トスケーラーの基本的な操作法を実施する.

12

金

3

鈴木　恵
飯島瑶子
𠮷田涼香

9:00-11:55

1
2

5/8

5/14
鈴木　恵

9:00-10:20
木

GIO：スケーリング技術を身につけるために，キュレッ
トスケーラーの基本的な操作法を実施する.

木
鈴木　恵

10:35-11:55
GIO：スケーリング技術を身につけるために，キュレッ
トスケーラーの基本的な操作法を実施する.

木

GIO：スケーリング技術を身につけるために，キュレッ
トスケーラーの基本的な操作法を実施する.

GIO：スケーリング技術を身につけるために，キュレッ
トスケーラーの基本的な操作法を実施する.

2）グレーシーキュレットの刃部を図示する.  

9 6/4

8

5/21

鈴木　恵
9:00-10:20

6

7

5/28

鈴木　恵
9:00-10:20

4）上顎の前歯部で操作する. 

4）上顎の前歯部(頬粘膜なし)で操作する.

5/28 木

木

2）グレーシーとユニバーサルの刃部を図示する.

鈴木　恵
10:35-11:55

1）スケーリングの基本動作を説明する.

GIO：スケーリングの操作法を身につけるために，顎
模型によるシックルスケーリングを実施する.

4)顎模型のマニュキュアの塗り方を説明する．

2）シックルスケーラーの刃部を図示する.     
3）スケーリングの操作手順を説明する.   

1）スケーリングの基本動作を説明する.  

GIO：スケーリングの操作法を身につけるために，ファ
ントームの基本的取扱いを理解する.

10

GIO：フッ化物の基礎知識を認識するために, 化学
反応による変化を分析し,考察する.

市川順子
9:00-11:55

鈴木　恵
10:35-11:55

6/4

木

GIO：スケーリング技術を身につけるために，キュレッ
トスケーラーの基本的な操作法を実施する.木

6/18

11

4 5/14

木

GIO：スケーリングの操作法を身につけるために，顎
模型によるシックルスケーリングを実施する.

鈴木　恵
10:35-11:55

5
鈴木　恵

9:00-10:20
GIO：スケーリング技術を身につけるために，キュレッ
トスケーラーの基本的な操作法を実施する.

木

5/21

GIO：スケーリング技術を身につけるために，キュレッ
トスケーラーの基本的な操作法を実施する.

6/11 木
鈴木　恵

9:00-10:20

行動目標 (SBOs)

1）顎模型の調整をする.  

2）シックルスケーラーの刃部を図示する.
3）スケーリングの操作手順を説明する.   
4）下顎の前歯部で操作する.   

2）ファントームの構造を説明する. 
3）ファントーム実習の準備をする.  

1）スケーリングの基本動作を説明する.  

4)下顎の前歯部(頬粘膜なし)で操作する.   

1）スケーリングの基本動作を説明する.     

2）グレーシーキュレットの刃部を図示する.  
3）スケーリングの操作手順を説明する. 

3）スケーリングの操作手順を説明する.

3）スケーリングの操作手順を説明する.
4）下顎の前歯部（頬粘膜あり）で操作する.   
5）ミラーを操作する.

1）スケーリングの基本動作を説明する. 

1）スケーリングの基本動作を説明する. 

2）グレーシーとユニバーサルの刃部を図示する.
3）スケーリングの操作手順を説明する.
4）上顎の前歯部（頬粘膜あり）で操作する.   
5）ミラーを操作する.

1）スケーリングの基本動作を説明する.
2）臼歯部用グレーシーキュレットの構造を比較する.     

3）スケーリングの操作手順を説明する.   
4）下顎の左側臼歯部で操作する. 
5）操作に適したポジショニングを工夫する.  

1）スケーリングの基本動作を説明する.
2）臼歯部用グレーシーキュレットの構造を比較する.     

3）スケーリングの操作手順を説明する.   
4）上顎の左側臼歯部で操作する. 
5）操作に適したポジショニングを工夫する.  

1）リン酸酸性フッ化ナトリウム溶液の性質を列記する. 　

2）臼歯部用グレーシーキュレットの構造を比較する.     

3）スケーリングの操作手順を説明する.   

1）スケーリングの基本動作を説明する.
2）臼歯部用グレーシーキュレットの構造を比較する.     

4）フッ化物の効果を関係づける．

4）上顎の右側臼歯部で操作する. 

3）グループで行う実験に参加する.  

3）スケーリングの操作手順を説明する.   
4）下顎の右側臼歯部で操作する. 
5）操作に適したポジショニングを工夫する.  

2）卵を用いたフッ化物実験の手順を説明する. 

1）スケーリングの基本動作を説明する.

5）操作に適したポジショニングを工夫する.  

36



回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット13：スケーリングの実技テスト

木
鈴木　恵

9:00-11:55
GIO：スケーリングの 基本的スキルの修得を把握す
るために，実技テストを実施する.

15
16

7/9

1）特定のスケーリング部位を指示する.

5）マニキュアの除去率を判断する.  
4）操作に適したポジショニングを判断する.   

行動目標 (SBOs)

2）適切なスケーリング操作を判断する.   
3）適切なミラー操作を判断する.    
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木曜日  13:00～15:55

○

○

○

○

○

○

学年 学期 曜日 時 間

1 前 木 13:00-15:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　歯科診療補助論 第2版 医歯薬出版

配付資料

　歯科診療の高度化・複雑化に伴い，歯科衛生士として歯科診療補助業務を効果的に行うために，基本的実技を修得する.

歯 科 診 療 補 助 基 礎 実 習   

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

関口洋子・小倉千幸・相澤直依・池田亜紀子・市川順子・鈴木　恵・飯島瑶子・島村結岐乃・𠮷田涼香・石黒一美・堀井幸恵・木村真由美・
関　奈々子・附属病院歯科衛生士

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

場所： 短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階　実習室　他

日時：実習終了後15分

成績評価

オフィスアワー

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

実技試験（80%）・提出物（15%）・実習態度（5%）

準備学習（予習・復習）

事前の講義内容を復習し，教科書の手順などを確認して実習に臨んでください．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：歯科材料 （合着材）

ユニット2：歯科材料 （仮封材）

ユニット3：歯科材料（衛生用品の作製）
　

ユニット4：歯科診療補助共同動作（フォーハン
デッドデンティストリー）
 

ユニット5：歯科診療共同動作（バキュームテク
ニック）

ユニット6：歯科材料 （印象材・印象採得）

ユニット7：口腔内写真
　

ユニット8：歯科材料 （合着材・仮封材 確認テスト） 

ユニット9：歯科材料 （印象採得 確認テスト）

ユニット10：歯科診療補助の要点
　

木

3
4

相澤直依
1
2

4/23

5/21 相澤直依木

GIO：歯科診療を効率的に行うために，バキュームテ
クニックを実施する．

金
小倉千幸

9:00-11:55
GIO：：客観的な資料を得るために，口腔内写真につ
いて理解する．

木

GIO：合着材・仮封材の適切な使用法，取扱いを身
につけるために，合着材・仮封材の練和方法を評価
する.

GIO：アルジネート印象材の適切な使用法を身につ
けるために，取扱い，練和方法，印象採得を実施す
る.

木

木

8
9

6/11
6/18

12
13

7/2

小倉千幸
13:00-15:55
9:00-11:55

14
15

10
11

6/26
7/3

相澤直依
9:00-11:55

6/25

2）それぞれの操作に必要な器具を選択する.　

1）衛生用品について説明する． 

GIO：仮封材の適切な使用法を身につけるために，
酸化亜鉛ユージノールセメント・テンポラリーパック・
テンポラリーセメントの取扱い，練和を実施する.

2）衛生用品（綿球）作製技術を熟練する．     

1）器具の取り扱いを述べる．

3）適切な位置と距離でライティングを実施する．

GIO：合着材の適切な使用法を身につけるために，リ
ン酸亜鉛セメント，カルボキシレートセメント，グラスア
イオノマーセメントの取扱い，練和を実施する.

18

16
17

GIO：適切な歯科診療補助を行うために，歯科診療
補助の要点を考察する．

関口洋子
小倉千幸　
相澤直依

10:35-11:55

相澤直依7/9

水

GIO：アルジネート印象材の適切な使用法，取扱い
を身につけるために，印象採得の技術を評価する.

相澤直依
9:00-11:55

木

7/15

5 5/27

木

GIO：衛生用品を適切に取り扱うために，綿球，コット
ンロール，綿栓の製作を実施する．

関口洋子
13:00-14:20

6
7

小倉千幸

水

5/28
6/4

行動目標 (SBOs)

1）それぞれの材料に必要な器具を選択する.

2）それぞれの仮封材を操作する. 

2）それぞれの合着材を操作する.  

1）それぞれの仮封材に必要な器具を選択する.   

4）受け渡しの注意点を述べる．

する．

1）合着材・仮封材について説明する.   　

2）術者とアシスタントの適切なポジショニングを実施
する．

1）バキュームの基本技法について述べる．

3）合着材・仮封材の練和技術を確認する.

3）アルジネート印象材による印象採得の準備をする.
4）顎模型上での印象採得を実施する. 

1）アルジネート印象材の性質を列挙する.    

1）口腔内写真について説明する. 

2）アルジネート印象材を操作する.  

6）アシスタント側のバキュームテクニックを実施する．

1）印象採得について説明する.    

2）口腔内写真撮影（5面観）を体験する．
3）口腔内写真撮影で患者の気持ちを経験する． 

2）印象材の練和技術を確認する. 
3）模型上での印象採得の技術を確認する.

1）学習・実習内容のまとめを述べる．

GIO：歯科診療を効率的に行うために，フォーハンド
デッドデンティストリーを実施する．

5）受け渡しの禁忌エリアに配慮する．
6）ペングリップとパームグリップによる受け渡しを実施

る．

2）バキュームの挿入禁忌部位に配慮する．  
3）バキュームの操作をファントームで実施する．
4）曲と直のバキュームの操作法の違いを理解する．
5）スリーウェイシリンジの操作をファントームで実施す
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金曜日 9:00~10:20

〇

〇

〇

〇

〇

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 前 金 9:00-10:20

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ
歯科予防処置論・歯科保健指導論

第2版 医歯薬出版

配付資料

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

 定期試験（90%）・受講態度（10%）

準備学習（予習・復習）

事前に教科書を読み，わからない言葉を確認しておきましょう．講義後は，配付プリント・教科書を復習しておきましょう．

場所：短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

短大　2階　202講堂

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

 歯 科 予 防 処 置 論 基 礎  

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

鈴木　恵・市川順子・小森朋栄

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

 歯科予防処置における基礎分野を理解するために，口腔疾患予防の概念ならびに，歯科衛生士として必要な基礎項目を修得しながら，う
蝕予防と歯周病予防に求められる知識を身につける.
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：歯科予防処置とは

ユニット2：歯周疾患予防の基礎Ⅰ

ユニット3：歯周疾患予防の基礎2

ユニット4：手用スケーラーの種類・特徴1

ユニット5：手用スケーラーの種類・特徴2

ユニット6：歯周疾患予防の基礎3

ユニット7：う蝕予防の基礎1

ユニット8:フッ化物によるう蝕予防法

ユニット9：フッ化物の応用

ユニット10：う蝕予防の基礎2

ユニット11：歯科予防処置のまとめ 1）歯科予防処置業務内容を説明する.   

1）歯の組織について説明する.   

4）う蝕の疫学的特徴を知る.  
5）う蝕予防処置の臨床的効果を述べる.

2）歯周病予防業務を具体的に述べる．
3）う蝕予防業務を具体的に述べる．

1）フッ化物の歯質に対する効果を述べる.   
2）フッ化物の臨床的効果を列記する.     
3）フッ化物の安全性を説明する.   
4）フッ化物の便宜性を説明する.    
5）口腔内でのフッ化物の応用法を具体的に述べる.    

1）う蝕予防へのフッ化物応用の意義を述べる.   
2）全身的応用と局所的応用の特徴を説明する.  
3）フッ化物の種類を列記する.   
4）フッ化物の局所的応用を具体的に述べる. 

1）スケーリング時の生体配慮を推測する.
2）感染症患者の対応を説明する.   
3）偶発事故の対処法を具体的に述べる.    
4）ヒヤリハットの事例を述べる.    

1）手用スケーラーの使用目的を列記する.     
2）手用スケーラーの利点と 欠点を説明する. 
3）キュレットの特徴を説明する.    
4）グレーシーキュレット#5-6の形態を観察する. 

1)歯の歯周組織について説明する．

4)歯周疾患の疫病的特徴を知る．

1）手用スケーラーの種類を分類する.  

2)歯周疾患の特徴を説明する．
3)歯周疾患の病因を知る．

3）手用スケーラーの形態を説明する. 

行動目標 (SBOs)

1）歯科予防処置業務内容を列挙する.    

2）う蝕予防処置法の種類と方法を列記する.    
3）う蝕予防処置の臨床的効果を述べる. 

2）名称独占と業務独占について類別する.   
3）予防的歯石除去について述べる.    

金
鈴木　恵
市川順子

GIO：歯科予防処置を歯科衛生士業務として位置づ
けるために，歯周病予防業務とう蝕予防業務を認識
する.

11 7/10

10 6/23

金

GIO:う蝕予防を実施するために，必要な基礎知識を
理解する．

小森朋栄
10:35-11:55

2
市川順子

10:35-11:55
GIO:歯周病予防を実践するために、必要な基礎知
識を理解する．

火

4/17

9

8

GIO：フッ化物のう蝕予防機序を理解するために, 
フッ化物の効果を修得する.

市川順子
14:35-15:55

市川順子
10:35-11:55

6/12

金

GIO：フッ化物をう蝕予防に応用をするために, 全身
的応用と局所的応用に必要なフッ化物の特徴を理
解する.

金

6/19

4）う蝕予防処置について述べる.  

2）う蝕の特徴を説明する. 
3）う蝕の病因を知る.

1）う蝕予防処置の目的を列記する. 

GIO：予防的歯石除去とう蝕予防処置を理解するた
めに，歯科予防処置業務について認識する.

4）シックルスケーラーの形態を観察する. 

1)歯周組織を観察する．

3)原因除去療法を説明する．
4)スケーリングの必要性を説明する．

金

木

2)歯肉炎と歯周炎を分類する．

鈴木　恵
13:00-14:20

2）手用スケーラーの特徴を列記する.     

市川順子

GIO：スケーリングを実施するために，手用スケー
ラーの種類と特徴を理解する.

6 5/29

5

5/7

鈴木　恵
10:35-11:55

4

5/7

市川順子
10:35-11:55

GIO：スケーリングを実施するために，生体配慮につ
いて認識する．

木
鈴木　恵

14:35-15:55
GIO：スケーリングを実施するために，手用スケー
ラーの使用目的を理解する.

金

GIO:う蝕予防を実施するために，必要な基礎知識を
理解する．金

3
GIO:歯周病予防を実践するために、歯肉炎と歯周
炎の違いを理解する．4/24

木

7

市川順子
10:35-11:55

1 4/9

6/5
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金曜日 10:35～11:55

〇

〇

〇

〇

〇

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 前 金 10:35-11:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ
歯科予防処置論・歯科保健指導論

第2版第2刷 医歯薬出版

配付資料

歯 科 保 健 指 導 論 基 礎   

本学期の学習目標（GIO）

　歯科保健指導論における基礎分野を理解するために，個人の持つ健康観を整理し，口腔の健康増進に基づいた概念と歯科衛生士とし
て必要な基礎項目を修得しながら，口腔健康管理に求められる知識を身につける.

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階　202講堂　2階実習室　3階実習室　他

著者・編者

全国歯科衛生士教育協議会

担当者一覧

池田亜紀子・飯島瑶子・相澤直依・𠮷田涼香

成績評価

客観試験・論述試験（90%）・レポート（10%）

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み，専門用語の意味などを理解しておきましょう．
配付プリント・教科書の該当部分を復習しておきましょう．

オフィスアワー

日時：講義終了後15分 場所： 短大1階教員室
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：歯科保健指導の概要
p10-p14、シラバス

ユニット2,3：歯磨剤の応用1
2F実習室

ユニット4：歯口清掃状況の診査
p109-p111,2F実習室

ユニット5：口腔衛生管理の基礎1
p245-p249,p250-p251,p436-p439,2F実習室

ユニット6：口腔衛生管理の基礎2
p251-p255,2F実習室
GIO：プラークコントロールの概念を理解するため
に，口腔清掃法の種類や適応症を身につける.

ユニット7：歯科衛生過程の演習Ⅰ-1
2F実習室,201講堂

ユニット8：わが国の健康施策
p4-p8

6/24 水
𠮷田涼香

14:35-15:55

1）各種補助的清掃器具の使用法を説明する.   
2）デンタルフロスの効果的な使用法を実施する.
3）歯間ブラシの効果的な使用法を実施する.
4）タフトブラシの効果的な使用法を実施する.

2
3

5/22 金
相澤直依

9:00-10:20
10:35-11:55

1）効果的なプラークコントロール法を述べる.  
2）歯磨剤の選び方を説明する. 

GIO：セルフケアでの活用を理解するために，実践例
を修得する.

3）う蝕予防のブラッシング行動を説明する.
4）ゲストスピーカー(ライオン)による講義を概説する．

行動目標 (SBOs)

1 4/24 金 池田亜紀子

1）歯科保健指導論で学ぶ概要を述べる．
2）歯科保健指導の考え方を述べる.

GIO：歯科保健指導の概念,考え方を理解するため
に，健康とのかかわりを修得する.

3）歯科保健行動の必要性を説明する．

4 6/10 水
𠮷田涼香

14:35-15:55

1）歯垢染色法の手順を説明する．
2）歯垢染色法の留意事項を説明する．

GIO：歯科保健指導で活用するために, 動機付けと
なる歯垢染色法の目的や方法を理解する.

3）歯垢染色剤の所要条件を列記する. 
4）歯垢染色剤に用いられる色素の種類を列記する．
5)綿棒による歯垢染色法を実施する. 
6)各自の口腔の観察を実施する. 

5 6/17 水
𠮷田涼香

14:35-15:55

1）プラークコントロールの概念と目的を述べる.  
2）歯ブラシの特性を説明する.

GIO：プラークコントロールの概念を理解するために，
口腔清掃法の種類や適応症を身につける.

6

7/10 金 池田亜紀子

6/25

3）ブラッシングの方法を説明する.
4）歯ブラシのわき腹，毛先を用いるブラッシング方法
を実践する.

1）健康の概念を述べる.

GIO：健康の考え方に基づくヘルスプロモーションの
概念を理解するために，健康増進の政策の変遷と特
徴を修得する.

3）日本の健康戦略の概念を述べる. 
4）ポピュレーションアプローチ，ハイリスクアプローチ
の特徴を説明する. 
5）前期授業のまとめを述べる．

2）健康と生活習慣の関係を説明する．

7 木
飯島瑶子

14:35-15:55

8

1）歯口清掃の状態を説明する.  
2）RD検査の結果を説明する. 

GIO：2年生から保健指導を受け，自身に合った歯科
保健行動を修得する．

3）個人の生活習慣にあった口腔健康管理を工夫する.

4）2年生からの保健指導を実施する. 
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金曜日 13:00～14:20

○

 

 

〇

〇

 

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 前 金 13:00～14:20

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　歯・口腔の構造と機能
口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学 第１版 医歯薬出版

口腔顎顔面解剖ノート 第2版 学建書院

　顎顔面口腔領域の解剖学的構造を理解するために，諸器官の形態的特徴を作用系統別に認識し，歯の形態と口腔を構成する骨系，筋
系，内臓系，脈管系，神経系を中心にその仕組みとはたらきの基礎的事項を修得する.

口 腔 解 剖 学

本学期の学習目標（GIO）

 阿部伸一　他編

著者・編者

担当者一覧

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

前田祐貴

 全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階　202講堂

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

定期試験（85%）・臨時試験（(小テスト）10%）・受講態度（5%）

準備学習（予習・復習）

授業範囲の口腔顎顔面解剖ノートを事前に確認し，図を理解して授業を受けるようにしましょう．
色塗りや名称の記入をし，スケッチブックとして活用しましょう．

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

場所： 短大1階教員室
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1-1：歯の解剖学(総論)
 2）迷走神経の頭頸部における分布とはたらきを説明する.

3）舌下神経の分布とはたらきを説明する. 
4）歯の表徴を具体的に述べる. 

ユニット１-2：歯の解剖学(永久歯-1)
 

ユニット1‐3：歯の解剖学(永久歯-2)

4）上顎第二・第三大臼歯の形態的特徴を第一大
臼歯と比較する．

6) 下顎第二・第三大臼歯の形態的特徴を第一大

ユニット2‐1：内臓学(固有口腔, 口峡)

ユニット2‐2：内臓学(舌, 唾液腺, 咽頭)　

ユニット3‐1：骨学(脳頭蓋)　

ユニット4‐1：神経学(総論・脳神経-1)

ユニット4‐2：神経学(脳神経-2)

ユニット4‐3：神経学(脳神経-3, 脊髄・自律神経)　
2）迷走神経の頭頸部における分布とはたらきを説明する.

3）舌下神経の分布とはたらきを説明する. 
4）頸神経の分布とはたらきを列記する. 
5）頭頸部に分布する交感・副交感神経のはたらきを

ユニット5‐1：筋学(頭頸部の筋・表情筋)　

金

2

前田祐貴1 4/10

4/17 前田祐貴金

GIO：顎顔面口腔領域の知覚に関与する神経に関
する解剖学的基礎知識を認識するために，脳神経を
区分して，三叉神経第１枝と第２枝の分布とはたらき
を理解する．

金 前田祐貴
GIO：脳頭蓋の形態に関する基礎的事項を認識し，
さらに血管，神経の走行との関連性を知るために，
脳頭蓋の解剖学的知識を修得する．

金

GIO:顎顔面口腔領域の外形に関する基礎的知識を
認識するために，口腔の分類と口蓋，口峡の形態的
特徴を理解する．

GIO：咀嚼と嚥下，構音に重要な働きを示す唾液腺と
咽頭および舌の形態を認識するために，唾液腺と咽
頭および舌の形態的特徴を理解する．

金

金 前田祐貴

8 6/12

7

5/22

前田祐貴

5

6

6/5

前田祐貴5/29

2）下顎第一・第二小臼歯の形態的特徴を述べる.  
3）上顎第一大臼歯の形態的特徴を述べる. 

1）上顎中切歯の形態的特徴を述べる.   

1）上顎第一・第二小臼歯の形態的特徴を述べる.   

GIO：歯の形態の概要を身につけるために，歯の定
義, 方向用語と歯の外形と内形の形態に関する基礎
的事項を理解する.

6/19

金

GIO：顎顔面口腔領域の知覚・運動・分泌に関与す
る神経に関する解剖学的基礎知識を認識するため
に，三叉神経第３枝，および顔面神経の分布とはた
らきを理解する.

金

6/26

臼歯と比較する．
1）乳歯の形態的特徴を列記する.   

GIO：上・下顎前歯の外形形態を認識するために，
唇・舌側面ならびに近・遠心面の形態的特徴を理解
する.

4）口蓋の構造を説明する. 

4 前田祐貴
GIO：乳歯の外形形態を認識するために，唇(頰)・舌側面，
切縁・咬合面ならびに近・遠心面の形態的特徴を理解する
とともに，上・下顎歯列弓の形と彎曲の特徴を認識するため
に，上・下顎歯列の位置的関係と咬合時の接触の型を理
解する．

金

5/8

3 4/24

前田祐貴

金
前田祐貴

14:35-15:55
GIO：顎顔面口腔領域を構成する浅部の筋の形態に
関する基礎的知識を認識するために，顔面筋の名
称と位置およびはたらきを理解する．

11 6/26

金

GIO：上・下顎臼歯の外形形態を認識するために，咬
合面，頰・舌側面ならびに近・遠心面の形態的特徴
を理解する.前田祐貴

行動目標 (SBOs)

1）舌咽神経の分布とはたらきを説明する.  

2）上顎側切歯の形態的特徴を中切歯と比較する
3）下顎中切歯の形態的特徴を述べる. 
4）下顎側切歯の形態的特徴を中切歯と比較する. 
5）上・下顎犬歯の形態的特徴を述べる   

5）歯の外観と内観を説明する.

1）頭頸部の内臓を分類する.   

2）乳歯と永久歯の形態を比較する.  
3）歯列弓の形状を述べる. 

3）固有口腔の器官を列記する. 

3）舌筋を区分する. 
2）舌乳頭を列記する. 

5）口峡の構造を説明する. 

2）口腔前庭の器官を列記する.  

4）唾液腺を列記する. 
5）大唾液腺の位置と開口部を挙げる. 
6）咽頭を分類する. 
1）頭蓋を分類する.   

1）舌の構造を説明する. 

2）脳頭蓋と顔面頭蓋のはたらきを対比する.  
3）頭蓋骨を列記する. 
4）内・外頭蓋底の構造を説明する. 
5）頭蓋底にみられる神経，血管の通路を列記する. 

1）神経を分類する.   
2）脳神経を列記する.  
3）眼神経の分布とはたらきを説明する. 
4）上顎神経の分布を説明する. 
5）上顎神経のはたらきを述べる. 

1）下顎神経の分布を説明する. 
2）下顎神経のはたらきを述べる. 
3）顔面神経の分布を説明する. 
4）顔面神経のはたらきを述べる. 

1）舌咽神経の分布とはたらきを説明する.  

説明する．
1）浅頭筋，深頭筋を分類する.   

ユニット1‐4：歯の解剖学(乳歯・歯列弓, 咬合, 歯の
異常)

10

9

GIO：顎顔面口腔領域と頸部の知覚・運動・分泌に
関与する神経に関する解剖学的基礎知識を認識す
るために，舌咽，迷走，舌下神経と脊髄神経，自律
神経の分布とはたらきを理解する.

前田祐貴

5）下顎第一大臼歯の形態的特徴を述べる. 

4）咬合の種類を述べる. 
5）異常歯を分類する. 

4）表情筋を列記する. 

2）浅頭筋の停止，神経支配の特徴を述べる.  
3）深頭筋の停止，神経支配の特徴を述べる. 

5）表情筋のはたらきを述べる. 
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット3‐2：骨学(顔面頭蓋)

ユニット5‐2：筋学(咀嚼筋・舌骨上・下筋)

ユニット6‐1：脈管学(総論・動脈-1)　

ユニット6‐2：脈管学(動脈-2, 静脈, リンパ系)　

GIO：顎顔面口腔領域に関係する動・静脈，リンパ系
の分布を認識するために，主要な枝の名称と走行，
形態的特徴を理解する.

GIO:顎顔面口腔領域に分布する動脈の枝を認識す
るために，大動脈弓から分岐する動脈の形態的特徴
を理解する.

14 7/10

15 7/10 金
前田祐貴

14:35-15:55

前田祐貴金

7/3 金
前田祐貴

14:35-15:55
GIO：顎顔面口腔領域ならびに前頸部を構成して咀
嚼と嚥下に関係する深頭筋と前頸筋の解剖学的基
礎知識を認識するために，咀嚼筋と舌骨上・下筋の
走行とはたらきを理解する．

13

1）上顎骨の構造を説明する.   
2）骨口蓋の構造を説明する.  
3）下顎骨の構造を説明する. 
4）顎関節を構成する骨を挙げる. 

6)舌骨上・下筋の支配神経を挙げる.  
1）総頸動脈の起始部を挙げる.   
2）外頸動脈の枝を列記する.  
3）舌動脈の走行を述べる. 

4）頭頸部に分布する主要な静脈を挙げる. 

1）咀嚼筋を列記する.   
2）咀嚼筋の起始・停止部の名称を挙げる.  
3）咀嚼筋のはたらきを説明する. 
4）舌骨上・下筋を列記する. 

5）頭頸部の主要なリンパ節を列記する. 

行動目標 (SBOs)

4）顔面動脈の走行を述べる. 

1) 顎動脈の枝を列記する．
2）下顎に分布する動脈を列記する.  
3）上顎に分布する動脈を列記する. 

5）舌骨上・下筋のはたらきを述べる. 

12 7/3 金 前田祐貴
GIO：顎顔面口腔領域を構成する骨の解剖学的基礎
知識を認識するために，顔面骨の形態と顎関節の構
造を理解する. 5）顎関節の構造を説明する. 
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金曜日 14:35~15:55

 

 

〇

〇

〇

 

 

学年 学期 曜日 時 間

1 前 金 14:35-15:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

配付資料

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

定期試験(90%)・レポート（10%）

準備学習（予習・復習）

授業に関する内容を関心を持って事前にリサーチしておきましょう．
授業で使用した配付プリントの内容を振り返り，疑問点などがないか確認しておきましょう．

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

場所： 短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階　202講堂

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

社 会 福 祉 概 論

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

市川順子・大島克郎・岩原香織

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

　社会福祉をの基本的な考え方を理解するために，高齢者や障がい者に対する支援を学ぶ．また，歯科衛生士の役割を理解するために，
地域保健の視点から社会福祉サービスの仕組みや現状を把握する．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：社会福祉とは

ユニット2：現代社会・社会福祉の動向

ユニット3：社会福祉サービスを必要とする人々

ユニット4：高齢者保健福祉の制度

GIO：高齢者保健福祉の背景や制度を理解するため
に，どのような変遷があったかを理解する．

ユニット5：　社会福祉の担い手

ユニット6：障がい者（児）の保健福祉の制度

ユニット7：社会福祉を取り巻く課題

ユニット8：ケアサービスの実例・まとめ

4）歯科医療従事者の役割を説明する．

1）虐待とは何かを説明する．
2）虐待を分類する．
3）虐待の現状を述べる．

2)施設介護現場の実態を述べる.
3)在宅・施設介護の課題を述べる.

2）高齢者福祉の動向を述べる.

1)在宅介護現場の実態を具体的に述べる.

1）障がい者（児）福祉の制度を説明する.  

行動目標 (SBOs)

1)社会福祉とは何かを説明する.

2)現代社会で生じている問題を列挙する.
3)生活問題対策の現状を述べる.
4)社会福祉の動向を説明する.

2)社会福祉をなぜ学ぶのかを説明する．　　　　　　

3 4/17

金

GIO：社会福祉サービスを必要としている人々を理解
するために，サービスの内容を理解する.市川順子

4 大島克郎

金

5/8

1)高齢者や障がい者の特徴や支援の必要性を述べ

GIO：少子高齢社会の現状と社会福祉の動向を知る
ために，事例を通して理解する.

る.
2)社会福祉サービスを説明する.

1)日本の社会の現状を述べる.

GIO：社会福祉を理解するために，その意義を一緒
に考える.

5/29 金

金

2）障がい者（児）福祉の動向を述べる.

市川順子

1）高齢者福祉の制度を説明する.  

8 6/9

7

5/22

市川順子
10:35-11:55

5

6

6/5

大島克郎

GIO：在宅や施設介護の現状を理解するために，資
料等を用いて現状と課題を理解する.

金 岩原香織

火

GIO:障がい者（児）福祉の背景や制度を理解するた
めに，どのような変遷があったかを理解する．

金

GIO：課題の一つである虐待を認識するために，日
本における虐待の現状を理解し，歯科医療が果たす
役割について考察する．

2

市川順子
10:35-11:55

1 4/10

4/10 市川順子金

1)社会福祉の職種を説明する
2)社会福祉従事者の実態を述べる．

GIO：福祉現場で働く人々を理解するために，関係
職種の説明をする.
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歯科衛生士概論　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．51

微生物学　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．53

生理学　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．56

59

衛生行政．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．62

口腔衛生学．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．64

栄養代謝学　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．67

心理学　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 70

実践英語．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．72

病理学　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．75

組織発生学　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．78

薬理学　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．81

84

歯科診療補助論基礎　．．．．．．．．．．．．．．．86

歯科保健指導論基礎　．．．．．．．．．．．．．．．88

歯科保健指導基礎実習．．．．．．．．．．．．．．．90

歯科予防処置基礎実習　．．．．．．．．．．．．．．93

歯科診療補助基礎実習　．．．．．．．．．．．．．．95

歯科予防処置論基礎　．．．．．．．．．．．．．．．

歯科衛生学科　第１学年　後学期授業科目

解剖学　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
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時 限

＊感染症等の拡大状況によってはオンライン授業となる場合もあります．

水

金

木
歯科予防処置論基礎

(鈴木(恵))

実践英語
（石　井）

歯科診療補助論基礎
(関　口)

歯科予防処置基礎実習
（鈴木(恵))

薬理学
（池田(利)）

４）後学期追再試験：　2月 12日（金）～　2月 19日（金） 

微生物学
（山　中）

衛生行政
（大　島）

病理学
（佐　藤）

組織発生学
（池田(利)）

解剖学
（前　田）

１）授業期間： 10月 1日（木）～ 1月 20日（水）

２）冬期休暇： 12月24日（木）～  1月 5日（火）

３）後学期定期試験：  1月 28日（木）～　2月  4日（木）

歯科保健指導論基礎
(池田(亜)）

歯科保健指導基礎実習
(池田(亜)）

歯科診療補助基礎実習
（関　口）

令和８年度　歯科衛生学科　第１学年　後学期授業時間表

１ ２ ３ ４

10:35-11:55
　 時間

曜日

栄養代謝学
（才　木）

9:00-10:20 13:00-14:20 14:35-15:55

火
口腔衛生学
（大　島）

心理学
（鈴木(恵))

月
歯科衛生士概論

(関　口)
生理学

（佐　伯）
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月曜日 9:00～10:20

〇

〇

〇

○

○

○

学年 学期 曜日 時 間

1 後 月 9:00-10:20

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　歯科衛生学概論 第1版 医歯薬出版

配付資料

   歯科衛生士が保健・医療・福祉に関わる意義を理解するために，現代社会の流れを背景とした歯科医療の概要や歯科衛生士業務の変
遷について修得し，キャリアアップの戦略を理解する．

 歯 科 衛 生 士 概 論           

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

関口洋子・市川順子・水上美樹・飯島瑶子・小森朋栄

全国歯科衛生士教育協議会 

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

場所： 短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

 短大　2階　202講堂　

日時：講義終了後10分

成績評価

オフィスアワー

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

定期試験(100%)

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み，わからない言葉を確認しておきましょう．
配付プリント・教科書の該当部分を復習しておきましょう．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット9：保健・医療・福祉の制度と他職種連携

ユニット10：歯科衛生士のキャリア形成

ユニット11：組織活動

ユニット12：歯科衛生過程-1

ユニット13：歯科衛生過程-2

ユニット14：海外の歯科衛生士の状況  

ユニット15：歯科衛生士概論まとめ

GIO：歯科衛生士が保健・医療・福祉に関わる意義を
理解するために，社会背景と歯科衛生士業務の変
遷について理解する.

GIO：海外の歯科衛生士の状況とその国の特性に
合った歯科衛生士の業務体系を理解するために, グ
ローバルな視点を身に付ける.

GIO：歯科衛生過程の概要を把握するために，歯科
衛生過程の実践を身につける.

月

10

市川順子9 10/5

10/13
水上美樹

14:35-15:55
火

15

11/1014

13

11/16

飯島瑶子

月 関口洋子

 

11/2 月

火

2) 口腔内の観察項目を述べる.

小森朋栄
10:35-11:55

　

2）発展途上国の歯科医療を述べる.   

GIO：歯科衛生士の専門職としてのキャリアを卒後に
いかすために、キャリア形成について理解する．

4)歯科衛生士の活動領域を述べる．

1）医療従事者としての職業観を述べる．

GIO：歯科衛生士が地域社会において歯科衛生活
動を行うために，「保険・医療・福祉」の制度について
理解する．

4）国際歯科衛生士連盟について説明する，　
3）歯科医学における専門学会組織を説明する．
2）歯科衛生士における学会組織を説明する．
1）日本歯科衛生士会について説明する．

11 10/19

月

GIO：歯科衛生士の職能を高めるために，歯科衛生
士の組織活動を理解する.市川順子

12 飯島瑶子
GIO：歯科衛生過程の概要を把握するために，歯科
衛生過程の実践を身につける.

月

10/26

行動目標 (SBOs)

1）社会保険制度を説明する．

2）キャリア形成の考え方を説明する．
3）キャリアプランについて討議する．

2）社会保険について説明する．
3）地域包括ケアシステムについて説明する．

5)多職種連携に関わる職種を述べる．

1）歯科衛生過程の目的を述べる.

4）歯科衛生アセスメントの要点を説明する.

1）海外の歯科衛生士活動のj状況を説明する.

2）歯科衛生過程の流れを説明する.
3）プロセスの概要を説明する. 

1）歯科衛生過程を用いた実践例を説明する.

3）日本の歯科衛生士における役割を討議する.  

3) 正常な口腔状況を説明する.
4) 画像からの情報を討議する.

1) 保健, 医療, 福祉の連携における歯科衛生士の
役割について説明する.　　
2) 後学期のまとめを述べる.
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月曜日 10:35~11:55

〇

 

 

○

○

○

学年 学期 曜日 時 間

1 後 月 10:35-11:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　微生物学 第2版 医歯薬出版

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

定期試験(100%)

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み，専門用語の意味などを理解してから授業を受けるようにしましょう．
教科書の該当部分を復習しておきましょう．

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大 　2階　202講堂 他

全国歯科衛生士教育協議会

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

成績評価

オフィスアワー

日時：日時：日本歯科大学本館5階微生物学講座（1512号室；日時は応相談）またはメール（アドレスは講義初日に教えます）

微 生 物 学

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

山中  幸

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

　医療従事者として必要とされる微生物学を理解するために，歯科医学の基礎的知識を修得する．臨床現場に従事する将来の歯科衛生士
として標準予防策を正しく遂行して院内感染を確実に防ぐために，滅菌・消毒法や病原微生物に対する知識の重要性を正しく理解して漏
れなく修得する．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：微生物学と感染

ユニット2：微生物学総論Ⅰ

ユニット3：微生物学総論Ⅱ・培養と観察と検査

ユニット4：化学療法

ユニット5：滅菌と消毒

ユニット6：口腔微生物学Ⅰ

ユニット7：口腔微生物学Ⅱ

ユニット8：口腔微生物学Ⅲ

ユニット9：病原微生物各論Ⅰ

ユニット10：病原微生物各論Ⅱ

ユニット11：病原微生物各論Ⅲ

ユニット12：免疫Ⅰ

5) 抗原提示のしくみについて説明する．

4) レトロウイルスについて説明する．

2) DNAウイルスについて述べる．
3) RNAウイルスについて説明する．

5) 肝炎ウイルスについて説明する．

1) 免疫の定義を説明する．
2) 免疫細胞の種類を説明する．
3) 自然免疫の液性因子について説明する．
4) 自然免疫の細胞性因子について説明する．

2) マイコプラズマについて説明する．
3) クラミジアについて説明する.
4) リケッチアについて説明する.
5) 真菌感染症であるカンジダ症について説明する．
6) プリオンの性質と特徴を説明する．
1) ウイルス感染症の種類を説明する．

2) グラム陽性桿菌について説明する．
3) グラム陰性球菌について説明する．
4) グラム陰性桿菌について説明する.

1) スピロヘータについて説明する．

2) 歯周病原性細菌を列挙する．
3) 歯周炎の発症機構を説明する．
4) その他の口腔感染症について説明する．

1) グラム陽性球菌について説明する．

2) う蝕原性レンサ細菌について説明する． 
3) ミュータンス菌のう蝕病原機序を説明する．
4) う蝕予防法について述べる．

1) 歯肉炎と歯周炎の特徴を述べる．

3) 歯肉溝滲出液の組成と役割について説明する．
4) 口腔常在微生物についてを述べる．
5) 口腔レンサ球菌の種類と特徴を説明する．
6) プラーク細菌叢について述べる．
1) う蝕の発症機序を説明する．

1) 唾液の作用と抗菌作用について述べる．
2) ペリクルの構造と性質について説明する．

5) 抗ウイルス薬の種類と特徴を説明する．
6) 抗真菌薬の種類と特徴について述べる．
1) 滅菌と消毒の定義を対比する．

2) 抗菌薬の種類と特徴を記述する．
5) 抗菌薬の感受性試験と耐性機構を説明する．

3) 滅菌法の種類と特徴を説明する．

行動目標 (SBOs)

1) 微生物学と免疫学の発展を述べる．

2) 細菌の代謝・増殖について述べる．
3) 細菌の病原因医を記述する．

2) 化学療法の進歩を述べる．
3) 微生物学の概要を述べる．

5) 感染の経路と種類を理解する．

4) 抗菌薬の副作用を説明する．
山中幸

3 10/26

月

GIO：ウイルスと真菌の種類・形態・構造および増殖特性
を修得する．細菌の培養と観察を行うために，培養法や
培地の種類および重要な染色法であるグラム染色法の
原理そして顕微鏡観察法について理解する．

山中幸

4
GIO：感染症の治療法である化学療法を理解するた
めに，化学療法剤の種類と特徴を整理して耐性菌を
蔓延させない正しい使用法を修得する．

月

11/2

12
GIO：免疫の基本を理解するために，免疫の種類と
免疫担当細胞の役割りを整理して獲得免疫の一つ
である細胞性免疫のしくみの知識を修得する．

12/21 月
山中幸

9:00-10:20

月

月

GIO：病原性のウイルス，真菌，原虫を理解するため
に，細菌とは全く異なる構造や細胞特性を整理して
それぞれの微生物の病原性と病原因子の特徴を修
得する．またプリオンの実体と特徴を修得する。

11 12/14

10

山中幸

9

GIO：その他の特殊な病原細菌を理解するために，
増殖特性や細胞形態や細胞寄生性等の特徴および
各病原細菌の病原性と病原因子の特徴を修得す
る．

山中幸
9:00-10:20

山中幸12/7

GIO：微生物学の位置づけとその意義を理解するた
めに，微生物学の歴史と発展および感染の成立機
構について修得する．

4) 細菌の顕微鏡観察法について説明する.

GIO：主要な病原細菌を理解するために，グラム染色
性と細胞形態による分類法および各病原細菌の病
原性と病原因子の特徴を修得する．

月

12/14

1) ウイルスの形態，構造，増殖について説明する．

GIO：細菌の種類・形態・構造および代謝・増殖特性
そして病原因子の特徴を修得する．

5) 微生物の検査方法について述べる．

4) 標準予防策について述べる．

2) 消毒法の種類と特徴を説明する．

4) 感染の定義を理解する．

2) 真菌の形態，構造，増殖について説明する．
3) 微生物の培養法について説明する．

1) 細菌の形態，構造について説明する．

1) 化学療法剤の特徴を説明する． 

8 12/7

7

11/9

山中幸
9:00-10:20

5

6

11/30

山中幸

月

11/16

GIO：歯周病とその他の口腔感染症を区別して理解
するために，歯肉炎と歯周炎および口腔内病変を示
す感染症の原因菌の種類と特徴を修得する．

月 山中幸
GIO：細菌感染症としてのう蝕を理解するために，う
蝕病原細菌の種類と特徴およびう蝕発の症機構を
修得する．

月

GIO：滅菌法と消毒法の種類とそれぞれの特徴を理
解して，院内感染を予防するための標準予防策を理
解して修得する．

GIO：口腔微生物学を理解するために，口腔内の特
性と口腔常在菌叢の種類およびデンタルプラークの
成り立ちの特徴を修得する．

月

山中幸

月

2

山中幸1 10/5

10/19 山中幸月

54



回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット13：免疫Ⅱ

ユニット14：免疫Ⅲ

ユニット15：総合討論

行動目標 (SBOs)

4) 移植免疫について記述する．

1) 重要項目を補足説明する．
2) 問題の解答と解説を行う．

1) アレルギーの定義を説明する．
2) Ⅰ～Ⅳ型アレルギーについて説明する．
3) 自己免疫疾患と免疫寛容について説明する．

1) 獲得免疫の液性免疫について記述する．
2) 抗体の種類とそれぞれの特徴について説明する．
3) ワクチンの種類について説明する．
4) 粘膜免疫について記述する．

GIO：免疫の基本を理解するために，獲得免疫の一
つである液性免疫のしくみや抗体の種類および液性
免疫を応用した検査法の知識を修得する．

13

GIO：微生物学を統合的に修得するために，各講義
回毎の重要項目を広い視野に立って再解説すると
共に微生物学関連問題の解答と解説を行って微生
物学の知識を整理する．

GIO：免疫の有益と有害な両側面を理解するため
に，受動免疫としてのワクチン法および医学的に重
要な自己免疫疾患とアレルギーの知識を修得する．

14 1/18

15 1/18 月 山中幸

山中幸
9:00-10:20

月

12/21 月 山中幸
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月曜日 13:00~14:20

〇

 

 

〇

〇

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 後 月 13:00-14:20

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ
解剖学・組織発生学・生理学 第１版 医歯薬出版

歯科衛生学シリーズ
口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学 第１版 医歯薬出版

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

定期試験（100%）

準備学習（予習・復習）

プリント（参考とまとめ）を配付しますので，教科書を事前に読み，まとめプリントの空欄を埋めてみましょう．
授業後は，配付プリント・教科書の該当部分を復習しておきましょう．

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

場所： 生命歯学部本館5階　生理学講座

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階　202講堂

日時：金曜日 16:00-17:00

成績評価

オフィスアワー

生 理 学

本学期の学習目標（GIO）

全国歯科衛生士教育協議会

著者・編者

担当者一覧

佐伯周子・肖　黎・井出良治・橋爪那奈

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

　生体内部環境の恒常性(ホメオスターシス)と生命現象のメカニズム（機序）を理解するために，原因結果の法則（因果律）を用い，歯科衛
生士に必要な生理学の知識を修得する.
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：細胞機能と呼吸

ユニット2：血液成分と止血機構

ユニット3：心臓と血管

ユニット4：神経１（基本的構造と機能）

ユニット5：神経２（中枢神経系と末梢神経系）

ユニット6：感覚１（体性感覚と特殊感覚）

ユニット7：感覚２（歯と口腔の感覚）

ユニット8：運動と筋

ユニット9：顎運動と嚥下

ユニット10：唾液

ユニット11：消化と吸収

ユニット12：排泄と尿生成

2）消化液について具体的に述べる. 
3）消化管運動の特徴を具体的に述べる．

1）排尿・排便の仕組みについて具体的に述べる．
2）尿の生成過程について具体的に述べる．
3) 体液調節について具体的に述べる.

2）唾液の分泌機序を説明する. 
3）唾液分泌の神経機構を具体的に述べる.　　
4）唾液の働きを具体的に述べる.     

1）消化管の構造を具体的に述べる．

4）消化吸収過程とその調節機構について説明する． 

べる．
2）反射弓を用いて顎反射とその経路を具体的に述べ
る.
4) 老化の影響を含め摂食・嚥下機能の重要性を指
摘する．
1）主な唾液腺を具体的に列挙する．

2）骨格筋，心筋および平滑筋の特徴を比較する.
3）骨格筋の収縮機序について述べる.
4）筋電図について説明する．
5）運動神経と筋の活動を関連づける．

1）咀嚼運動と咀嚼能力の評価について具体的に述

2）歯根膜感覚の特徴を述べる.
3）歯髄・象牙質の感覚の特徴を述べる.
4）歯痛を分類する.
5) 味覚と嗅覚について具体的に述べる．

1）筋を分類する.  

3）末梢神経系を体性神経と自律神経に分類する.  

3）痛覚の特徴について具体的に述べる.   
4）特殊感覚を列挙する.

1）口腔粘膜の体性感覚を列挙する.  

1）感覚の機序を説明する．

1）ニューロンの構造について説明する.  

4）興奮の伝導と伝達の違いについて述べる.

1）神経を中枢神経系と末梢神経系に分類する.  

2）興奮伝導の機序を説明する.
3）シナプスについて述べる. 

行動目標 (SBOs)

1) 生理学授業のオリエンテーション

2）血液の働きを列挙する. 
3）止血と血液凝固を説明する.
4）血液型を分類する.

2) 細胞の各構造を列挙する.
3) 細胞膜の基本的機能を述べる.

5）ガス交換の仕組みを説明する. 

12
GIO：排尿・排泄と尿生成の機序について知る.

12/21 月 橋爪那奈

月 肖　黎
GIO：生命維持に必要な栄養の供給過程を知るため
に，消化と吸収の過程を知る.

11 12/14

3 10/19

月

GIO：血液が全身をめぐる意義を理解するために，心
臓血管系の機能について知る.肖　黎

4 佐伯周子
GIO：身体の調節系における神経の役割を理解する
ために，神経系の基本的機能について知る.

月

10/26

10

9

GIO：口腔の生理機能の重要性を理解するために，
唾液分泌機機序と生理的機能を知る.

肖　黎
9:00-10:20

井出良治12/7

金

GIO：嚥下機能の重要性を理解するために，嚥下反
射および嚥下に関連する口腔機能を理解する.月

12/11

1）心臓の構造を説明する.  

GIO：生体における血液の役割を理解するために，
血液の成分と主な働きについて知る.

4) 内呼吸と外呼吸について述べる. 

2）心臓の自動能について述べる. 
3）心電図を説明する.

1）血液の成分を列挙する.  

GIO：細胞の生理機能を理解するために，細胞の構
造と基本的機能について知る.　例として、細胞レベ
ルでも行われる呼吸の意義を理解するために，呼吸
器系の働きを知る.

4）血管の機能を分類する.        
5）血圧を加齢による変化を含めて説明する.

4）体性神経と自律神経について述べる.      

11/9 月

月

2）体性・内臓感覚を具体的に列挙する.

佐伯周子

5）反射弓および反射中枢を具体的に説明する.

2）中枢神経系について述べる.

8 11/30

7

11/2

井出良治

5

6

11/16

橋爪那奈

肖　黎
9:00-10:20

金

GIO：運動機能を理解するために，筋の機能的特徴
と収縮の機序を知る.

月 橋爪那奈
GIO：顎・顔面・口腔領域の機能的役割を理解するた
めに，口腔感覚の種類と特徴を知る.

月

GIO：具体的な神経の生理機能を理解するために，
末梢神経系と中枢神経系について知る.

GIO：生命における感覚の役割を理解するために，
感覚の基本的な性質を知る.

月

2

佐伯周子1 10/5

10/9
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット13：内分泌１（総論と各論）

ユニット14：内分泌２（内分泌各論の続き）と体温調節

ユニット15：まとめ

行動目標 (SBOs)

1）授業の各項目で重要なポイントを列挙する. 

1）内分泌疾患の症状からホルモン作用を予測する．
2）体温調節機序について説明する.
3）発熱と高体温の違いについて述べる.

GIO：生体のホメオスターシスを理解する為に，エネ
ルギー産生に伴う熱の産生と放散について知る.

1）内分泌器官を列挙する.  
2）ホルモンの生理学的意義について述べる．
3）具体的に各ホルモンを機能と関連付けて説明する.

GIO：生理学で修得した内容を包括的に理解するた
めに，全体の復習を行う.

金
佐伯周子

9:00-10:20
GIO：身体機能の液性調節機構を知るために，内分
泌の概念を理解する.各ホルモンの役割を理解する
ために，その調節機構と疾患について知る.

13

14 1/15

15 1/18 月 佐伯周子

佐伯周子
9:00-10:20

金

1/8
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月曜日 14:35～15:55

〇

 

 

〇

〇

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 後 月 14:35-15:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ
解剖学・組織発生学・生理学 第１版 医歯薬出版

口腔顎顔面解剖ノート 第2版 学建書院

　人体の構造を理解するために，諸器官を骨系, 筋系, 内臓系, 脈管系, 神経系, 感覚器系の系統別に分け, 各系統での仕組みと
はたらきの基礎的事項を身につけるとともに, 各器官系相互の関係について考察する.

解 剖 学

本学期の学習目標（GIO）

阿部伸一　他編

著者・編者

担当者一覧

前田祐貴

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

場所： 短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階　202講堂

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

定期試験（85%）・臨時試験（(小テスト）10%）・受講態度（5%）

準備学習（予習・復習）

授業範囲の口腔顎顔面解剖ノートを事前に確認し，図を理解して授業を受けるようにしましょう．
色塗りや名称の記入をし，スケッチブックとして活用しましょう．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：解剖学・骨格系概論

ユニット2‐1：骨格系(脊柱・胸郭)

ユニット2‐2：骨格系(上・下肢の骨)

ユニット3‐1：筋系(総論・頸部の筋)　

ユニットト3‐2：筋系(体幹の筋)

ユニット3‐3：筋系(上・下肢の筋)

ユニット4‐1：内臓系(総論・消化器系)　

ユニット4‐2：内臓系(呼吸器系・泌尿器系)　

ユニット4‐3：内臓系(生殖器系・内分泌系)　

ユニット5‐1：脈管系(総論・心臓)

ユニット5‐2：脈管系(動脈系)

ユニット5‐3：脈管系(静脈系・リンパ系)

月

2

前田祐貴1 10/5

10/19 前田祐貴月

GIO：呼吸器系と泌尿器系に関する解剖学的基礎知
識を認識するために，呼吸器系と泌尿器系を構成す
る臓器の形態的特徴とはたらきを理解する.

月 前田祐貴
GIO：内臓の概要と消化器系の解剖学的基礎知識を
認識するために，内臓の一般的構造と区分, 消化器
系を構成する臓器の形態的特徴とはたらきを理解す
る.

月

GIO：体幹の筋の基礎的知識を認識するために，背
部, 胸部, 腹部の筋の位置とはたらきを理解する.

GIO：体肢の筋の基礎的知識を認識するために，上
肢帯, 自由上肢, 下肢帯, 自由下肢の筋の位置とは
たらきを理解する.

2）浅胸筋を列記する. 

8 12/7

7

11/9

前田祐貴

5

6

11/30

前田祐貴

4）下肢骨の連結を説明する. 
5）骨盤の構造と性差を説明する. 

4）前・側腹筋を列記する. 

11/16 月

月

2）上腕・前腕の筋を分類する. 

前田祐貴

5）固有背筋のはたらきを簡単に述べる. 

1）上肢帯と自由上肢の骨を列記する. 

GIO：頸部以下の体幹の骨格を認識するために，脊
柱を構成する椎骨の一般的形状と区分された各椎
骨の特徴を知り，脊柱全体の形態を理解するとともに
胸郭の構成と形態, はたらきを修得する.

4）全身の骨を形, 性状, 位置によって分類する. 

2）上肢骨の連結を説明する. 
3）下肢帯と自由下肢の骨を列記する. 

1）椎骨の一般的形状を述べる. 

GIO：解剖学と骨格系の概要を認識するために, 人
体の構成や区分, 位置・方向用語, 骨の分類, 構造,
発生と成長を理解する.

10

9

GIO：脈管系の概要を認識するために，脈管系の構
成, 大・小循環, 心臓の位置と構造, はたらきをにつ
いて理解する.

前田祐貴

前田祐貴
14:35-15:55

12/8

月

GIO：生殖器系と内分泌系に関する解剖学的基礎知
識を認識するために，生殖器系と内分泌系を構成す
る臓器の形態的特徴とはたらきを理解する.

火

12/14

3 10/26

月

GIO：体肢の骨格の基礎的知識を認識するために，
上肢, 下肢, 骨盤を構成する骨の形状と各部の連結
の特徴を理解する.

前田祐貴

4 前田祐貴
GIO：骨格筋の概要と頸部の筋の基礎的知識を認識
するために，筋の形状, 作用, 神経支配, 浅頸筋, 前
頸筋, 側頸筋, 後頸筋の位置とはたらきを理解する．

月

11/2

12
GIO：静脈・リンパ系の解剖学的基礎知識を認識する
ために，全身に分布する静脈とリンパ本幹の走行, リ
ンパ節の位置を理解する.

12/21 月 前田祐貴

火
前田祐貴

14:35-15:55
GIO：動脈系の解剖学的基礎知識を認識するため
に，全身に分布する動脈の走行を理解する.

11 12/15

行動目標 (SBOs)

1）解剖学の歴史と目的を記述する. 

2）各椎骨の形態を比較する. 
3）椎骨の連結と脊柱の形状を説明する. 
4）胸郭を構成する骨を列記する. 
5）胸郭の連結と呼吸運動を関係づける. 

2）人体の構成と区分を説明する. 
3）人体の位置と方向用語を使用する. 

5）骨の構造を説明する. 
6）骨の発生と成長を区分する. 

1）筋の構造を説明する. 

4）筋の神経支配を説明する．
5）前頸筋，側頸筋を挙げる. 
6) 舌骨上・下筋を列記する. 
1）浅・深背筋を列記する. 

2）筋を形状と作用から分類する. 
3）筋の補助装置を列記する. 

3）肋間筋と横隔膜のはたらきを述べる. 

3）手の筋のはたらきを述べる. 
4）寛骨筋を列記する. 
5）大腿・下腿の筋を分類する. 

1）内臓の構造を説明する. 

1）上肢帯の筋を列記する. 

2）内臓を各系統に分類する. 
3）消化管を分類する. 
4）各臓器の形態的特徴を述べる. 
5）消化腺を列記する. 
6) 消化腺のはたらきを述べる. 
1）気道を区分する. 
2）喉頭の形態を述べる. 
3）左右の肺の形態を比較する. 
4）腎臓の構造を説明する. 
5）尿路を区分する. 

1）男性生殖器を列記する. 
2）女性生殖器を列記する. 
3）男性生殖器と女性生殖器とを対比する. 
4）内分泌腺の概要を述べる. 
5）内分泌腺の位置とはたらきを記述する. 

1）動脈，静脈，リンパ系を対比する. 
2）大循環と小循環を説明する. 
3）心臓の構造を説明する. 
4）心房・心室に出入りする血管を列記する. 
5）刺激伝導系の仕組みを説明する. 

1）大動脈弓から分岐する動脈を左右で比較する. 

4）上肢の動脈を列記する. 

2）胸大動脈から分岐する動脈名を挙げる. 
3）腹大動脈から分岐する動脈名を挙げる. 

5）下肢の動脈を列記する. 

1）静脈の走行と分布を動脈と対比する. 
2）主要な皮静脈を列記する. 
3）門脈のはたらきを述べる．
4）胸管と右リンパ本幹の分布域を対比する. 
5）全身の主要なリンパ節を列記する. 
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット6‐1：神経系(総論・中枢神経)

ユニット6‐2：神経系(末梢神経)

ユニット6‐3：神経系(伝導路)・感覚器系

GIO：神経の伝導路と感覚器に関する解剖学的基礎
知識を認識するために，上行性・下行性伝導路と反
射路，各感覚器の構成とはたらきの概要を理解する.

GIO：末梢神経系に関する解剖学的基礎知識を認識
するために，脳・脊髄神経，自律神経の構成と分布，
はたらきを理解する.

14 1/18

15 1/19 火
前田祐貴

14:35-15:55

前田祐貴月

12/22 火
前田祐貴

14:35-15:55
GIO：神経系概要を認識するために，神経系の構成
と中枢・末梢神経の区分を知り，中枢神経系を構成
する脳・脊髄の形態，はたらきを理解する.

13
4）脳の区分とはたらきを列記する.

6）脳の血管分布を述べる. 
1）脳神経を列記する. 
2）脳神経の走行と分布の概要を述べる. 
3）脊髄神経を分類する. 

4）反射路を説明する. 

1）中枢・末梢神経を分類する. 
2）末梢神経を運動性・感覚性神経に区分する. 
3）脊髄の構造を述べる. 

5）感覚器の構成とはたらきを述べる. 

行動目標 (SBOs)

4）主要な脊髄神経の走行と分布を述べる. 
5）交感神経と副交感神経のはたらきを対比する. 

1）知覚性伝導路を列挙する. 
2）下行性伝導路を錐体路, 錐体外路に分類する. 
3）脊髄の伝導路を列挙する．

5）脳・脊髄の被膜を列記する. 
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火曜日 9:00～10:20

〇

 

 

〇

〇

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 後 火 9:00-10:20

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　保健生態学 第１版 医歯薬出版株式会社

公衆衛生がみえる 2026-2027年版 メディックメディア

歯科衛生士国家試験過去問題集・基礎科目編 第２版 医歯薬出版株式会社

場所： 短大１階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大 2階　202講堂　他

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

定期試験(90％)・受講態度（10％）

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み,専門用語の意味などを理解しておきましょう．
また,配付プリント・教科書の該当部分を復習しておきましょう．

医療情報科学研究所

衛 生 行 政

本学期の学習目標（GIO）

歯科衛生士国試問題研究会

著者・編者

担当者一覧

大島克郎

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

　国民に対して適切な歯科保健医療サービスを提供するとともに，その業務を滞りなく行うために，歯科領域に関わりのある衛生行政の知識
を身につける．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット１：社会保障制度①

ユニット２：社会保障制度②

ユニット３：社会保障制度③

ユニット４：医療制度①

ユニット５：医療制度②

ユニット６：医療制度③

ユニット７：健康政策

ユニット８：医療の動向 1）医療の動向について説明する．
2）各種政府統計を説明する．

行動目標 (SBOs)

1）社会保障制度を説明する．

2）地域包括ケアシステムを説明する．

2）医療保険制度を説明する．

1）年金保険制度を説明する．

GIO：社会保障制度における歯科衛生士の役割を知
るために，社会保険（主に医療保険）について理解
する．

2）労働関係保険制度を説明する．
3）生活保護制度を説明する．

1）介護保険制度を説明する．

GIO：社会保障制度における歯科衛生士の役割を知
るために，社会保険（主に医療保険）について理解
する．

3 10/20

火

GIO：社会保障制度における歯科衛生士の役割を知
るために，社会保険（主に年金保険・労働関係保
険）・公的扶助・社会福祉について理解する．

大島克郎

4

4）社会福祉制度を説明する．

11/24 火

火

2）歯科衛生士の３大業務を説明する．

大島克郎

大島克郎
GIO：医療制度における歯科衛生士の役割を知るた
めに，医療法について理解する．

火

10/27

1）医療制度を説明する．

1）医療関係職種を説明する．

2）医療法を説明する．
3）医療における歯科衛生士の役割を説明する．

3）他職種連携を説明する．

3）歯科衛生士法で規定されている事項を説明する．

GIO：医療・健康政策における歯科衛生士の役割を
知るために，関係データの動向について理解する．

火 大島克郎
GIO：健康政策における歯科衛生士の役割を知るた
めに，関係法令・制度について理解する．

火

GIO：医療制度における歯科衛生士の役割を知るた
めに，医療関係職種について理解する．

GIO：医療制度における歯科衛生士の役割を知るた
めに，歯科衛生士法について理解する．

2）医療関係職種の法制度を説明する．

8 12/8

7

11/17

大島克郎

5

6

12/1

大島克郎

1）健康政策を説明する．

1）歯科衛生士法を説明する．

2）健康政策関連法規を説明する．
3）健康日本21等の関係行政計画を説明する．

火

2

大島克郎1 10/6

10/13 大島克郎火
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火曜日 10:35～11:55

〇

〇

 

〇

〇

 

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 後 火 10:35-11:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　保健生態学 第１版 医歯薬出版株式会社

公衆衛生がみえる 2026-2027年版 メディックメディア

歯科衛生士国家試験過去問題集・基礎科目編 第２版 医歯薬出版株式会社

場所： 短大１階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階　202講堂

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

定期試験(90％)・受講態度（10％）

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み,専門用語の意味などを理解しておきましょう．また,配付プリント・教科書の該当部分を復習しておきましょ
う．

口 腔 衛 生 学

本学期の学習目標（GIO）

歯科衛生士国試問題研究会

著者・編者

担当者一覧

大島克郎・相澤直依・𠮷田涼香

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，歯
科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

　口腔の健康の保持・増進に寄与する歯科衛生士になるために，歯科疾患の発症・進行に関連する全身的要因，生活習慣，社会的要因お
よび環境要因について理解する．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

医療情報科学研究所

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な思
考力と感性を備えることができる授業科目です．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット１：地域歯科保健・衛生行政の組織

ユニット２：母子歯科保健①

ユニット３：母子歯科保健②

ユニット４：学校歯科保健①

ユニット５：学校歯科保健②

ユニット６：産業歯科保健①

ユニット７：産業歯科保健②

ユニット８：口腔環境と口腔の不潔

ユニット９：う蝕の予防①

ユニット10：う蝕の予防②

ユニット11：歯周疾患の予防

ユニット12：口腔清掃

4）歯周疾患の第一次予防～第三次予防を説明する．

2）歯周疾患の発生要因と発病機序を説明する.
3）歯周疾患と全身疾患の関連を述べる.

1）口腔清掃の意義と方法について説明する.
2）口腔清掃用具を列挙する．
3）歯磨剤の分類，種類，成分を説明する．
4）洗口剤の分類，種類，成分を説明する．

4）フッ化物の生体影響を説明する．
5）フッ化物によるう蝕予防法を列挙する．

1）歯周疾患の有病状況を述べる. 

2）う蝕の発生要因と発病機序を説明する.
3）初期う蝕の再石灰化を説明する.
4）う蝕活動性試験を説明する.

1）う蝕の第一次予防を説明する. 

1）う蝕の有病状況を述べる.

2）産業保健活動を説明する．
3）産業保健における歯科衛生士の役割を説明する．

1）唾液の作用を述べる.

2）う蝕の第二次予防を説明する.
3）う蝕の第三次予防を説明する.

1）学校保健の意義と概要を説明する．

1）学校歯科保健を説明する．

2）学校保健関連法規を列挙する．
3）学校保健の活動と組織を説明する．

2）ペリクルの形成とエナメル質の成熟を説明する. 
3）口腔内常在微生物を説明する.

行動目標 (SBOs)

1）地域保健の意義と概要を説明する．

火

2）地域保健関連法規を列挙する．
3）地域保健における歯科衛生士の役割を説明する．

大島克郎
GIO：学校歯科保健における歯科衛生士の役割を知
るために，学校保健の現状と活動を理解する．

火

10/27

12
GIO：歯科疾患の罹患状況を評価するために，さまざ
まな疫学指標を修得する．

1/12 火
相澤直依

9:00-10:20

金
𠮷田涼香

13:00-14:20
GIO：効果的な歯周疾患予防法を知るために，有病
状況・発生要因・発病機序を理解する．

11 1/8

10

9

GIO：効果的なう蝕予防法を知るために，第一次予
防～第三次予防並びにフッ化物よる予防法を理解
する．

相澤直依

相澤直依12/15

火

GIO：効果的なう蝕予防法を知るために，う蝕の有病
状況・発生要因・発病機序を理解する．火

12/22

GIO：母子歯科保健における歯科衛生士の役割を知
るために，母子保健の現状と活動を理解する．

2）母子保健関連データを説明する．
3）母子保健における歯科衛生士の役割を説明する．

1）母子保健の意義と概要を説明する．

GIO：地域歯科保健における歯科衛生士の役割を知
るために，地域保健・衛生行政組織の現状と活動を
理解する．

2）母子保健関連法規を列挙する．
3）母子保健における用語を説明する．

GIO：母子歯科保健における歯科衛生士の役割を知
るために，母子保健の現状と活動を理解する．

1）母子歯科保健を説明する．

2）労働関連法規を列挙する．

大島克郎

2）学校保健関連データを説明する．

GIO：健康・不健康な口腔環境を評価するために，
歯・口腔の不潔要因を学ぶ.

火 大島克郎
GIO：産業歯科保健における歯科衛生士の役割を知
るために，産業保健の現状と活動を理解する．

火

GIO：学校歯科保健における歯科衛生士の役割を知
るために，学校保健の現状と活動を理解する．

GIO：産業歯科保健における歯科衛生士の役割を知
るために，産業保健の現状と活動を理解する．

3）学校保健における歯科衛生士の役割を説明する．

3）職業性疾病を説明する．

1）産業保健管理を説明する．

1）産業保健の意義と概要を説明する．

4）歯の付着物と沈着物を説明する．
5）舌苔を説明する．

2

大島克郎1 10/6

10/13 大島克郎火

8 12/8

7

11/17

𠮷田涼香

5

6

12/1

大島克郎11/24 火

火

3 10/20

火

大島克郎

4
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット13：歯科疾患の疫学①

ユニット14：歯科疾患の疫学② 1）歯周疾患の指数を列挙する.

ユニット15：口臭の予防

行動目標 (SBOs)

1）口臭の分類と原因を述べる.
2）口臭の検査法を説明する．
3）口臭の予防と処置を説明する.

2）歯口清掃の指数を列挙する．
3）各種指数の算出法を演習する.

1）歯科疾患の疫学の特徴を述べる.
2）う蝕の指数を列挙する．
3）各種指数の算出法を演習する.

金

1/12 火 相澤直依
GIO：歯科疾患の罹患状況を評価するために，さまざ
まな疫学指標を修得する．13

GIO：効果的な口臭予防法を知るために，口臭の原
因と分類法理解する．

GIO：疫学手法を活用するために，歯科疾患のさまざ
まな
指標を理解する.

14 1/15

15 1/19 火 𠮷田涼香

𠮷田涼香
10:35-11:55
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火曜日 13:00～14:20

○

○

 

〇

〇

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 後 火 13:00-14:20

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　生化学・口腔生化学 第１版 医歯薬出版

配付資料

   生体を構成する様々な物質の構造，働きおよび代謝機構を理解するために，歯・歯周組織と唾液に関わる成分の生化学的特徴を考察
する.

 栄 養 代 謝 学        

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

才木桂太郎

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

場所： 日本歯科大学本館6階生化学講座研究室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階　202講堂

日時：月曜（17:00〜18:00）

成績評価

オフィスアワー

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

中間試験（50%）・定期試験 (50%)

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み，わからない言葉を確認しておきましょう．
授業中に要点の説明や問題演習を行います．その日のうちに復習しておきましょう．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：生化学に必要な生物と化学の知識

ユニット2：五大栄養素

ユニット3：人体における化学反応

ユニット4：代謝１

ユニット5：代謝２

ユニット6：遺伝子とタンパク質の合成

ユニット7：人体の恒常性

ユニット8：生化学のまとめ

ユニット9：硬組織の種類と特徴

ユニット10：硬組織のモデリング
　

ユニット11：破骨細胞
　

ユニット12：唾　液
　

火

2

才木桂太郎1 10/6

10/13 才木桂太郎火

GIO：生体分子の代謝と機能を整理して深く知る．

火 才木桂太郎
GIO：生命の維持に必要な恒常性の維持の重要性と
その機構を考察する．

火

GUO: アミノ酸の代謝経路と尿素回路を理解する．

GIO： 遺伝子の構造と種類と役割を理解し、DNAか
らタンパク質が合成されるまでの遺伝情報の流れを
理解する．

2) アミノ酸の代謝経路とその機構を説明する．

8 12/1

7

11/10

才木桂太郎

5

6

11/24

才木桂太郎

4)ATPの構造と機能と役割を記述する

4） アミノ酸から誘導される主要生体物質機能性を記述する．

11/17 火

火

2）RNAの構造と役割そして転写を説明する．

才木桂太郎

1) 消化反応と吸収反応を記述する．

GIO： 私たちの体を構成する糖質、脂質、タンパク
質、タンパク質の構成成分であるアミノ酸、ビタミン、ミ
ネラルの構造と種類と役割を理解する．

3）緩衝作用を説明する．

2) 酸素と二酸化炭素の運搬を説明する．
3) 酵素の機能を説明する．

1) 糖質と脂質の構造と種類を理解する．

GIO： 細胞の構造と人体を構成する物質に関する化
学的基礎知識を身につけ，生化学を理解する上で
重要な事項を理解する．

10

9

GIO：カルシウムイオンの代謝調節機構、骨芽細胞の
特徴、ヒドロキシアパタイトの結晶化機構、骨の石灰
化のモデリング、エナメル質の石灰化機構を理解す
る.

才木桂太郎
10:35-11:55

才木桂太郎12/8

金

GIO：硬組織の種類と細胞外マトリックスタンパク質の
発現の違いを理解する.火

12/11

3 10/20

火

GUO: 三大栄養素の消化と吸収、酸素呼吸、酵素の
役割、高エネルギ化合物ATPの産生目的を理解す
る．

才木桂太郎

4 才木桂太郎
GUO: 糖質と脂質の代謝経路について理解する．

火

10/27

12
GIO：唾液の組成、機能、唾液タンパク質の種類と特
徴をを理解する.

12/22 火 才木桂太郎

火 才木桂太郎
GIO：破骨細胞と骨芽細胞の強調による骨のモデリン
グの機構と特徴を理解する.

11 12/15

行動目標 (SBOs)

1）細胞の構造と役割を記述する．

2) アミノ酸の構造と種類を理解する．
3) タンパク質の構造と役割を理解する．
4) ビタミン種類と役割を理解する．
5) ミネラル種類と役割を理解する．

2）水の性質とpHを説明する．
3）酸とアルカリを説明する．

1) 解糖を説明する．

4) 糖新生を説明する．
5) β酸化を説明する．

1) タンパク質の消化反応を記述する．

2) クエン酸回路を説明する．
3) 電子伝達系を説明する．

3) 尿素回路を説明する．

3）タンパク質の合成（翻訳）を説明する．
4）セントラルドグマを説明する．

1）血液の緩衝機構を説明する．

1）DNAの構造と役割そして複製を説明する．

2）血糖値の維持機構を説明する．
3）ホルモンを列記する．
4）自律神経系の役割を述べる．

1）重要な生化学反応を列記する．

1）硬組織の種類と特徴を列記する．
2）コラーゲンの種類と特徴を列記する.
3）プロテオグリカンの種類と特徴を述べる.
4）接着性タンパク質の構造と種類を記述する.
5）非コラーゲンタンパク質の構造と種類を記述する.

1）血清カルシウム調節ホルモンを記述する．
2）骨芽細胞を説明する.
3）ヒドロキシアパタイトの結晶化機構を述べる.
4）エナメル質の石灰機構を述べる.

1）破骨細胞の分化を記述する．

4）骨のモデリングを述べる.

2)破骨細胞の特徴を説明する.
3）破骨細胞の骨吸収機構を述べる. 

1）唾液の無機成分を述べる.
2）唾液のタンパク質の種類と機能を述べる.
3）唾液の酵素の種類と機能を列記する.
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット13：プラーク
　

ユニット14：う蝕と歯周病
 

ユニット15：口腔生化学のまとめ
 
GIO：硬組織と唾液と特徴を列記し、生体防御反応を
理解する．

GIO：う蝕と歯周病の発症機構を列記し、口腔疾患の
予防法を理解する.14 1/12

15 1/19 火 才木桂太郎

才木桂太郎
14:35-15:55

火

1/12 火
才木桂太郎
13:00-14:20

GIO：口腔バイオフィルムであるプラークの種類と特
徴を列記し、う蝕の発症機構を理解する.13

4）う蝕の発症機構を説明する.

1）エナメル質の脱灰を起こす酸発酵を述べる. 
2）う蝕のリスク因子を列記する.
3）代用甘味料の種類と特徴を述べる.

1）プラークの種類と特徴を列記する．
2)プラークの形成機構を述べる. 
3）レンサ球菌によるグルカンの種類と特徴を述べる. 

行動目標 (SBOs)

4）歯周病の発症機構を述べる．
5)歯周病の予防法を列記する.

1）重要な口腔生化学反応を列記する.  

5）ペリクルの成分と形成機序を説明する. 
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火曜日 14:35～15:55

 

 

〇

 

〇

 

○

学年 学期 曜日 時 間

1 後 火 14:35～15:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　心理学 第１版 医歯薬出版

　歯科医療現場において患者をよく理解し，よりよいコミュニケーション方法を身につけるために，自己理解を深めながら基本的な人間行動
の傾向，法則性を学習する．

 心　理　学

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

鈴木　恵・梅津糸由子・滑川初枝

全国歯科衛生士教育協議会　　　

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

場所：短大教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大 2階　202講堂,日本歯科大学附属病院

日時：講義終了後

成績評価

オフィスアワー

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

受講態度30%・課題提出70％

準備学習（予習・復習）

各授業で使用するためのワークシートを配付します．授業後はワークシートをもとに復習を行いましょう．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット16：後期オリエンテーション

ユニット17：医療コミュニケーション1

ユニット1７：医療コミュニケーション2

ユニット18：医療心理学1

ユニット18：医療心理学2

ユニット19：思いを伝え合うこころ１

ユニット20：思いを伝え合うこころ２

ユニット21：心理学の歩みと研究法

火

17

鈴木　恵16 10/6

10/29

鈴木　恵
梅津糸由子
滑川初枝

13:00-14:20

木

GIO：歯科衛生士のキャリア形成として，①心理学は
何を明らかにしようとしてきたのかを知る②心理学で
は，どんな方法を用いているのかを知る③結果の分
析には，どのような手法があるのかを知る.

火 鈴木　恵
GIO：歯科衛生士が心理学を学習する意義を修得す
るために，①カウンセラーの基本的態度である傾聴・
共感的理解・無条件の肯定を理解する,②カウンセ
ラーの基本的態度を模倣する

火

GIO：臨床現場で歯科衛生士として機能するために，
①患者への支援の意義を理解する．

GIO：歯科衛生士が心理学を学習する意義を修得す
るために，①歯科医療におけるコミュニケーションの
意義を理解する②信頼関係について理解する．

た介入方法について説明する．

23 12/15

22

11/5

鈴木　恵
9:00-10:20

20

21

11/24

鈴木　恵

4）診療室の見学をする．

グループでロールプレイングを行う．

11/10 火

木

ついて述べる.

鈴木　恵
梅津糸由子
滑川初枝

14:35-15:55

1）病院内で遵守する規則について述べる．

GIO：チーム医療を理解するために,日本歯科大学
附属病院で行われている多職種との連携を理解す
る.

2）多職種連携の重要性について理解する．
3）患者さんとの対応について述べる．

1）病院内で遵守する規則について述べる．

GIO：医療職に必要な人間の健康と病気，ストレスを
理解する．

18 10/29

木

GIO： チーム医療を理解するために,日本歯科大学
附属病院で行われている多職種との連携を理解す
る.

鈴木　恵
梅津糸由子
滑川初枝

14:35-15:55

19

鈴木　恵
梅津糸由子
滑川初枝

13:00-14:20

GIO：臨床現場で歯科衛生士として機能するために，
①歯科医療におけるコミュニケーションの意義を理解
する②歯科医療におけるロジャーズの基本姿勢を理
解する

木

11/5

行動目標 (SBOs)

1）医療心理学を説明する．

2）多職種連携の重要性について理解する．
3）患者さんとの対応について述べる．
4）診療室の見学をする．

2）健康心理学を説明する．

1）達成のため，ホスピタリティに基づいた姿勢と対話

説明する．

1）達成のために，ロジャーズの基本姿勢を取り入れ

する位置と距離について説明する．
2）達成のために，カウンセリングマインドについて

2）患者役と歯科衛生士役に分かれてペアもしくは

2）達成のために，コミュニケーションスキルについて
述べる．

1）達成のために，カウンセリングマインドについて

1）達成のために，医療コミュニケーションの基礎に

説明する.
2）事例を使って患者役と歯科衛生士役に分かれて
ペアもしくはグループに分かれてロールプレイングを
行う.

1）達成のために，心理学の発展の歴史について
説明する.
2）達成のために，心理学で用いられている研究
方法について具体的に説明する.
3）達成のために，統計法で用いられる分析方法や
データの読み取り方などについて説明する.
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水曜日 9:00～10:20

 

 

○

 

〇

 

 

学年 学期 曜日 時 間

1 後 水 9:00-10:20

教科書・参考書

書 名 版 出版社

実践英語用のオリジナル教材を用いる．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

授業中に出す提出課題15%, 中間試験20%,  定期試験65%とし,合計100%で評価する．

準備学習（予習・復習）

・各回で用いる教材に用いられる単語は辞書で確認をしておく．・重要単語は暗記をする，歯科医療・病院表現,医療医学全般における語
彙を多く学習するので暗記は必須項目．・文構造を理解し，それぞれの語法と統語について理解を深める,特に文法に基づく統語項目は最
も重要であり，予習復習を欠かさないようにする．「作文表現」はこの科目での必須項目であり各回における内容を整理・復習する．

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

場所：短大2階　201講堂

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大 2階　202講堂

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

実 践 英 語

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

石井康夫

石井 康夫

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

　歯科衛生士に必要とされる「実践的」英語力を身につけるために, 専門的な英語表現を中心とした総合学習を実施する. 歯科治療・医療
現場で使用する実践的英語表現を身につけるために, 医療・医学系の基本的語彙を修得する.  多様な実践的Phraseをみにつけるために.
病院・医療で実際に活用できる各種表現・構文を修得する．実践的な歯科学・歯科衛生学に関する専門の文献の講読を行い，英語力を高
める．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

Unit 1：Ｔｅｒｍ practice: Nutrition & Tooth
 Understanding Syntax and Grammer

Unit 2：Brain and nerve:
 Pains and Dental diseases

Unit3: Blood vessles / The heart
Tooth brushing instruction 

Unit 4：Prevention of dental caries / Taking an
 X-ray The digestive system

Unit 5： General explanation of treatment
Blood/ The lymphatic system

Unit 6：Conservation Treatment/to alleviate pain
Injection / Administration of medicines

Unit 7：Mid-term check　Understanding syntax
Endodontic treatment / Medical expression

Unit8: Periodontal treatment
Trends in oral health

Unit9: Denture / Cause and effect
Reading: prevention of periodontal diseases

Unit 10:  Impression taking, Occlusal adjustment
Aetiology of periodintal diseases

Unit 11: Tooth extraction / Increase and Decrease
Reading: Sugars and caries prevention

Unit 12: S ＋find /reveal/ show that-clause.
Adverse effect of sugars and prevention of caries

4) 重要性・緊急性・必須に関する表現を使用する.
5）Biofilmの特性について英語で説明する.

3）糖分摂取と齲蝕との因果関連を英語で説明する.

使用する．
2) epidemiology:増減・傾向・特徴に関する表現を応用する.

4)antibiotics, painkillerの薬剤服用に関する表現を記述する.

5）Demineralizationとその要因について英語で説明する.

1）検査・撮影により～がわかる等の表現を記述する.
2) 診断, 知見:～がわかったに関する英語を表現する.
3) 糖類摂取と口腔衛生への影響について英語で
説明する.

2) 当たる箇所, 削る, 試適する表現を記述する.
3) S be susceptible to等の表現を具体的に述べる.
4) Dental hygieneの重要性について英語で説明する.
5) dental caries の罹患プロセスを英語で説明する.

1）Tooth extraction, suture, swellingなどの語彙を

2） affect/ effect/ be efffective in～等の表現を列挙する.

3）プローブを用いた歯石除去に関する表現を使用する.
4) be attributed to / result in など因果関連表現を示す.

5)妥当性・適切に関する表現をする.

1）Impression takingに関する表現を使用する.

2) Calculus, inflammation, recede等の表現を応用する.
3) 重要性:重要視する, 必須である,等の表現を使用する.

4) Definition of dental cariesの内容を英語で説明する.
5) 「病巣を除く」などの動詞表現を活用する.

1) Denture, impression関連の語彙を記述する.

2）動詞機能：自動詞/他動詞の判断する.
3) 形式主語＋形容詞構文の表現を使用する.
4）推測・思考・予想・推察関連の構文を表現/記述する.

5) 講読における接続部の統語的理解を示す.

1）Periodontitisに関連する表現を記述する.

3） Infection/pathogen/lymph node等を英語で説明する.

3) alleviate/ subsideに関連する表現を使用する.
4) 「患部消毒」「器具滅菌」に関連する表現を記述する.

5) 薬剤投与に関する表現をする.

1）課題による語彙語法修得の確認を行い評価する.

1）S＋ administrate medicine to～構文を使用する.

1）齲蝕予防の表現を列記する.

4) 口腔から消化器系臓器について英語で説明する.
5)immunityについて英語で説明する.　

1）治療に関する説明を英語で表現する.

2）レントゲン関連の表現を記述する.
3）局所麻酔, 注射を行う表現を使用する.

行動目標 (SBOs)

1)この授業の目標・目的を理解する.

2）Tooth pain関連の表現を記述する.
3）Brain, Nerves, Spinal Cord を英語で説明する.
4） 問診から診察室までの実践的表現を使用する.
5) 神経系について英語で説明する. 

2）Nutrient, nutrition関連の語彙を記述する.
3）At the reception/ the first interviewを表現する.

5）Syntaxにおける品詞機能の重要性を説明する.

12 GIO：「知見・結果」の表現を修得するために, 形式主
語/事物・人・主語＋verb that-c.構文活用による統
語的に理解する. 糖類による口腔・歯への影響につ
いて英語で考察する.

12/23 水 石井康夫

水 石井康夫 GIO：抜歯, 縫合, 腫れる等の表現を理解するため
に, swell, suture等の語彙を知る.　糖類・添加物加工
食品の糖類と齲蝕の因果関連に関する文献を考察
し, 齲蝕に関する専門文献を理解する.

11 12/16

3 10/21

水

GIO：Importance of tooth brushing 関連の表現を知
る. The circulatory systemを理解するために, Blood
vessels, the anatomy of the heartに関する英語表現
を修得する.

石井康夫

4 石井康夫
GIO：Prevention of dental caries についての表現を
修得するために, X-rays, anaethesia, administration
などの基本的・専門的語彙表現を身につける. 免疫
系に関する英語を理解するために資料を読む.

水

10/28

9

GIO：印象採得, 試適等の表現を身につけるため,
Impression taking, occlusion に関連する語彙を修得する.
歯周疾患の病因や症状をを英語で考察するために
suppuration, abscess, pusなど各種症状の英語を修得する.

石井康夫

石井康夫12/2

水

GIO：義歯に関連する実践表現を身につけるために,
denture, study model など関連語彙を理解する. 歯
石と齲蝕の因果関係を英語で理解するために,　原
因・結果に基づく表現を修得する.

水

12/9

1）Tooth brushing instruction の表現を使用する.

GIO：Dental disease, Allergy, Painに関連する表現を身に
つけるために, Brain, Spinal Cord, Nerves に関連する内容
を理解する. 名詞・形容詞・述部動詞から成る表現の統語
を理解するために例示された構文を理解する.

4）Tooth名称, oral anatomy を英語で説明する.  

2）Symptomsに関する表現を応用する.
3）blood, blood cellsについて英語で説明する.

1) Dental diseaseを含む文を表現する.

GIO：Toothの名称, Oral anatomy termsを知る. 文章
を通じてSyntax を理解する. 語彙修得の重要性を認
識し, 品詞機能を理解する. Lessonの目的とPractical
Expressionの意義を理解する.

4) 関係詞を含む文を使用する.
5)疼痛・感覚器官について英語で説明する.

4) S ＋be infected with (bacteria)等の構文を適用する.　

11/11 水

水

2）保存治療に関連する構文を使用する.

石井康夫

5) 処置を行う表現について表現する.

2）Ｆｉｌｌｉｎｇ・充填物を含む英語表現を使用する.

8 11/25

7

11/4

石井康夫

5

6

11/18

石井康夫

GIO: 歯周病関連の表現を修得するために, 歯石, 除去,
歯周ポケットに関連する表現を理解する. 歯科衛生関連の
表現理解を深めるために,  一般医学に関連するphraseを
歯科衛生実践英語として身につける.

水 石井康夫
GIO：Mid-term checkの実施. 医療・医学に関連する
実践的英語表現を身につけるために, 「思考・推測」
「関連性」「明瞭」「適切性」に関連する英文表現と文
構造を理解し，これについての演習を行う.

水

GIO：歯科治療に関する表現を修得するために, The
filling, sealant, grooves, drill, the components of bloodなど
の語彙と語法表現を理解する. Infectなど病原を主語にす
る動詞語法を理解するために, 動詞の特性を考える.

GIO：治療・保存治療に関する英語表現を理解する
ために, 「緩和する」表現を修得する. 治療表現を考
察するために, 薬剤投与, 感染部, 膿瘍等の語彙語
法を身につけ,これを理解する.

水

2

石井康夫1 10/7

10/14 石井康夫水

10
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

Ｕｎｉｔ13: Medication, Prescription, Takign agents
Dosage of medicament /Topical application of
 medicine

表現する.
4) Oral health education についての説明を英語で
記述する．

Unit14: At the Reception /Orthodontic treatment

Pedodontic treatment
3) Pedodontic treatmetnに関する表現を具体的に
述べる.

Unit 15:　Treatment/cure/ Progress notes
Emphasis on the importance of oral hygiene

5) Periodontal disease予防について英語で説明する.
1) treat, cure, remedyなどの実践表現を使用する.
2) 病因内全般・検査表現を英語で行う.

2) Orthodontic treatmentの英語表現を記述する.

2）服用量,服用の仕方についての表現を応用する.

説明する．
5) dental hygieneの重要性を英語で説明する.

4) Oral health/hygiese, Preventionの重要性を英語で 

1) 処方箋, 薬局への患者の対応に関する表現を記述する.

3) 患部薬剤塗布, 予後の諸注意について英語で

3）経過記録に関する表現を行う.

5) Periodontal disease の要因を英語で説明する.

行動目標 (SBOs)

1)受付での患者対応についての英語表現を記述する.

13

石井康夫水

1/6 水 石井康夫 GIO：薬の処方, 服用方法の指示に関する実践表現
を修得するために, prescribe, antibioticsなどの語彙
を知る. Oral health educationについての専門的を文
献を理解する.

4) 病院内での一般的な英語表現を記述する.

GIO：Dental hygienistの重要性を英語で理解するた
めに,　口腔衛生の重要性を強調する英語表現を再
考察する.口頭・文章における英語の文構造・表現を
実践できるように, 授業資料内容を再確認する.

GIO：診察・診療・薬剤処方説明後の患者とのやり取
り表現を身につけるために, 病因一般における英語
表現を修得する. Orthodontic treatment, Pedodontic
treatmentの特徴的な語彙語法を知る.

14 1/13

15 1/20 水 石井康夫
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水曜日

○

 

 

○

○

 

○

学年 学期 曜日 時 間

1 後 水 10:35-11:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　病理学・口腔病理学 第1版 医歯薬出版

配付資料

10:35～11:55

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

中間試験(10%)・定期試験(90%)

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み，要点を確認しておきましょう．
講義後の復習として，専門用語の意味や疾患の特徴などをまとめておきましょう．

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

場所：短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大 2階　202講堂

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

病　理　学

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

佐藤かおり

全国歯科衛生士教育協議会 

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

　病理学とは，病気の原因と経過および治癒機転を究明し，疾患概念を確立する学問である．本講義では，歯科衛生士として病理学に関
する必要な知識と教養を身につけるために，疾患概念と病態に関する用語の定義を十分に理解し，口腔領域に発症する病変の分類・成り
立ちと代表的な疾病の特徴を考察する．

75



回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1： 病気と病因・全身の病理

ユニット2： 遺伝性疾患と奇形

ユニット3： 循環障害

ユニット4： 代謝障害と退行性病変

ユニット5： 進行性病変（１）： 肥大, 再生, 化生

ユニット6：進行性病変（２）： 創傷と抜歯創の治癒

ユニット7： 炎症（１）： 定義, 経過

ユニット8： 炎症（２）： 分類, 病態

ユニット9： 腫瘍の成り立ちと口腔領域の腫瘍

ユニット10： 歯の発育異常

ユニット11： う蝕の病理

ユニット12： 歯髄の病変

4） う蝕の進行経路とう蝕円錐について説明する.

2） 歯肉縁上歯石と歯肉縁下歯石を対比する.
3） う蝕の成り立ちを説明する.

5） エナメル質・象牙質・セメント質のう蝕を対比する.

1） 象牙質の変化と歯髄保護機能とを関係付ける.  
2） 歯髄の退行性・進行性病変を分類する. 
3） 歯髄炎を分類する.
4） 急性・慢性歯髄炎の病態を説明する.

2） 歯の発育異常の病因と表現型について述べる. 
3） 歯の数・大きさ・形 および構造の異常を列記する.
4） 全身的・局所的原因による歯の構造異常を述べる.

1） プラーク（歯苔）と歯石を説明する.  

2） 腫瘍分類と良性/悪性の特徴を述べる. 
3） 前癌病変と扁平上皮癌について説明する.
4） 歯原性腫瘍と唾液腺腫瘍を分類する． 

1） 歯の発生の概要を説明する. 

2） 滲出性炎を分類する.
3） 化膿性炎を説明する.
4） 特異性炎を説明する．

1） 腫瘍の定義を述べる. 

2） 5大徴候を列挙する.
3） 炎症の場に浸潤する細胞とその役割を述べる.
4） 炎症反応の時間経過と予後を説明する.

1） 急性炎症と慢性炎症の違いを述べる. 

3） 再生と修復を比較する.

3） 皮膚・粘膜の創傷の治癒過程を説明する. 
4） 抜歯創の治癒過程を説明する. 

1） 炎症の定義を述べる. 

1） 異物処理の病態を分類する. 

1） 変性を分類する.

4） ネクローシス（壊死）とアポトーシスを対比する.

1） 細胞の増殖と分化を述べる. 

2） 萎縮の病態を類別する. 
3） 壊死の病態と関連する疾患を列記する. 

行動目標 (SBOs)

1） 病理学の概要を述べる.

2） 染色体異常による疾患を類別する．
3） 口腔顎顔面の奇形を分類する．
4） 唇裂と口蓋裂を説明する.

2） 疾患概念と病気の成り立ちを概説する.
3） 内因と外因の具体例を列挙する.

12
GIO： 外来刺激に対する象牙質-歯髄複合体の応
答, 外来刺激が歯髄に到達した場合の病変を理解
するために, 病変の経過・予後を考察する.

12/23 水 佐藤かおり

水 佐藤かおり
GIO： う蝕罹患の変遷, う蝕の病態を理解するため
に, う蝕の成り立ちを知り, エナメル質・象牙質・セメン
ト質う蝕の特徴と再石灰化について考察する.

11 12/16

3 10/21

水

GIO： 循環障害の知識を得るために, 血管・リンパ管
で構成される全身循環系と血球成分・血漿成分の役
割を知り, それらの異常に伴う病変を理解する.

佐藤かおり

4 佐藤かおり
GIO： 細胞傷害・代謝障害の病因と病態を理解する
ために, 変性・萎縮・細胞死の概念を修得する.

水

10/28

10

9

GIO： 歯の発育異常を理解するために, 異常をきた
す様々な病因を知り, その発症機序を歯の形成機序
と関連づけて考察する.

佐藤かおり

佐藤かおり12/2

水

GIO： 腫瘍（新生物）の知識を得るために, 自律的増
殖の意味を知り, 良性と悪性腫瘍の病態を理解する
とともに， 口腔領域に発症する腫瘍の分類と病態を
考察する.

水

12/9

1） 血球成分とその機能を列記する. 

GIO： 口腔顎顔面領域に生じる奇形の成り立ちを理
解するために, 遺伝要因と環境要因に基づく疾患の
病因と病態を考察する.

2） 全身の循環障害を説明する. 
3） 局所の循環血液量の障害を分類する. 

1） 遺伝子変異による疾患を列記する．

GIO： 病理学を学ぶために, 病因と病気の成り立ち
を知り, 病理学講義と自学自習との連携の重要性を
理解する.

4） 閉塞性の循環障害を説明する.

4） 化生を説明する.

11/11 水

水

2） 肉芽組織の構成要素と役割を説明する. 

佐藤かおり

2） 肥大と増生（過形成）を説明する.

8 11/25

7

11/4

佐藤かおり

5

6

11/18

佐藤かおり

GIO： 炎症にともなう病態を理解するために，炎症病
変を知り，病変の分類と組織変化の特徴を知る.

水 佐藤かおり
GIO： 炎症の概念を習得するために，炎症の成り立
ちと組織反応に寄与する細胞・因子を知り，局所の
防御反応の意味を理解する.

水

GIO： 細胞の増殖・分化と関連した病変を理解する
ために, 肥大・増生・化生・再生の概念を修得する.

GIO： 修復に向けた組織変化を理解するために, 肉
芽組織を知り, 創傷と抜歯創の治癒および異物処理
を考察する.

水

2

佐藤かおり1 10/7

10/14 佐藤かおり水
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット13： 根尖部の病変と嚢胞の成り立ち

ユニット14： 辺縁部歯周組織の病変

ユニット15： 口腔粘膜と唾液腺の病変

行動目標 (SBOs)

4） 咬合性外傷を説明する.

1） 口腔粘膜の病変を分類する.  
2） 水疱形成と潰瘍形成を特徴とする病変を列記する. 

3） 白色病変を対比する.

1） 歯肉炎の病態を述べる. 
2） 辺縁部歯周炎の病態と成り立ちを説明する. 
3） 歯肉の増殖症を説明する.

4） 唾液腺の病変を類別する.

1） 根尖病巣の成り立ちを説明する.
2） 急性・慢性根尖性歯周炎の病態を説明する.
3） 歯原性と非歯原性の嚢胞を分類する.
4） 顎骨内と軟組織に生じる嚢胞を列記する.

水

1/6 水 佐藤かおり
GIO： 根尖病巣と嚢胞の知識を得るために, 外来刺
激に対する根尖周囲の歯根膜に惹起する病変を理
解するとともに，口腔領域に生じる嚢胞の成り立ちを
考察する.

13

GIO： 口腔粘膜と唾液腺の病変を理解するために,
健常な組織構造を知り, 口腔粘膜と唾液腺に現れる
臨床症状と病理組織変化を結び付けて考察する.

GIO： 辺縁部歯周組織の病変を理解するために, 歯
周組織の組織構造を知り, 硬組織と軟組織の接合部
に発症する病態を考察する.

14 1/13

15 1/20 水 佐藤かおり

佐藤かおり
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水曜日 13:00~14:20

○

 

 

○

○

 

○

学年 学期 曜日 時 間

1 後 水 13:00-14:20

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ
解剖学・組織発生学・生理学 第１版 医歯薬出版

歯科衛生学シリーズ
口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学 第１版 医歯薬出版

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

定期試験(90%)・受講態度（10％）

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み，専門用語の意味などを理解しておきましょう．
配付プリント・教科書の該当部分を復習しておきましょう．

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

場所：短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大 　2階　202講堂 他

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

組 織 発 生 学 

本学期の学習目標（GIO）

全国歯科衛生士教育協議会

著者・編者

担当者一覧

池田利恵

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

　 臨床歯学を理解するために，人体の諸器官を構成する細胞と組織の構造および口腔と口腔に隣接する諸器官の構成細胞，組織の構造
および機能について修得する．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：ガイダンス／細胞学概論・各論
 

ユニット2：上皮組織・筋組織・神経組織
 

ユニット3：支持組織(結合組織・軟骨組織・
骨組織・血液とリンパ)

ユニット4-1：初期発生1

ユニット4-2：初期発生2

ユニット5：顔面と口腔の発生

ユニット6-1：歯の発生1

ユニット6-2：歯の発生2

ユニット７：エナメル質

ユニット8：象牙質・歯髄

ユニット9-1：歯周組織1

ユニット9-2：歯周組織2

4）セメント質の成長線について述べる．

2）セメント質の物理的，化学的性状について説明する．

3）セメント質の特性と加齢変化について述べる．  

1）歯根膜の細胞と線維について説明する．  
2）歯根膜の血管と神経について述べる．
3）歯根膜の機能について述べる．

2）象牙細管の微細構造と走行について述べる．
3）象牙基質の構造と組成を説明する．
4）象牙質の成長線について説明する．
5）歯髄の細胞と細胞間質について述べる．
6）歯髄の組織学的特性と加齢変化について述べる．
1）歯周組織の構成成分を列記する．

2）エナメル小柱の微細構造と走行について説明する．

3）エナメル質のアパタイトと有機質について述べる．
4）エナメル質の成長線について述べる．
5）エナメル質の組織学的特徴を述べる．

1）象牙質の物理的，化学的性状について述べる．  

2）歯根象牙質の形成，発育について述べる． 
3）歯小嚢の分化と歯根膜，歯槽骨，歯肉の発育に
ついて述べる．

1）エナメル質の物理的，化学的性状について説明する．

2）歯胚の発生と発育に伴う組織，構造の変化について  

説明する．
3）歯冠のエナメル質と象牙質の形成，発育と石灰化に 
ついて述べる．

1）ヘルトヴィッヒ上皮鞘の形成と作用を説明する． 

3）中胚葉の発生を説明する．

3）二次口腔の形成について述べる．
4）発生異常とその形成過程を説明する．

1）歯胚の形成にたずさわる胚葉を列記する．

1）顔面を構成する突起を列記する．

1）配偶子形成について述べる．

4）着床について述べる．

1）着床後の胚の形態変化について述べる．  

2）受精について述べる． 
3）受精から着床までの受精卵の形態変化を説明する．

行動目標 (SBOs)

1）細胞と組織の関係について述べる． 

2）腺上皮の構造と機能について述べる．
3）筋組織の構造と機能について述べる．
4）神経組織の構造と機能について述べる．

2）細胞核の構造と機能を説明する．
3）細胞小器官の構造と機能について述べる．

12
GIO：歯の構造と機能を理解するために，歯周組織
の構成を知り，歯根膜の組織学的性状について修
得する．

12/23 水 池田利恵

水 池田利恵
GIO：歯の構造と機能を理解するために，歯周組織
の構成を知り，セメント質の組織学的性状について
修得する．

11 12/16

3 10/21

水

GIO：支持組織の特徴を理解するために，結合組
織、軟骨組織、骨組織および血液とリンパの細胞要
素と細胞間物質について修得する．

池田利恵

4 池田利恵
GIO：ヒト発生を理解するために，配偶子形成から受
精，着床に至るまでの過程を時系列に沿って修得す
る．

水

10/28

10

9

GIO：歯の構造と機能を理解するために，象牙質と歯
髄の組織学的性状について修得する．

池田利恵

池田利恵12/2

水

GIO：歯の構造と機能を理解するために，エナメル質
の組織学的性状について修得する．水

12/9

1）支持組織を分類する．

GIO：人体を構成する組織を理解するために，上皮
組織，筋組織および神経組織の構成細胞とその機
能について修得する．

2）結合組織と軟骨組織を分類する． 
3）結合組織と軟骨組織の構成要素について説明する． 

1）上皮組織を構成する細胞とその配列を列記する．

GIO：組織の構成要素である細胞について理解する
ために，細胞核と細胞小器官について修得する．

4）骨組織の構成要素について具体的に説明する．
5）血液を構成する細胞を列記し，その機能を説明する． 

4）外胚葉の分化と外胚葉由来組織を具体的に述べる．  

11/11 水

水

2）一次口腔の形成について述べる．

池田利恵

5）中胚葉の分化と中胚葉由来組織を具体的に述べる．

6）内胚葉の分化と内胚葉由来組織を具体的に述べる．

2）外胚葉と内胚葉について説明する．

8 11/25

7

11/4

池田利恵

5

6

11/18

池田利恵

GIO：歯の発生を理解するために，歯根の形成過程
を知り，歯周組織の発生と形成過程について修得す
る．

水 池田利恵
GIO：歯の発生を理解するために，歯提と歯胚の発
生・発育を知り，歯冠形成のメカニズムについて修得
する．

水

GIO：：ヒト発生を理解するために，着床から三胚葉性
胚盤に至るまでの過程を時系列に沿って知り，外胚
葉，中胚葉および内胚葉の分化について修得する．

GIO：口腔領域の発生を理解するために，顔面の初
期発生の特色，機構および発生異常について修得
する．

水

2

池田利恵1 10/7

10/14 池田利恵水
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット9-3：歯周組織3

ユニット10：口腔粘膜，唾液腺

ユニット11：舌

行動目標 (SBOs)

4）唾液腺の基本構造を説明する．

1）舌を被う粘膜の組織構造を説明する．
2）舌乳頭を分類する．
3）舌乳頭の組織構造を説明する． 

1）口腔粘膜を分類する．
2）口腔粘膜の存在部位と組織構造を説明する．
3）唾液腺を分類する．

4）味蕾の組織構造を述べる． 

1）遊離歯肉と付着歯肉の組織構造について説明する．
2）歯肉を被う上皮の特徴を説明する．
3）固有歯槽骨と支持歯槽骨の存在部位と構造上の
特徴を述べる．

水

1/6 水 池田利恵
GIO：2）歯の構造と機能を理解するために，歯周組
織の構成を知り，歯肉と歯槽骨の組織学的性状につ
いて修得する．

13

GIO：舌の構造と機能を理解するために，舌の粘膜
の組織学的性状を知り，舌に付属する味蕾の基本構
造について修得する．

GIO：口腔粘膜と唾液腺の構造と機能を理解するた
めに，口腔粘膜と唾液腺の分類を知り，組織学的性
状について修得する．

14 1/13

15 1/20 水 池田利恵

池田利恵
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水曜日   14:35~15:55

○

 

 

○

○

 

○

学年 学期 曜日 時 間

1 後 水 14:35-15:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　薬理学 第2版 医歯薬出版

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

定期試験(90％)・受講態度（10％）

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み，専門用語の意味などを理解しておきましょう．
配付プリント・教科書の該当部分を復習しておきましょう．

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

場所：短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階　202講堂　他

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

薬 理 学

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

池田利恵

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

　 歯科衛生士として歯科臨床に必要となる薬理学的知識を身につけるために，歯科治療や予防に使用する薬物の種類，作用および作用
機序に関する基本的事項を理解する．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：薬物の定義と薬理作用

ユニット2：薬物の用量と薬理作用の機序

ユニット3：薬物動態と薬物の適用方法

ユニット4：薬物の作用に影響を与える要因と副作用

ユニット5：医薬品を適用する際の注意

ユニット6：薬物の取り扱いと法律

ユニット7：末梢神経系に作用する薬物

ユニット8：中枢神経系に作用する薬物

ユニット9：循環器・呼吸器・消化器系に作用する薬物

ユニット10：血液に作用する薬物

ユニット11：免疫と薬・抗悪性腫瘍薬・代謝性疾患治療薬

ユニット12：抗炎症薬

4）抗悪性腫瘍薬の作用と副作用を述べる．

2）免疫増強薬と抑制薬を挙げる．
3）良性腫瘍と悪性腫瘍の違いを説明する．

5）代謝生疾患治療薬の作用機序を説明する．

1）炎症の経過を述べる．
2）ステロイド系抗炎症薬を列挙する．
3）非ステロイド系抗炎症薬を列挙する．

2）止血薬を列挙する． 
3）止血薬の作用機序を説明する．
4）抗血栓薬を分類する．
5）抗血栓薬の作用機序を説明する．

1）免疫担当細胞の種類と働きを述べる．

2）不整脈治療薬の作用機序を説明する．
3）狭心症治療薬を述べる．
4）腎臓に作用する薬物を列挙する．
5）気管支喘息治療薬の分類と作用機序を説明する．
6）消化器系に作用する薬物を説明する．
1）血液凝固の過程を概説する． 

2）中枢神経系に作用する薬物の特徴を説明する．
3）全身麻酔薬について述べる．
4）向精神薬の種類を列記する．

1）高血圧症治療薬の種類を列記する．

2）自律神経作用薬の作用と副作用を説明する． 
3）局所麻酔薬の作用機序を述べる．
4）局所麻酔薬の副作用と中毒について述べる．

1）中枢神経系の基本構造と機能を説明する．

3）服薬の基本的事項を述べる．

3）薬物に関連する法規を説明する．
4）薬物を医薬品医療機器法により分類する．

1）末梢神経系の基本構造と機能を説明する． 

1）薬物を剤形により，分類する．

6）生物学的利用能を説明する．
1）薬物の作用に影響する因子を列記する．

4）薬物相互作用を列挙する．
5）薬物の投与によって生じる副作用を分類する．

1）年齢に対応した薬物投与を説明する． 

2）薬物の連用によって生じる効果を説明する．
3）薬物の併用によって生じる影響を説明する．

行動目標 (SBOs)

1）薬物を治療法により，分類する．

2）薬物の作用機序を述べる．
3）薬物の受容体を説明する．

2）薬理作用の基本形式を述べる．
3）薬理作用を分類する．

12
ＧＩＯ：抗炎症薬を理解するために，炎症のメカニズム
を知り，抗炎症薬の作用機序に関する知識を身につ
ける．

12/23 水 池田利恵

水 池田利恵
ＧＩＯ：免疫に関連する薬物を理解するために，免疫
反応のメカニズムについて修得する．抗悪性腫瘍薬
と代謝性疾患治療薬を理解するために，病態メカニ
ズムと薬理作用について修得する．

11 12/16

3 10/21

水

ＧＩＯ：薬物動態を理解するために，薬物の体内にお
ける吸収，分布，代謝，排泄過程および適用方法に
よるおよび血中濃度の変化について修得する．

池田利恵

4 池田利恵
ＧＩＯ：薬物の複雑な作用を理解するために，薬効に
影響を与える諸要因を知り，薬物を用いた際に生じ
る副作用を認識する．

水

10/28

10

9

ＧＩＯ：血液に作用する薬物を理解するために，血液
凝固の機序を知り，止血薬と抗血栓薬について修得
する．

池田利恵

池田利恵12/2

水

ＧＩＯ：：循環器・呼吸器・消化器系疾患に使用する薬
物を理解するために，病態メカニズムと薬理作用に
ついて修得する．

水

12/9

1）生体膜での薬物透過様式を説明する．  

ＧＩＯ：薬理作用の機序を理解するために，薬物の用
量と薬理作用の関係を知り，薬物受容体の構造につ
いて修得する．

2）薬物の分布に影響する因子を列記する．
3）薬物の代謝方法を述べる．

1）薬物の用量と作用の関係を説明する．

GIO：薬物の作用を理解するために，薬物療法の種
類を知り，薬理作用の基本形式について修得する．

4）薬物の排泄方法を列記する．
5）薬物の投与方法の特徴を説明する．

11/11 水

水

2）薬物の保存方法を説明する．

池田利恵

2）妊婦・授乳婦への薬物投与を説明する． 

8 11/25

7

11/4

池田利恵

5

6

11/18

池田利恵

ＧＩＯ：中枢神経系に作用する薬物を理解するため
に，全身麻酔薬と向精神薬について修得する．

水 池田利恵
ＧＩＯ：末梢神経系に作用する薬物を理解するため
に，自律神経作用薬と局所麻酔薬について修得す
る．

水

ＧＩＯ：対象者に応じた薬物治療を理解するために，
年齢や状況に適した薬物の投与方法と服薬指導に
関する基本的知識を身につける．

ＧＩＯ：薬物の取り扱いを理解するために，薬物に関
連する法律について修得する．

金

2

池田利恵
10:35-11:55

1 10/9

10/14 池田利恵水
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット13：痛みと薬

ユニット14：抗感染症薬と消毒薬

ユニット15：歯科疾患に用いる薬物，和漢薬

5）和漢薬について述べる．

行動目標 (SBOs)

4）消毒薬を分類する．
5）消毒薬の作用機序を述べる．
6）消毒薬の効果に影響を与える因子を説明する．
1）歯・歯髄疾患に用いる薬物を列記する．
2）歯周治療に用いる薬物を説明する．
3）口腔粘膜疾患に用いる薬物を列記する． 

1）抗感染症薬を分類する．
2）抗感染症薬の作用機序を説明する． 
3）抗感染症薬の副作用を列記する．

4）口腔感染症に用いる薬物について説明する．

1）鎮痛薬の種類列挙する．
2）鎮痛薬の作用機序を説明する．
3）局所麻酔薬の作用機序を述べる．
4）局所麻酔薬の副作用と中毒について述べる．

水

1/6 水 池田利恵
ＧＩＯ：痛みを取り除く薬物を理解するために，鎮痛薬
と局所麻酔薬の薬理作用と作用機序について修得
する．

13

ＧＩＯ：歯科疾患に使用する薬物を理解するために，
疾患のメカニズムと薬理作用について修得する．ま
た，漢方医学と和漢薬を理解する．

ＧＩＯ：感染症への対処法を理解するために，抗感染
症薬と消毒薬の薬理作用と作用機序について修得
する．

14 1/13

15 1/20 水 池田利恵

池田利恵
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木曜日 9:00~10:20

〇

〇

〇

〇

〇

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 後 木  9:00-10:20

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ
歯科予防処置論・歯科保健指導論

 第2版 医歯薬出版

配付資料

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

 定期試験（90%）・受講態度（10%）

準備学習（予習・復習）

事前に教科書を読み，わからない言葉を確認しておきましょう．
講義後は，配付プリント・教科書を復習しておきましょう．

短大　2階　202講堂

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

場所： 短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

  歯 科 予 防 処 置 論 基 礎

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

鈴木　恵・𠮷田涼香

 全国歯科衛生士教育協議会

 歯科予防処置における基礎分野を理解するために，口腔疾患予防の概念ならびに，歯科衛生士として必要な基礎項目を修得しながら，う
蝕予防と歯周病予防に求められる知識を身につける．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット12：歯面研磨

ユニット13：プロービングの考え方・SRP

ユニット14:超音波スケーラー
　　　　　　　

ユニット15：歯科予防処置のまとめ
　

1）予防処置としてのスケーリングを説明する．
2）診療補助としてのスケーリングを説明する．

行動目標 (SBOs)

1）歯面研磨の目的を説明する. 

2）プロービングに使用する器具を比較する. 
3）プローブの操作法を説明する. 
4）プロービングから得られる情報を判断する.
5）SRPについて説明する．

2）歯面研磨に使用する器具を比較する. 
3）歯面研磨の操作法を説明する. 

GIO：さまざまな対象者に歯科予防処置を行うため
に，各ライフステージに対応した 歯科予防処置の要
点を身に付ける.

木

1/15

3)超音波スケーラーの操作法を説明する

1）プロ－ビングの目的を説明する.  

GIO：臨床での歯面研磨を実施するために,歯面研
磨の考え方と使用器具について理解する.

14 11/12

金

GIO：超音波スケーラーの操作を実施するために，操
作方法を理解する.鈴木　恵

15
鈴木　恵
𠮷田涼香

13:00-14:20

金

1)超音波スケーラーの原理と構成を説明する．

GIO：キュレットによるスケーリングを実施するために，
プロ－ビングについて理解する.

4）臨床での注意事項を説明する.

2)超音波スケーラーの特徴を説明する．

木

13

𠮷田涼香
13:00-14:20

12 10/1

10/2
鈴木　恵

13:00-14:20
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木曜日 10:35～11:55

○

○

○

○

○

○

学年 学期 曜日 時 間

1 後 木 10:35-11:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　歯科診療補助論 第2版 医歯薬出版

歯科衛生学シリーズ　歯科材料 第1版 医歯薬出版

場所： 短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

 定期試験(80%)・レポート（15%）・受講態度（5%）

準備学習（予習・復習）

事前に教科書を読み，わからない言葉を確認しておきましょう．
講義後は，配付プリント・教科書を復習しておきましょう．

短大　2階　202講堂　他

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

歯 科 診 療 補 助 論 基 礎  

本学期の学習目標（GIO）

全国歯科衛生士教育協議会

著者・編者

担当者一覧

 関口洋子・小倉千幸・赤間亮一・小池里佳

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

　歯科診療の高度化・複雑化に伴い，歯科衛生士として歯科診療補助業務を効果的に行うために，基本的知識を修得する.

86



回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット11：ユニットの構造
 

ユニット12：歯科材料 7（石膏 )
 

 ユニット13：歯科診療共同動作の基本（口腔内
診査)

ユニット14：歯科材料 8（寒天・ゴム質印象材)
　

ユニット15：歯科インプラント治療とは
 

1）歯科インプラントの種類を列挙する．

理解する．

2）歯科用ユニットの構造について説明する.
3）特殊な設備がある歯科診療室を説明する．

3）歯科インプラントの利点と欠点を述べる．

1）寒天印象材の特徴, 用途を説明する． 

る．
4）ゴム質印象材の練り方，注入法および撤去の仕方

5）使用器具について説明する． 
について 説明する．

行動目標 (SBOs)

1）歯科診療室の環境について説明する.

する． 
2）普通・硬質・超硬質膏の練り方, 注入法, 撤去の仕
方 について説明する．
3）使用器具について説明する．

13 11/9

火

GIO：歯科医師と歯科衛生士の共同動作を行うため
に，術者・補助者・患者の位置，姿勢について理解
する.

関口洋子
9:00-10:20

14
関口洋子

9:00-10:20

4）歯科インプラント治療での歯科衛生士の業務内容を
木 小池里佳

2）口腔内診査の診査項目を列挙する. 
3）歯式について説明する.

月

2）寒天印象材の取り扱いについて説明する．
3）ゴム質印象材の種類, 用途および成分を説明す

2）歯科インプラント適応可能な条件を示す．

1）普通・硬質・超硬質石膏の用途・成分について説明  

GIO：歯科診療室の環境設備や使用機械の整備を
把握するために，歯科用ユニットの構造について理
解する.

4）物品（薬物）・歯科材料管理を説明する．

ＧＩＯ：歯科インプラント治療のアシスタントを行うため
に，基本的な知識を修得する．

GIO：寒天・ゴム質印象材を適切に取り扱うために，
それらの組成，硬化機序や特徴について理解する．

1）患者誘導の心構えと注意事項を説明する.  

GIO：模型材を適切に取り扱うために，普通・硬質・超
硬質石膏の用途・成分・硬化機序について理解す
る．

12/10

水

12

小倉千幸
14：35-15：55

11 10/7

10/15

11/10

赤間亮一
9:00-10:20

木

15
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木曜日  13:00～14:20

○

○

○

〇

〇

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 後 木 13:00-14:20

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ
歯科予防処置論・歯科保健指導論

第2版第2刷 医歯薬出版

配付資料

   歯科保健指導論における基礎分野を理解するために，個人の持つ健康観を整理し，口腔の健康増進に基づいた概念と歯科衛生士とし
て必要な基礎項目を修得しながら，口腔健康管理に求められる知識や技術を身につける.

 歯 科 保 健 指 導 論 基 礎            

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

池田亜紀子・相澤直依

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

場所： 短大1階教員室

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階　202講堂　2階実習室　3階実習室　他

日時：講義終了後15分

成績評価

オフィスアワー

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

客観試験・論述試験・小テスト（90%）・レポート（10%）

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み，専門用語の意味などを理解しておきましょう．
配付プリント・教科書の該当部分を復習しておきましょう．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット9,10：歯磨剤の基礎1
p224-p231

ユニット11,12：洗口液・洗口剤の基礎
p260-p262

ユニット13,14：歯磨剤の基礎2

ユニット15：歯科保健指導論基礎のまとめ  

木

金

11
12

相澤直依
13:00-14:20
14:35-15:55

9
10

10/16

10/22
相澤直依

13:00-14:20
14:35-15:55

GIO：洗口液・洗口剤の特徴を理解するために，基本
成分や種類, 効用について修得する.

1）学齢期の歯磨剤の選択と使用法を討議する.

4）さまざまな種類の歯磨剤を体験する. 

2）教育媒体作成の資料を収集する. 

1）洗口液・洗口剤の特徴を述べる. 

GIO：歯磨剤の特徴を理解するために，基本成分や
種類, 効用について修得する.

15
GIO：様々な対象者を支援するために，歯科保健指
導の要点を修得する.

池田亜紀子
10:35-11:55

木1/14

13
14

10/29
GIO：学齢期の歯磨剤の効果的な活用法を理解する
ために，選択と使用方法，指導の要点を修得する.

相澤直依
9:00-10:20
10:35-11:55

3）教育媒体を作成する. 
木

行動目標 (SBOs)

1）歯磨剤の特徴を述べる. 

2）洗口液・洗口剤の基本成分を説明する. 
3）さまざまな種類の洗口液を体験する. 
4）ライフステージに応じた洗口液・洗口剤の選択を
列挙する.

2）歯磨剤の基本成分を説明する. 
3）歯磨剤の薬用成分を説明する. 

5）ライフステージに応じた歯磨剤の選択を列挙する.

1）前後期授業のまとめを述べる．
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木曜日 14:35～15:55

〇

〇

〇

〇

〇

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 後 木 14:35-15:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ
歯科予防処置論・歯科保健指導論

第2版第2刷 医歯薬出版

配付資料

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

レポート（90%）・実習態度（10%）

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み，専門用語の意味などを理解しておきましょう．
配付プリント・教科書の該当部分を復習しておきましょう．

成績評価

オフィスアワー

場所： 短大1階教員室

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階　202講堂　2F実習室　3F実習室他

日時：講義終了後15分

 歯 科 保 健 指 導 基 礎 実 習

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

池田亜紀子・相澤直依・島村結岐乃・篠原弓月・関口洋子・市川順子・鈴木　恵・小倉千幸・飯島瑶子・𠮷田涼香・石黒一美・堀井幸恵・木
村真由美・関　奈々子・附属病院歯科衛生士

　歯科保健指導の考え方を理解するために，口腔衛生管理の技術とそれに関する指導の要点や歯科衛生過程のプロセスを身につける.
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット1：口腔衛生管理の技術
2F実習室

ユニット2：口腔衛生管理の実際
2F実習室

ユニット3：口腔機能管理の基礎1
p255-p260,p22-p27 2F実習室

ユニット4：口腔機能管理の基礎2
p22-p27

ユニット5：コミュニケーションスキル1
p45-p51

ユニット6：音波歯ブラシの基礎
p246

ユニット7：行動変容に関連する理論
p51-p57

ユニット8：音波歯ブラシの応用
2F実習室

ユニット9：音波歯ブラシの保健指導
p246

ユニット10：歯科衛生アセスメントとしての情報収集
p45-p51

ユニット11,12：歯科衛生過程の基礎
3F実習室

2）対象者に合った情報の収集法を説明する. 
3）対象者への適切な説明の技法を述べる.  

3) 音波歯ブラシ実習の振り返りを実施する．

2）口腔清掃状況を具体的に述べる. 
3）音波歯ブラシを使用し,口腔清掃を実施する. 
4) ゲストスピーカー(モリタ)による実習を実施する．

2）各種音波歯ブラシの使用法を説明する.

3）対象者に歯科衛生アセスメントを実施する． 
3）収集した情報を記録する．

1）高齢者の口腔衛生管理の演習を実施する. 

1）歯科衛生過程のプロセスを述べる．

1）コミュニケーションの基本姿勢を説明する. 

4)社会的認知理論について述べる．
5)行動変容ステージモデルについて述べる．

1）各種音波歯ブラシの特徴を説明する.  

1）音波歯ブラシの特徴を説明する.   

行動目標 (SBOs)

2）高齢者や要介護者の口腔ケア用具を説明する. 

木
池田亜紀子
10:35-11:55

GIO：保健行動支援を効果的に行うために，コミュニ
ケーションスキルを修得する.11/19

11/26 木

8

6

島村結岐乃
9:00-10:20

島村結岐乃
9:00-10:20
10:35-11:55

11/27

月

GIO：音波歯ブラシを用いた望ましい保健行動に導く
ために，指導法の要点を身につける.

金

11/309

2）効果的なアセスメントの手順を説明する． 

1）行動変容を促す理論を理解する.  

GIO：高齢者への口腔機能管理を理解するために，
口腔機能管理の要点を修得する．

2）健康信念モデルについて述べる. 
3）学習理論について述べる．GIO：行動変容の理論を理解するために，歯科保健

指導を効果的に行うアプローチ法を修得する.

2）歯科衛生アセスメント実習の準備をする． 
GIO：アセスメントを効果的に行うために，コミュニ
ケーションスキルを修得する.

3）口腔機能管理の考え方を述べる．

GIO：音波歯ブラシを用いて対象者を望ましい保健
行動に導くために，音波歯ブラシの指導法における
要点を身につける.

木

GIO：歯科衛生過程の概要を理解するために，歯科
衛生アセスメントの手法を身につける.

木
池田亜紀子
9:00-10:20

1）口腔機能について述べる．
2）摂食嚥下の仕組みを理解する.  

5

11/26

11
12

島村結岐乃
13:00-14:20

7

1）音波歯ブラシの特徴を説明する. 
2）口腔清掃状況を具体的に述べる. 

10

1

2

11/5
池田亜紀子
10:35-11:55

木3

11/5 木
篠原弓月

9:00-10:20

4

池田亜紀子
9:00-11:55
13:00-15:55

12/3 木

池田亜紀子

11/19

2）高齢者や要介護者の口腔ケア用具を説明する. 
GIO：高齢者への口腔衛生管理を理解するために，
口腔衛生管理の要点を修得する．

GIO：歯科保健指導の効果的な実践方法を知るため
に，口腔衛生管理の効果を理解する.

3)  特殊フロスを体験する．
4）ゲストスピーカー(サンスター)による講義を概説
する．

1）高齢者の口腔衛生管理の指導法を述べる. 

10/15 木
池田亜紀子
10:35-11:55

1）歯ブラシの製造工程を説明する．
2） 液状歯磨剤を体験する．

12/1 火
池田亜紀子
14:35-15:55

1）対象者に合った情報の収集法を説明する. 

GIO：高齢者への口腔機能管理を理解するために，
口腔機能管理の要点を修得する．

3）摂食嚥下のプロセスを体験する. 

GIO：音波歯ブラシを用いた指導法を整理するため
に，履修した内容を確認する.
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ユニット13,14：症例検討

ユニット15：行動変容を促す理論の実践
p57-p63

3）症例の内容を討議する．
4）問題演習を実施する．

2）正常な口腔状況を説明する．
1）口腔内の観察項目を述べる．

1）行動変容を促す理論の実践を説明する.  
2）ストレスとストレス・コーピングについて述べる. 

13
14

GIO：患者本位の医療を実践するために，口腔内の
状況を理解し，適切な対応能力を修得する．12/17 木

池田亜紀子
13:00-14:20
14:35-15:55

15 1/14 木
池田亜紀子
13:00-14:20

GIO：行動変容の理論を理解するために，歯科保健
指導を効果的に行うアプローチ法を修得する.

2）認知行動療法について述べる. 
2）動機づけ面接について述べる. 
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金曜日 9:00～11:55

○

○

○

〇

〇

〇

学年 学期 曜日 時 間

1 後 金 9:00-11:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ
歯科予防処置論・歯科保健指導論

第2版 医歯薬出版

配付資料

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．

実習提出物（80%）・実習態度（20%）

準備学習（予習・復習）

授業範囲の教科書を事前に読み，わからない言葉を確認しておきましょう．
授業で使用した配付プリントの内容を振り返り，術式や手技を復習しておきましょう．

日時：実習終了後15分

成績評価

オフィスアワー

場所： 短大1階教員室

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

鈴木　恵・市川順子・飯島瑶子・𠮷田涼香・関口洋子・池田亜紀子・小倉千幸・相澤直依・島村結岐乃・石黒一美・堀井幸恵・木村真由美・
関　奈々子・附属病院歯科衛生士

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

 短大  2階 実習室　3階　実習室　

歯 科 予 防 処 置 基 礎 実 習 

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

担当者一覧

  歯科予防処置論における基礎分野を理解するために，口腔の疾患予防の概念，ならびに歯科衛生士として必要な基礎項目を修得しなが
ら，う蝕予防と歯周病予防に求められる知識や技術を身につける．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット14:シックルスケーラー操作の復習と
歯面研磨

ユニット15:スケーリングの相互実習1
 

ユニット18:プロービング・歯面研磨
　

ユニット21:歯面研磨の相互実習
 

ユニット22:超音波スケーラーの模型実習
　

ユニット19:キュレット操作の復習1
 

ユニット20:スケーリングの相互実習2
　

1）キュレットの操作法を説明する.

2）上下顎の前歯部で操作する.  
3）操作に適したポジショニングを工夫する.    
4）感染予防の対策を身に付ける. 
5）患者と良好なコミュニケーションを行う.

1）歯面研磨の器材を選択する．

1）超音波スケーラーの操作法を説明する.

2）生体に配慮する．
3）歯面研磨を口腔内で実施する．

3）上下顎の前歯部で操作する.
4）プロービングの操作を模型上で実施する．

2）相互実習の手順を具体的に述べる.  
3）上下顎の前歯部で操作する.
4）歯面研磨について説明する．
5）コントラアングル，ポリシングブラシ，ラバーカップを

5）患者と良好なコミュニケーションを実施する.

模型上で操作する.

1）プロービングの必要性について列挙する．

行動目標 (SBOs)

21
22

10/15
10/22

金

GIO：プロービングを実施するために，プロービング
の操作法を模型上で身につける．

鈴木　恵
13:00-15:55
9:00-11:55

23
24

𠮷田涼香
13:00-15:55

GIO：臨床でのスケーリングを円滑に実施するため
に，生体への配慮をふまえた歯面研磨の技術を身に
つける.

木

10/30
11/6

GIO：相互実習を実施するために，シックルスケー
ラーの操作法と歯面研磨を模型上で身につける.

4）感染予防の対策を身に付ける.

2）プロービングの操作を模型上で実施する．
3)歯面研磨の操作を模型上で実施する．

GIO：臨床でのスケーリングを円滑に実施するため
に，生体への配慮をふまえたシックルスケーラの操作
法を身につける.

2）上下顎の前歯部で操作する.  
3）操作に適したポジショニングを工夫する.

1）相互実習の手順を説明する. 

11/26 木

金

2）相互実習の手順を具体的に述べる.  

鈴木　恵
13:00-15:55

29
30

11/13
25
26

27
28

11/27
12/4

鈴木　恵
9:00-11:55

金
飯島瑶子
𠮷田涼香

13:00-15:55

GIO：臨床でのスケーリングを円滑に実施するため
に，生体への配慮をふまえたキュレットスケーラの操
作法を身につける.

GIO：超音波スケーラーを操作するために，超音波ス
ケーラーの操作法を身につける.

GIO：相互実習を実施するために，キュレットスケー
ラーの操作法を模型上で身につける.

2）超音波スケーラーの準備を行う．
3）超音波スケーラーを模型上で操作する．

1）相互実習の手順を説明する.  

木
金

17
18

飯島瑶子
𠮷田涼香

13:00-15:55

19
20

10/8
10/9

10/2
鈴木　恵

9:00-11:55
金

1）シックルスケーラーの操作法を説明する.
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金曜日 13:00～15:55

○

○

○

○

○

○

学年 学期 曜日 時 間

1 後 金 13:00-15:55

教科書・参考書

書 名 版 出版社

歯科衛生学シリーズ　歯科診療補助論 第2版 医歯薬出版

配付資料

日時：実習終了後15分

オフィスアワー

場所： 短大歯科衛生学科

レポート（80%）・実習態度（20%）

準備学習（予習・復習）

事前の講義内容を復習し，教科書の手順などを確認して実習に臨んでください．

　本学では，以下のような能力を身に付け，且つ，所定の単位を修得することにより，短期大学士(歯科衛生)の学位が授与されるとともに，
歯科衛生士国家試験の受験資格が得られます．

6.　すべての教育課程において，日本歯科大学生命歯学部と附属病院の協力を得て，教育内容の充実を図ります．

講　堂

短大　2階 3階  実習室　他

1.　歯科医療に関する知識と技能および態度を修得している．

成績評価

担当者一覧

3.　専門基礎分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な基礎的知識・技術を修得できる授業科目です．

2.　人々に対して，豊かな人間性を持ち，歯科疾患の予防とともに口腔健康管理を提供し，質の高い業務を実践できる能力を身につ
けている．

3.　歯科衛生士としての自覚と倫理観に基づいて自己研鑽に励み，専門職としての能力の維持向上に努めることができる．

歯 科 診 療 補 助 基 礎 実 習   

本学期の学習目標（GIO）

著者・編者

　歯科診療の高度化・複雑化に伴い，歯科衛生士として歯科診療補助業務を効果的に行うために，基本的実技を修得する.

関口洋子・小倉千幸・池田亜紀子・市川順子・鈴木　恵・飯島瑶子・相澤直依・島村結岐乃・𠮷田涼香・石黒一美・堀井幸恵・木村真由美・
関　奈々子・雲野泰史・小泉順一・富田　淳・宇都宮宏充・茂原宏美・附属病院歯科衛生士

全国歯科衛生士教育協議会

学習成果

ディプロマポリシー 

カリキュラムポリシー

1.　教育の理念に基づき，教育課程を，基礎分野，専門基礎分野，専門分野，選択必修分野の４分野に大別し，学年の進行とともに
系統的・段階的かつ自主的に学習できるように編成をしています．

2.　基礎分野の科目は，歯科衛生士として具備するべき幅広い視野と豊かな人間性を涵養し，歯科医療スペシャリストとして必要な
思考力と感性を備えることができる授業科目です．

4.　専門分野の科目は，歯科医療スペシャリストとして必要な専門的知識・技術を修得するとともに，基礎分野・専門基礎分野で得た
ことを踏まえて，総合的な判断力や自ら研究することのできる基本的能力を修得できる授業科目です．

5.　選択必修分野の科目は，高度先進歯科医療，チーム医療や国際貢献など，時代のトピックスを見据え，それらの知識・技術を修
得できる授業科目です．
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回数 日付 曜日 担当者 ユニット番号：名 / 学習目標 (GIO)

ユニット11：歯科材料 （印象採得)
 

ユニット13：歯科診療用器械（ユニットの取扱い）
 

ユニット14：歯科診療補助（印象採得・相互実習)
 

ユニット15：歯科材料 （石膏 1・普通石膏)
　

ユニット16：歯科材料 （石膏 2・硬石膏)
 

ユニット17：歯科診療共同動作（バキュームテクニ
ック, 口腔内診査・相互実習)

ユニット18：歯科材料 （精密印象採得・石膏注入)
 

ユニット19：歯科材料 （印象採得・連合印象)
 

ユニット20：歯科診療共同動作（フォーハン
デッドデンティストリー・バキュームテクニック)

ユニット21：歯科診療補助の要点
　

する．
2）3人1組でフォーハンデッドデンティストリーを実施
する．
3）3人1組でバキュームテクニックを実施する．
4）バキュームの挿入禁忌部位に配慮する． 

2）超硬石膏の用途と成分について説明する．
3）使用器具について説明する．
4）超硬石膏の練り方, 注入法および撤去の仕方を説

1）学習・実習内容のまとめを述べる．

2）使用器具と器材を準備する．
3）顎模型上での寒天－アルジネート精密印象採得を
実施する． 
4）印象用トレーや寒天シリンジの受け渡しを実施す
る．
1）ペングリップとパームグリップによる受け渡しを実施

明する．
5）顎模型上で印象採得し，石膏注入を実施する．　
1）寒天－アルジネート精密印象について説明する． 

2）バキュームの口腔内操作に配慮する．
3）歯式の採取を実施する．
4）口腔内診査を実施する．

1）ラバー印象材の種類, 用途および成分を説明する． 

3）硬石膏の練り方, 注入法および撤去の仕方につい
て下顎の模型で実施する．

1）患者誘導を実施する． 

1）硬石膏の用途と成分について説明する．
2）使用器具について説明する． 

1）普通石膏の用途と成分について説明する．  

いて上顎の模型で実施する．

1）口腔での印象採得を実施する.   

2）使用器具について説明する．
3）普通石膏の練り方, 注入法および撤去の仕方につ

行動目標 (SBOs)

GIO：アルジネート印象材の適切な使用法を身につ
けるために，取扱い，練和方法，印象採得を実施す
る.

3）印象採得のチェックポイントを具体的に述べる.

2）バキュームの挿入禁忌部位に配慮する．
3）バキュームの操作をファントームで実施する．
4）曲と直のバキュームの操作法の違いを理解する． 
5）スリーウェイシリンジの操作をファントームで実施す
る．

1）アルジネート印象材による印象採得の準備をする．  

木

2）模型上で印象採得を実施する． 

金
関口洋子
小倉千幸

14:35-15:55

GIO：適切な歯科診療補助を行うために，歯科診療
補助の要点を考察する．

36 1/15

21 10/8

金

GIO：歯科診療用器械を安全に操作するために，歯
科用ユニットの取り扱いを修得する.

関口洋子
9:00-10:20 
10:35-11:55

24
25

関口洋子
歯科技工学科教員

9:00-11:55

GIO：正確な模型を作製するために，普通石膏の注
入を実施する．

木

10/16

34
35

32
33

GIO：歯科診療を効率的に行うために，一連の動作
を実施する．

小倉千幸
13:00-15:55

関口洋子
13:00-15:55

ユニット12：歯科診療共同動作（バキュームテクニッ
ク）

11/27　
12/4

木
金

GIO：精密印象採得の一連の操作を身につけるため
に，寒天－アルジネート連合印象採得を実施する．

木
金

12/10　
12/11

相澤直依
13:00-15:55
9:00-11:55

10/30

GIO：歯科診療を効率的に行うために，バキュームテ
クニックを実施する．

GIO：精密印象採得の一連の操作を身につけるため
に，ゴム質印象材と超硬質石膏について理解する．

2）上顎の模型で実施する． 

関口洋子
13：00-15：55

2）歯科診療用器械を操作する. 

1）バキュームの基本技法について述べる．

6）一人でのバキュームを実施する．
1）歯科診療用器械の各名称について説明する.  

30
31

11/13

28
29

10/15
10/22

関口洋子
9:00-11:55

22
23

26
27

11/12　
11/19

関口洋子
歯科技工学科教員

9:00-11:55

木
GIO：共同動作を円滑に行うために，バキュームテク
ニックと口腔内診査を実施する．

金

GIO：アルジネート印象材による印象採得を身につけ
るために，口腔での印象採得を実施する.

GIO：正確な模型を作製するために，硬質石膏の注
入を実施する．

金

木

20

相澤直依
14:35-15:55

19 10/1

10/8
小倉千幸

9:00-10:20
10:35-11:55

木
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